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序

茨城県を縦断する常磐自動車道の建設工事が9　日本道路公団によって進められております。こ

の工事に伴いタ　茨城県教育財団は，日本道路公団との委託契約に基づき9　常磐自動車道用地内に

所在する埋蔵文化財の発掘調査を実施してまいりました。

現在までに発掘調査を終了した遺跡は，常磐自動車道建設に伴う関連開発用地内に所在したも

のを含めて26か所を数え9　調査結果の一部についてはすでに報告書にまとめて刊行いたしており

ます。

昭和56057年度にはラ　那珂郡東海村の常磐自動車道建設用地内に所在した埋蔵文化財の発掘調

査を実施し窄　終了後整理を進めてまいりましたが9　このたびその結果の一部を報告書として刊行

する運びとなりました。この古代遺跡の調査が本県の古代の姿を解明するに資するところは非常

に大きいものがあると考えます。つきましてはラ　本書がより多くの方々に御活用いただければ幸

いに存じます。

濠後に9　調査◎整理を進めるにあた勘　委託者である日本道路公団からいただいた多大の御協

力に対し，心から感謝申し上げます。また9　茨城県教育委腰会9　東海村教育委員会をはじめ9　関

係各機関9　関係各位より御指導の御協力をいただいたことにタ　衷心より謝意を表します。

昭和58年8月

貝オ団法人　茨城県教育財団

理事長太．金・新　一
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1．本書は，．日本道路公団の委託により，財団法人茨城県教育財団が，昭和57年1月～昭和57年

9月にわたって調査を実施した東海村の二本松古墳・石神外宿A・石神外宿B遺跡の発掘調査

報告書である。

2．発掘調査は，当教育財団調査課が実施したもので，昭和56年度は企画管理班，昭和57年度は

調査第3班が担当した。3遺跡の調査に関する組織は次のとおりである。

理　 事　 良 大　 金　 新　 一

副　 理　 事　 長 、古　 橋　　　 靖

常　 務　 理　 事
川‘野辺　 四　 郎 ・～昭和57年 3 月

綿　 引 ．一　 夫 昭和57年 4 月～

事　 務　 局　 長 小　 林　 義　 久

調　 査　 課　 長．寺　 内　　 寛

企
班　　 轟 汗　　　 秀　 雄 ～昭和57年 5 月

班　　　 長 今　 村　 信　 夫 昭和57年 6 月～

画 主任調査員 加　 藤　 雅　 美 昭和56年度　 二本松古墳 ・石神外宿A 遺跡調査

一管

理

班

調　 査　 員

主　　　 事

主　　 事 ．

主　　　 事

根　 本　 康　 弘

鈴　 木　 三　 郎

海老沢　 一　 夫

綿　 引　 良　 人

昭和56年度　 二本松古墳 ・石神外宿A 遺跡調査

昭和57年度　 二本松古墳整理 ・執筆

．昭和57年 4 月～

調 班　　　 長 青　 木　 義　 夫 昭和57年度　 石神外宿A ・石神外宿 B 遺跡調査

査
夢

主任調査員 渡　 辺　 俊　 夫 昭和57年度　 石神外宿 A ・石神外宿 B 遺跡調査・整理 ・執筆

薩 調　 査　 員 高　 村　　　 勇 昭和57年度 一石神外宿 A ・石神外宿 B 遺跡調査

3．須．恵器の胎土分析については，奈良教育大学教授三辻利一氏に依頼した。

4．本書は，発掘担当者の協力を得て，二本松古墳を根本康弘，石神外宿A遺跡・石神外宿B遺

跡を渡辺俊夫が執筆・編集を担当した。

5．土層解説および土器の色調については，「新版標準土色帖」（農林省農林水産技術会議事務局

監修　財団法人日本色彩研究所色標監修）を用い，記号化して表した。

6．本報告書で使用した記号は，次のとおりである。SI－住居跡，SK一土壌，SD一溝

7．土器実測図の朱塗り，内黒については，次のように表し，須恵器の断面は黒色で表示した。

8．遺物解説表の法量は，次のように表した。

A一口径，B一器高・現存高，C一底径・裾径，D一高台径

9．発掘調査およ．び出土遺物の整理等に際して御指導・御協力を賜った諸機関に対し，感謝の意

を表したい。
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第　牽　調査に至る経過

常磐自動車道関連開発用地内に所在する埋蔵文化財の発掘調査は9　昭和53年度に実施した筑波
ひがしならと

郡谷部原村東宿戸古墳の調査に始まり9　年を追ってルート沿いに北上し9　今日に至っている。現

在までに発掘調査を終了した遺跡は，26ヵ所を数える。
いしかみとじゆく　　　　　　　　　　　　あぼっけ

．那珂郡東海村地内での調査対象遺跡は9　当初石神外宿A◎B両遺跡が示され9　木葉下遺跡の調

査終了乳　直ちに調査を開始する予定であった。木葉下遺跡では9　土取り工事の進展に伴い新た

な窯跡が発見され，発掘調査が長引く気配が濃厚となった。一万9　久慈川橋梁建設に伴う工事用

道路建設に際し9　東海村北西隅の従来台地端と思われていた部分を重機で削平したところ9　昭和
にほんまつ

56年Ⅲ月9日9　同村石神外層字二本松において石室の一部が露呈した。翌10日9　茨城県教育委員

会の現地調査によって古墳であることが確認され，同17日9　この古墳の取扱いについて茨城県教

育委眉会◎茨城県教育財団および日本道路公団の三者による現地調査並びに協議が行われた。こ

の結果9　木葉下遺跡の調査を一時中断し9新しく発見された古墳（二本松古墳と命名）の調査を

先行させることになった。

当教育財団は9　木葉下遺跡B地点の調査終了と同時に現場事務所を東海村石神外宿に移転し9

昭和57年1月6日から発掘調査の準備に着手した。

調査開始にあたり普　各遺跡のエリア並びに現況を確認したところ9　二本松古墳付近は地表の凍

結が甚しいため9　石神外宿A遺跡の表土除去を先行させることとした。以下，調査経過について

は各遺跡の項で述べる。

整 理

N o．
遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発掘 年 度

整 理

N o．
遺　 跡　 名 種　 類 時　　 代 発 掘 年 度

1 東 楢 戸 古 墳 古　 墳 古　　　 墳 昭 和 5 3年 14 宮　 部　 遺　 跡 集 落 跡 縄 文 ・中世 昭 和 54年 ‘

2 下 広　 岡 遺 跡 集 落跡 純 文 ・古 墳 昭 和 5 3 ・5 4年 15 鹿 の 子 A 遺 跡 集 落 跡 奈 良 ・平 安 昭 和 54年

3 上 稲 吉 西 原 古 墳 古　 墳 古　　　 墳 昭 和 5 3年 16 鹿 の 子 C 遺 跡 集 落 跡 奈 良 ∴平安 昭 和54・55・56年

4 上稲 吉西 原A 遺跡 集 落 跡 弥 生 ・古 墳 昭 和 5 3年 17 塚原 古墳 群（2基） 古　 墳 古　　　 墳 昭 和 54年

5 上稲 書西 原B 遺跡 集 落 跡 弥 生 ・古 墳 昭 和 5 3年 1 8 湿　 気　 遺　 跡 集 落 跡 古 墳 ・近 世 昭 和 54年

6 上稲 吉西 原C 遺跡 包蔵 地 歴　　　 史 昭 和5 3年 1 9 大 塚 新 地 遺 跡 集 落 跡 弥生・古墳・歴史 昭 和 54 ・55年

7 中 佐 谷 十 百 遺 跡 包蔵 地 歴　　　 史 昭 和 5 3年 2 0 松　 原　 遺　 跡 集 落 跡 弥生・古墳・歴史 昭 和 54年

8 中 佐 谷 殿 内 遺 跡 包蔵 地 歴　　　 史 昭 和 5 5年 ・ 2 1 南 原古墳 群（2基） 塚 ・集 落 奈 良 ・平 安
中　世 以 降 昭 和5 4年

9 中 佐 谷 A 遺 跡 集 落 跡 古　　　 墳 昭 和 5 3年 2 2 砂　 川　 遺　 跡 集 落 跡 穐文壌 良ヰ 安 昭 和5 5年

10 中 佐 谷 B 遺 跡 集 落 跡 古　　　 墳 昭 和 53年 23 木 葉 頂 遺 跡 窯　 跡 奈 良 ・平 安 昭 和5 6年

1 1 大濠 古墳群（15基） 古　 墳 古　　　 墳 昭 和 53 ・5 4年 24 石 神 外 積 A 遺 跡 集 落 跡 奈 良 ・平 安 昭 和5 7年

12 松 延 古墳群（2 基） 古　 墳 古　　　 墳 昭 和 54年 25 石 神 外 栢 B 遺 跡 集 落 跡 弥 生 ・古 墳 昭和 5 7年

13 志　 筑　 遺　 跡 集 落 跡 縄文・弥生・古墳 昭 和 53 ・54年 26 二 本 袴公 古 墳 古　 墳 古　　　 墳 昭和 5 6年

∵且－



0　　5　　10　15

t

第1図　常磐自動車道関連用地内遺跡分布図
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第濫節　地理的環境

茨城県那珂郡東海村は，県の中央よl）もやや北東に寄ってお生　久慈川と那珂川に挟まれた那

珂台地の一角を占めている。東は太平洋に画し，北は久慈用を隔てて日立市，西は那珂郡那珂町，

南は勝田市に接している。東西約6．5km，南北約7．5km，面積約35．44km2あl），人口は昭和58年1月

1日現在で30，121人を数えている。

村の大部分は台地である。台地北端には久慈川南岸に治って額田段丘が形成され，標高は15nl

内外である。東部には，太平洋に画して砂丘が形成されておl），松の砂防林が発達している。他

は　標高謝～舗mのやや起伏を有する台地である。台地商は　畑砂平地林が多い。この台地を開

析して樹枝状の谷が形成されている。谷底は沖積地であl主　水田として利用されている。村の西

端督　那珂町との境界を久慈川から分かれた支谷が南へ延びラ　その東岸に二本松古墳の石神外稿Å

遺跡・同B遺跡が所在している。

村の西部を国道6号線が，中央を国鉄常磐線が，東部を県道豊岡・佐和停車場線と国道245号

線がそれぞれ南北に貫き，村内の主要幹線となっている。さらに，幹線道路間・駅と幹線道路間

を支道がはしご状に結んでいる。

東部海岸の村松山虚空蔵堂は「十三詣り」で知られ，特に春には参拝客が多い。その南側には，

海岸と松林の清浄な空気を得て，国立療養所「晴嵐荘」が設けられている。虚空蔵堂の北には，

昭和3、2年に日本原子力研究所東海研究所が建設され，その後，近くに日本原子力発電株式会社東

海発電所e動力炉核燃料開発事業団東海事業所等が建設された。これに伴う職員住宅の建設等に

よl主　人口も毎年増加の傾向を見ている。

第2節　歴史的環境

久慈川下流域は古くから人々が居住し，多くの遺跡が知られている。また，万葉集にもその名

が見られるなど，古代から水上交通のルートとして利用された。
（1）

東海村は久慈川南岸に位置し，縄文時代からの遺跡が数多く所在している。縄文時代早期では，
L　　　　　　　　　　　　　　　　いしがみうちじゆく

志んげ遺跡があり，同前期には石神内宿遺跡がある。後者は9　昭和43年3月にごぼう畑から関山
（2）

ほりごめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　√＼

式土器片が出土したことが報告されている。中期には堀込遺跡があり，中期から後期におよぶ平
（3）　　　　　　　　　　　　　（4）

ぱら

原貝塚も知られている。いずれも，東北地方の影響を受けた土器が見られる。
（5）

弥生時代の遺跡としては，二本松古墳・石神外栢A遺跡・同B遺跡が所在する台地と支谷を隔

－31－



跡

第2図　東海村関係遺跡位置図

番　 号 遺　　　 跡　　　 名 番　 号 遺　　　 跡　　　 名

1 志　 ん　 げ 遺　 跡 11 真 砂　 山　遺　 跡

2 石 神 内 宿 遺 跡 12 船 場 古 墳 群

3 堀　 米　 遺　 跡 13 真 崎 古 墳 群

4 平　 原　 貝　 塚 14 須和間遺跡 ・須 和間古墳群

5 海　 後　 遺　 跡 15 石神 外宿古墳群

6 部． 原　 遺　 跡 16 石神 外宿 西古墳群

7 小　 沢 野　遺　 跡 17 二 本 松 古 墳 （当遺跡 ）

8 塚　 越　 遺　 跡 18 石神外宿 A 遺跡 （当遺跡 ）

9 御　 所　 内　遺　 跡 19 石神外宿 B 遺跡1（当遺跡 ）

10 御　 極　 印　遺　 跡

－4－



かいこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふはら

てた那珂郡那珂町の台地上に9　人面付壷の出土で著名な海後遺跡がある。東海村内では，部原遺
（6）
すわま

跡から入口の施設を有する住屠跡等が発見されている。また撃　須和間遺跡の調査では9　方形周溝
（7）

墓・円形周溝墓や弥生時代の住居跡が検出されている。
（8）

おちゃの　　　　つかこL

古墳時代以降の集落跡としては，小沢野遺跡・塚越遺跡等がある。小沢野遺跡は∠「世紀から7
（9）　　　　　（10）

一世紀に至る集f榊亦で，国分期の住居跡も数軒検出されている。「遺物は榊寺期とも土師器が土で，

須恵器や金属製品等も見られる。塚越遺跡は石神外宿B遺跡に隣接するもので，過去に調査され

た例は無いが督　縄文時代から古墳時代以降までの遺物が豊富に出土することで知られている。こ
ここくいん　　　　まさこやま

のほかでは彿韻聖顔御極印遺㊧真砂山遺跡語がある。
ふなば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まさき

古墳群としてほ　船場古墳群　前方後円墳　e円墳の　ゆ真疇古墳群（前方後円墳　の円墳は　魯
掴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（15）

須和間古墳群（前方後円墳1・円墳7）e石神外宿l古墳群（円墳5）・石神外宿酢古墳群（円墳
梱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（17）

て〆）そく

2）等があ生1（、）が叶が確認されている。真崎10号墳は横穴式石室を有する円墳で，直刀・鉄鉱
なつめ

馬具・嚢玉等が出土した。石神外宿酉古墳群は，二本松古墳と西中宿古墳によって構成されてい

る。いずれも，新発見のものである。

古代には，行神外宿は和名抄に見える「神前」邪に属したとされ，邪の中心は今回調査した3
個

遺跡と支谷を隔てた那珂郡那珂町本末崎に比定されている。元来は久慈郡に属したが，近世以降

那珂郡に編入された。
伽）

註

（1）万葉集　巻20（4368）

（2）「茨城県遺跡地名表」茨城県教育委員会1974

（3）早川章次ゆ井上義安　「茨城県東海村石神内宿遺跡」　「茨城考古学」2　茨城考古学会

昭和44年

（4）「茨城県史料　考古資料福　一先土器◎縄文時代－」　茨城県　昭和54年

（5）（4）に同じ

（6）「日本原始美術大系」2　講談社1978

（7）「常陸部原遺跡」　東海村教育委員会1982

（8）「茨城県那珂郡東海村須和間埋蔵文化財緊急調査報告書」　茨城県教育委員会　昭和43年

茂木雅博　「常陸須和間遺跡」　雄山閣1972

（9）「小澤野」　茨城県東海村教育委員会。東海村小澤野遺跡調査会　昭和53年

（lゆ　安島志郎　「那珂郡東海村石神外宿塚越の土師器」　「茨城県の土師器集成」2　茨城考古

学会　昭和43年

（ll）「茨城県埋蔵文化財調査報告書」　茨城県教育委員会　昭和44年
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（咽・井上義安「那珂郡東海村村松御極印の土師器」「茨城県の土師器集成」1茨城考古学

会　昭和42年

（13）井上義安　「那珂郡東海村村松真砂山の土師器」　細と同書

（14）（2）に同じ

㈹　「常陸国村松村の古代遺跡」　村松村教育委員会　昭和30年

「茨城県史料　考古資料編　一古墳時代－」　茨城県　昭和49年

（16）（8）に同じ

（17）（2）に同じ

㈹　二本松◎西中宿両墳のほか，現在の水道局用地には大規模な円墳があったと伝えられる。

（摘「日本地理志料」の常陸囲久慈郡神前に，「両前麿今都賀郡有米疇石神二村米時差紳疇之韓石

碑有奮両虎石馬面美禰臨久慈川前者疇也紳埼之名園起寅石面内括石碑外宿舟石川堤横堀杉額田

向山米略本米疇十邑其故直也」と見える。「水府志料」の石神内福村に「倭名類東砂に見へた

る石上乳　今石碑何々と稀る村々是なるべし。」とあるが9　倭名抄では石上郷は那賀郡に含まれ

ており9「水府志料」の見解は疑問とせざるを得ない。

佃「日本地理志料」の（均と同所に9「文様中人那珂郡」と見える。また，「新編常陸囲誌」の

久慈郡神前郷にも9「文緑ノ検地久慈川以南力軋悉ク那珂郡に層スルヲ以テ，コノ地モ亦那

珂二層ス，今二其制ヲ更メズ」とある。
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第3章　二本松古墳

第1節　調　査　経　過

昭和57年1月当初，事務所および周辺の片付けを行い，各遺跡のエリアを確認した。調査は二

本松古墳から始める予定だったので，12日には現地にテントを設営し，発掘用器材を運び込んだ。

14日には，東海村教育委員会e日本道路公団。梅林建設株式会社の参加を得て，鍬入れ式を挙行

した。

式後直ちに調査に入ったがラ　古墳が台地北端の段丘面に築造されており，北西の季節風が強く

吹きつけること，および東から南にかけて杉木立があるため正午頃まで日があたらないことの二

つの理由により，古墳表土の甚しい凍結が見られた。このため，二本松古墳の調査を一時中断し

て，石神外宿A遺跡の表土除去作業を実施することとし，発掘用器材を引き揚げた。

石神外宿A遺跡の表土除去作業が1月29日をもって終了したので，2月1日から二本松古墳の

調査を再開した。重機による削平面は，墳丘を完全に切断して旧表土にまで達しており，また道

路用地と民有地との境界が墳頂部に位置していたこと，削平範囲が道路用地内にかかる墳丘の3

分の2を占めたことなどから9　墳丘の形をは握することさえ困難であった。そのため，墳丘の規

模。形状をほ握するため，削平面の北西側に残る墳丘に3本のトレンチを設定した。つづいて，

2号トレンチと切断面に治った4号トレンチによって地区別を行い，それぞれの地区名称を次の

ように呼称した。

e　2号トレンチ北側……北墳丘

。　2号トレンチ南側……西墳丘

e　5号トレンチ北側……東墳丘

。　5号トレンチ南側……南墳丘

2月2日から，主体部の規模を確認するため，南墳丘のエリア内の部分を掘り込んだ。その結

果，表土下から多量の拳大の川原石が検出され，各トレンチからも表土下に多量の川原石が確認

されたことから，この古墳が川原石による葦石を施されたものであることが判明した。そこで，

トレンチの掘り込みを表土下までとし，あわせて墳丘全体の表土を除去して葺石の状態をは接す

ることとした。

10日から，東墳丘の切断面を1mほど削り込み，セクション実測を行った。この切断面には周

溝が見られ，他のトレンチで確認した地山の落ち込みの具合から，この古墳は円墳であることが

考えられた。一方，主体部切断面を清掃したところ，主体部の床に挙大の敷石が見られ，その上

を20～30cmの厚さの粘土層が覆っていることが確認された。また，切断面に露呈していた主体部
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側壁から9mほど離れた所にも側壁と同質の石が積まれているのが確認され9　主体部は横穴式石

室であることが明らかになった。

15日から，主体部を露呈させるために掘り込みを開始した。この掘り込みは，途中で露呈した

直径30cm内外の石を実測し，除去しながら進めた。23日には右側壁上面まで掘り進め9　右側壁が

石を横積みにして構築されていることが明らかになった。

3月初めには粘土層まで掘り込んでいたが，9日には鉄片が出土し，敷石と粘土層に狭まれた

状態で遺物が出土することが考えられた。また，微小な遺物を検出するため9　排土はすべて筋に

かけることとした。10日には，前室から飾金具が多数出土した。翌11日には後室から人骨が発見

され9　以後23日まで毎日金属製品の実測◎取り上げが続けられた。この間，17日には東海村教育

委員会e日本道路公団並に土地所有者の御好意により，民有地側の墳丘にトレンチを入れること

ができた。この部分の墳丘は全く無傷であることからサ　葦石もより良好な状態で観察できた。ま

た，18日から5号トレンチの追跡調査を行い，墳丘下に遺構が存在することを確認した。

3月24・25の両日にわたって石室を撤去し，26日には右側壁外方の掘方を確認するため小トレ

ンチを入れた。また，これと並行して5号トレンチを拡張しき　墳丘下の遺構の調査を行った。こ

の調査をもって9　現地での二本松古墳に関するすべての調査を終了した。

第2節　遺

1．墳丘と周溝

構

本境は9　那珂郡東海村石神外宿字二本松1890－7ほかに所在している。先述のように，道路建

設工事に際して，常磐自動車道用地にかかる部分の3分の2が削平されたためタ　墳丘の範囲◎形

状を明らかにすることは困難であると思われたが9　各トレンチの調査により周溝（またはそれに

相当する部分）を確認することができた。

東・南両墳丘の切断面に近い部分の表土は重機で削平されていたため，残存部の最高点を墳頂

とすることは困難であった。そこで，墳丘の状況から本来の墳頂を地形図に見られる場所よりも

1．5mほど北西にあったものと推定し，これを墳頂として調査を進めた。なお，トレンチは残存

する墳丘の形状に応じて設定したものであり，必ずしも墳頂の位置を考慮したものではない。第

2図は，各トレンチとそこで確認できた周溝を示したもので，墳頂（△印◎推定）と石室を図示

して9　墳丘の平面形状のゆがみが見られるようにしてある。各トレンチに示した周溝の上場は，

セクション図で見られる旧表土の落ち込みでとらえてある。しかし，3号トレンチと4号トレン

チ（南西側）では，旧表土が不明瞭なので推定で示した。また，7号トレンチの場合には，台地
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表土との境界（傾斜変換点）を示した。墳頂からの水平距牡を，切断面（図の1番上にトレンチ

として示した）から順に右回りに計測すると次のようになる。

切断面

6号トレンチ…………………16．5m

5号トレンチ…………………14m
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⑤

Tl

T2

T3

1011

第2図　二本松古墳トレンチ配置図

7号トレンチ…・＝……………11m

4号トレンチ（南西側）……13．5m

3号トレンチ…………………14m

2号トレンチ…………………13．5m

1号トレンチ…………………13．5m

4号トレンチ（北東側）……15m

以上から明らかなように，本項は北東側の裾が長く伸びた円墳である。平面形状にゆがみを生

じた原因としては，本項がやや傾斜する段丘面に築造されたことおよび墳丘の一部が台地面から

段丘面に下がる段丘崖にかかったことの二点を挙げることができる。これは，表土面における墳

端部の標高が，台地との境界付近で14．8m，1号トレンチ付近で10．5mを測り，4．3mの差を有す

るという事実にはっきり表れている。
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［：＝］……褐色土・明褐色土

第3図　1－3号トレンチセクション図

周溝は，北墳丘と東墳丘の一部を除いて明瞭な溝状を呈きない。これは，本項が傾斜地に築造

されたことが原因であると考えられる。傾斜面の一部を水平に削り取り，封土としたものと思わ

れる。この削り取りが最も深くおよんだ部分，つまり墳頂側の部分が，各トレンチにおいて落ち

込みとして確認できた場所であると考えられる。この場合には，落ち込みは1か所が確認できる

のみであり，1～3号トレンチと4号トレンチ南西側で確認された状況がこれに相当する。

墳頂側切断面は旧表土にまで達しており，旧表土から墳頂付近に至る断面を詳細に観察するこ

とができた。石室奥壁よりも後方（北東側）の断面は見事な層序が見られ，本墳の構築の手順を

復元することができた。これに対し，石室内部および上面では全く層を成さず，捜乱層と言って

も過言ではない。この部分が驚乱層と同様の状況を呈するに至った原因については，石室の項で

一13－



一14－

第4図　4号トレンチセクション図



第5図　5号トレンチセクション図

再検討する。石室後方の断面を観察して確認した本墳の築造順は，次のとおりである。

①　旧表土を掘り込み，石室を造る。

旧表土を50～60cm（石室奥壁付近）の深さに掘り込み，石材を組み立てる。この掘り込み

の深さは，地形の関係で場所により異なる。掘り上げられた土は，掘方の周囲に見られる。

断面図では，掘方のすぐ横に堆積する土がそれである。旧表土と同じ色調を呈し，褐色の塊

点状のしみが見られる。石材と石材の隙間を塞ぐため，掘方との間に拳大から人頭大の川原

石と粘土を充填している。これは石材上端まで施されており，石室内に土が流れ込まないよ

うに留意したものと思われる。
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第6図　南東側切断面セクション図



②　石室を土で覆う。

黒色土と明褐色土を互層にして，石室が完全に隠れるまで土をかぶせる。かぶせた土の末

端は9　石室を造る際に掘り出された土をほぼ覆っている。

③　石室を覆った土の上にさらに土を盛り，墳丘を形成する。

石室後方に多義の明褐色土を盛って墳丘の基礎を造り，さらに黒色土と明褐色土を互層に

して土を盛っている。

残存する石室の先端付近が，羨門であると思われる。4号トレンチ南西側の落ち込みと7号ト

レンチの台地と墳丘との境界から推定して，この付近に本境の南西側墳端が求められることは明

らかである。断面図から判断すると，墳頂は石室奥壁上部付近である。これが後方へずれている

理由は9　着室内部および上面の竣乱層の成因と関係があると思われる。石室付近の旧表土面の標

高が高いことは，石室奥壁上部に墳丘の最高点を置いた場合にサ　標高が低い北西側の裾が長く伸

びることと密接な関係にある。この点は，平面形状にゆがみを生じた理由としてラ　すでに検討し

たとおりである。

2．主体部

本墳の埋葬施設は，南西側に開ロする横穴式石室である。一部が削り取られているため不明瞭

であるが，主軸はN－1350－Wを示したものと思われる。

掘方は切断面に明瞭に見られるが，右側壁外方の場合には調査エリア。地形等の理由で調査が

困難であったため9　3本の小トレンチによって一部を確認するにとどめた。したがって，掘方の

全容をここに提示することはできない。左側壁外方に掘方の一部が認められ9　奥壁近くを除いて

側壁とほぼ平行になっていた。また9　右側壁外方で確認した3か所の掘方は，いずれも側壁に沿

う状態で並んでいる。このことから，掘方は旧表土上面において幅4m内外の長方形を呈したも

のと推定できる。しかし，羨門付近の状況は，ほとんどわからない。

上述したような掘方の中に，全長約9m（右側壁長）の横穴式石室が構築されていた。玄室は

前室と後室から成り，さらに羨道が伸びる。各室の仕切りには，奥壁や側壁に用いられたものと

同質の石材が用いられている。右側壁を見ると9仕切りを境にして前室と後室の壁がややずれて

いることがわかる。失われた左側壁が同様に築かれていたとすれば，前室の幅は後室よりもやや

狭かったことになる。しかし，袖と呼び得るほどの変化ではない。一方，羨道右側壁は，中心線

に対して南へ屈曲する。この点についても前室の壁と同様に仮定すると，羨門は八の字状に開い

ていたことになる。

石材の材質は，多孔性凝灰質砂岩である。表面の孔中には，穿孔貝類が見られることから，海
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第7回　主体部展開図
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第8回　主体部エレベーション・右側壁外方セクション図
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岸から運ばれたものと思われる。中央から折れた石材の断面を見ると9　中心部は硬い砂岩のまま

であり9　周囲が凝灰質になっている。これは9　海蝕か穿孔貝類の活動によるものであろう。凝灰

質の部分は極めて弱く9　本来の石材の大きさを知ることができないものが多い。

（1）後室

右側壁下で全長4．6m9　奥壁手前で幅圭8mを測った。奥壁は1枚石で9　30cmほど埋められ912

度ほど内側に傾いていた。根石は9　認められなかった。最下端で幅1．6m，床面から出ていた部分

で最大幅上9m㍉金高2mの大きさである。左上4分の1が欠けており9　縦の断裂部にのみの痕跡

が認められた。この部分が失われたのは古墳築造後と判断され9　しかも石室内部から作業が行わ

れていることからサ　かつて盗掘に遇った可能性がある。左側壁は一石を残すのみでラ　羨門と前室

の側壁は完全に削平されてしまった。残された石材は9　底辺約2m，奥壁側の高さLim9前室側

の高さ1．3m，金高1．6mを測り，五角形を呈する。奥壁側が30cm，前室側が10cmほど埋められ，

8度ほど内傾していた。右側壁は9　一番奥が1枚石を立てているが9　手前側は下段に1枚石を立

て上段は横積みしている。奥に立てられた石は9　底辺1．5m9　高さLlmで，左肩を欠き五角形を

呈する。25cmほど埋められ，35度ほど内傾する。この石の傾きが大きいのは内側に倒れているた

めであり9　本来はもっと傾きが小さかったと思われる。手前には9　全長2m，高さ60cmほどの石

が立てられ，その上に40～60cmの幅を有する石が横積みされている。2段または3段に積み，奥

の一枚石と同じ程度の高さをもたせたと思われるが，上半が崩れてしまっているため，明確では

ない。下段の石は10度ほど内偵し9　上段の横着は20度ほどの傾斜を有していた。この上段の傾斜

が持ち送りによるものとすると9　不自然なほど強い傾斜であると考えざるを得ない。本来は持ち

送りによって10度内外の傾斜を示したものが9　内側に崩れかかって現在の傾斜を示したものであ

ろう。同じ側壁の前室寄りの下段は9　全長上2m争高さ50cmの1枚石を立て，上段には前述したの

と同様の石を横積みしていた。残存する積み石は1段のみで9床からの高さは60cm内外である。

右側壁中央の立石とこの部分の立石は普　ともに30cmほど埋められている。傾斜もほぼ同じである。

いずれも根石は施されていない。

床には9　拳大から人頭大の川原石がほぼ水平に敷き詰められている。前室との境界には，幅40

cm9　厚さ20cm9　全長70cmの棒状の石が置かれている。壁には9　高さ上3m9横50cmほどの平行四辺

形を呈する石が立てられ9　仕切りとなっている。

－20－



（2）前室

左側壁が削平されているため9　幅は不明である。右側壁下で，2．5mの長さを有した。右側壁の

構築法は，後室手前側の右側壁と同一手法が用いられている。奥から，それぞれ80cmや60cm¢60

cm◎30cmの長さを有する石を立て普　その上段に同じ程度の大きさを有する石を横積みしている。

ここでも上段は崩れてしまっており，本来の高さは不明である。後室と同様に910度ほど傾斜し

ていた。

床には，拳大の川原石が敷き詰められている。後室よりも小さ目の石が多い。玄門右側壁には9

高さ90cm，幅が下端で40cm9　上端で20cmの台形を呈する石が立てられている。床には9　幅20cmの

棒状の石が置かれているが9　重機により折られているため，現状で40cmを測るものの，全長は不

明である。

（3）羨道

右側壁が残存するのみで9　形状は不明である。この右側壁の先端付近に羨門が位置していたと

考えられることは，前述したとおりであり9　右側壁の長さが9　ほぼ羨道の長さに一致していたと

考えられる。しかし9　先端に見られた横長の小さな石の下に，やや大きな石の抜けた痕跡が見ら

れたことから，本来は現状よりもやや長かった可能性がある。

右側壁はラ　先端の小さな石まで全長で圭8m予高さは60cmである。すべて横積みで構築されてい

る。玄門寄りの部分は崩れている。石材の大きさほ様々であるが，先端付近の下段には9　全長

が70cmelmの2個の石材が積まれていたことから9　この部分が羨門に相当するものと考えられ

る。

（4）天井

天井石は，見られなかった。石室上面を掘り込んだ際に9　後室と前室上面に40㌣50cm摘方の大

きさを有する石材が多数見られたが9　これを天井石と考えるには小さ過ぎる。また9敷石上面に

20～30cmの厚さに堆積する粘土層は，埋葬後に意図的に施されたものとは思われない。ここでは9

木材を用いて天井を架構したと考えるのが妥当であろう。

板あるいは丸太を並べて天井とし，その隙間を石で塞ぎ9　粘土を厚く貼ったものと見るのが自

然である。木材の腐朽後，粘土層が落下して敷石上に堆積したと考えられる。粘土層中に見られ

た石材は，この時に粘土とともに落下したものであろう。しかし，上面に残った石材については9
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第9図　北・西墳丘葺石

この部分の木材の腐朽が遅れ，他の部分から流れ込んだ

土が石室内に堆積していたために上位にとどまり，より

上面で検出されたと見る以外には適当な判断理由がなく，

結論を出すには至らなかった。

石室内および石室上面の土層が擾乱層と同様の状況を

呈していた理由については，天井を形成した木材の腐朽

に伴う上面封土の落盤を挙げることができよう。その後，

周囲から崩れたり流れ込んだ土によって，上面にはある

程度の層序が見られることになる。しかし，表土付近は

すでに削乎されており，不明である。

3．葺石

本境には，川原石による葺石が施されている。重機に

よる削平のため，調査エリア内に残るのはその一部だけ

である。ここでは，7号トレンチで確認した葺石の状況

を中心に述べる。

第10図は，7号トレンチで確認した茸石の状況である。

一見して明らかなように，墳頂付近と裾部に集中し，裾

部の方が圧倒的に多い。また，墳頂付近は表土下数セン

チメートルで葺石が現れたのに対し，裾部では表土が厚

く，25～30cmほど掘り下げなければならない。また，唄

頂付近では茸石層が薄いのに対し，裾部ではかなりの厚

味を有する。このことは，鉢巻状に葺石を施したことよ

りも，墳丘全体に葦石が施され，中腹の傾斜の強い部分

から裾部へ石が転落して堆積した可能性の方が大きいこ

とを示している。つまり，本来の葺石の上面に上から転

落した石が堆積したために，石が裾部に特に集中してい

ると考えるわけである。第10区旧，上方が墳頂である。

左側の図が表土除去時のものであり，右側の図はさらに

掘り込んだ時の様子を示している。両図の下方に見られ

るように，深い位置まで多量の石が見られることが，こ
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第10図　7号トレンチ　葺石

の可能性を裏付けるものと思われる。

一方，北・西墳丘では，石が集中している部分が

弧状を呈している。これは，転落せずに残った葺石

と考えられる。外側に，石の希薄な部分があり，そ

の外側で再び石の数が増加している。石の希薄な部

分には周溝が位置しており，もっと深い位置に転落

した石が埋没している可能性があると考えられるが，

周溝全体に調査が及んでいないので，その点につい

ては不明とせざるを得ない。外側の石の数が多い部

分は，周溝が埋没してから転落したものかも知れな

い。

茸石に使用された石は，拳大の川原石が多い。な

かには人頭大のものも見られるが，極めて少ない。

出土状態から判断すると，整然と配列されたもので

はないであろう。

ところで，北墳丘の4号トレンチ側を見ると，項

端部付近には石が見られない。また，東墳丘にあっ

ては，石が少なかった。このことは，羨門の反対側

の墳丘には葺石が部分的にしか施されなかった可能

性を示すものである。重機による削平部がその境界

に位置しており，この間題を解決できなかったのは

極めて残念である。
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第11図　墳丘下の遺構

4．墳丘下に検出された遺構

本項の封土下から，土塀状遺構と住居跡状遺構が

検出されている。範囲は東墳丘下に限られるが，一

部は南墳丘にかかっている。この遺構を検出したの

は調査終了直前であったため，綿密な調査を実施す

ることができず，概略を調査するにとどまった。

東墳丘の封土下では，2か所にわたって土墳状の

浅い掘り込みが見られた。長さ1m内外，幅50cm内

外を測り，深さは5cm程度である。主軸方向は，北

から40－50度ほど西へ振れる。この中に，拳大の石

と土器が見られた。高塀・壷等である。火が焚かれ

たらしく，土器には煤が付着し，覆土は赤味をおび

ていた。また，5号トレンチの墳頂に近い部分では，

封土下の旧表土に住居跡状の落ち込みがあり，その

床付近に粘土と土器片を利用して構築された炉状の

遺構が見られた。その北東側の炉状遺構と同レベル

面に，ほぼ水平に焼土が見られた。この焼土は，1

枚の層状を成し，厚さ1～2cmで，3m四方程度に

広がっていた。この場所で火を燃やしたことは，焼

土上に長さ2m内外，直径5cm内外の炭化材が数本見られたことからも明らかである。この焼土

上（落ち込みの覆土）から，石製模造品2点が発見されている。土器は，炉状遺構周辺だけから

集中して出土した。二本松古墳は，この住居跡状遺構が完全に埋没してから構築されたものであ

る。
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第3節 遺

1．主体部内出土遺物

（1）人骨・歯

物

人骨は9　後室だけから検出され，すべて破片であった。歯は，かなり散乱して検出された。

右側壁下から，大腿骨が4本検出された。これらは，いずれも石室の主軸に沿って並んでいた。

形状から判断して成人骨であr），頭位が南西にあったことは明らかである。関接部を欠損してお

l主　身長等を推定することは不可能である。この4本の大腿骨は，この位置に2体が埋葬されて

いたことを示している。

左側壁下からは，2本の上腕骨が検出された。いずれも成人骨である。この骨も，石室の主軸

に治って並んでいた。この場合の頭位は，奥壁に向けられたものと思われる。また，奥壁付近か

らは，鎖骨と思われる骨片1点が検出された。これは非常に小さいもので，被葬者の中に小児が

存在したことをうかがわせる。

前室寄りの切断面に近い場所から，頭蓋骨の破片が検出された。成人骨である。

歯は，かなり散乱していた。いずれも永久歯であるが，被葬者の数を推定するには至らなかっ

た。

以上のことから，本墳に埋葬されたのは3体以上であると考えたい。

（2）金属製品

金属製品は，前室と後室の双方から出土した。前室からほ鞍金具を主としたものが，後室から

は武器・装身具が出土した。

①　前室出土金属製品

うず

。　雲珠（第13図1－7）

7点が出土した。宝珠形の鋲頭の下に4弁の花弁形の飾りを付け，全体に花をかたどっている。

鋲頭および花弁は，鉄地金銅張りである。この花形をした頭部の下には，貝殻を装着して装飾的

効果を持たせている。鋲の先端には9　座金がはめ込まれている。
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第13回　前室出土遺物（1）

領一，鷺　宮。
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0　鋲（第13図8～20）

13点が出土した。いずれも鋲頭は丸い。一部は鋲頭を欠くが9　同様の形状のものであろう。鋲

頭下に貝殻を装着したものが1点見られ，他もその痕跡が認められる。

前室出土遺物解説表（第13図）

番 号 名　　 称 高　 さ 軸 幅 （径 ）紬 重 量 （g ） 備　　　 考 番 号 名　　 称 高　 さ 輌 幅 （径 ）（g ） 重 量 （g ） 備　　　 考

1 雲　　 珠 3 ．7 2 ．6 18 ．0 鉄 地 金 鏑 張 1 1 鋲 L 7 1 ．0 1 ．0

2 ブタ 3 ．9 2 ．6 1 5 ．0 17 1 2 ′′ 1 ．2 0 ．9 －

3 71 4 ．8 2 ．8 1 5 ．5 ′′ 1 3 1／ 1 ．2 0 ．8
－

4 ′′ 3 ．5 5 2 ．7 1 3 ．0 ／′ 1 4 ′′ 0 ．4
－ －

5 ′1 4 ．0 2 ．1 5 1 1 ．0 〃 1 5 〃 L 5 0 ．8 1 ．0

6 タダ 3 ．6 2 ．5 1 5 ．0 ′ダ 1 6 ′′ 1 ．2 0 ．9 －

7 1′ 4 ．2 2 ．6 16 ．0 〝 1 7 ′′ 1 ．0 0 ．8 －

8 鋲 1 ．7 1 ．1 1 ．5 i 8 タダ 1 ．1 1 ．0 －

9 タ′ 1 ．6 1 ．1 1 ．5 1 9 ガ 0 ．7 － －

1 0 ／′ 1 ．2 1 ．0 － 2 0 タダ － 0 ．8 5 －

。　半球形飾り金具（第14図）

17点が出土した。鉄地金鋼張りである。半球形の金具の上部に鋲頭がある。半球形下端部は撃

張り出しが認められる。内部には撃　有機質と思われるものがさびに固着している。鋲の先端は普

単に曲げられているだけで9　座金は見られない。

。　飾F．）金具（第15図1・2）

2点が出土した。一方が丸味を有するこはぜ状のものである。中心線上に9　2個の鋲が見られ

る。鋲頭は丸く，先端は曲がっている。

かこ

0　銃具（第15図3～5）

3点が出土した。温点は9　形態を輿にしている。鞍を馬体に固定するための帯に使用されてい

たものであろう。
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第14図　前室出土遺物（2）

前室出土遺物解説表（第14図）

L＿5？M　」

番号 名　　 称 高さ（cm） 径 （cm） 重量（g ） 備　　　 考 番号 名　　 称 高さ（cm） 径 （cm） 重量（g ） 備　　　 考

1
半球 形

飾 金具 1．2 1．8 3，5 鉄地金銅張 10
半球 形

飾金具 － 1．7 3．0 鉄地金鏑張

2 ／J 1．4 1．85 3．5 ／／ 11 ！／ 1．4 1．7 3．0 J／

3 ／／ 1．6 1．7 4．0 J／ 12 J／ 1．4 1．8 4．5 〃

4 ／／ 1．3 2．05 3．5 〝 13 〃 1．5 1．85 4．0 ／J

5 〝 1．3 1．7 3．5 ／／ 14 ／／ 1．5 2．05 4．5 ／／

6 ／J 1．2 1，75 4．0 J／ 15 ／／ 1．25 1．75 3．0 ／／

7 J／ 1．15 1．95 4．0 ／／ 16 J／ － 1．8 3．5 J／

8 〃 1．2 1．75 3．0 ／／ 17 ／／ － 0．85 1．5 〝

9 ／J 1．5 1．75 3．5 ／／
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第15回　前室出土遺物（3）

前室出土遺物解説表（第15図）

番 号 名　　 称 全長 （高 ）軸 幅 （径 ）紬 重 量 （g ） 備　　　 考 番 号 全長 （高 ）的 全長 （高 ）軸 幅 （径 ）如） 重 量 （g ） 備　　　 考

1 飾 金 具 3 ．0 2 ．3 5 ．0 4 絞　　 具 6 ．9 5 ．8 2 5 ．0

2 ／／ 2 ．6 2 ．2 6 ．0 5 J／ － － 22 ．0

3 鮫　　 具 5 ．7 5 ．8 3 4 ．5

0　不明鉄製品（第16回）

小鉄片を含めて，本来の形状が不明であるものが多かった。ここでは，比較的形状を判断し得

るものを掲げた。1－4は，馬具の破片と思われる。4は，全体にらせん状を呈している。両端

を欠いており，何に使用されたものか不明である。5・6は，帯金具の一種と思われる。
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第16回　前室出土遺物（4）

②　後室出土金属製品

0

5CM

el i i

後室から出土した金属製品は，武器と装身具に大別される。この中で，装身具については，土

玉・薬玉とともに一項を立ててあるので，ここでは武器だけを取り上げる。

0　直刀（第17図）

数振が副葬されたと思われるが，多くは薄片化している。ここでは，比較的完形に近いもの1
なかこ

点を示した。やや内反りのものである。茎部分には，柄に用いられたと見られる木質が付着して
つぱ

いる。目釘が残っているが，一端が欠けている。鍔は鉄製で，柄側には縁金が付いている。

後室出土遺物解説表（第17図）

番 号 名　　 称 全長（高）帥 幅 （cm ） 重量 （g ） 備　　　 考 番号 名　　 称 長径 （cIn ） 窄径 （cm ） 重 量（g ） 備　　　 考

1 直　　 刀 76．35 3 ．8 － 茎部一部 欠規 2 鐸 7．7 6 ．7 1 13 ．5 一部 木質付 着
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第17図　後室出土遺物（1）

0　直刀（部分）（第18－20図）

直刀の破片で，部位を確認できたもの（第

18図1～5）・鐸（第19図1～5）および翰

金具（第20区11－11）を取り上げた。直刀の

破片は，切先近くのもの（第18図1）と茎の

一部で目釘が見られるもの（第18図2－5）

である。鍔はいずれも倒卵型で，透かしがあ

る。第19図2・5は，第19図の1と同型式の

ものと思われ，透かしは6か所と推定される。

第19図4は，透かしが8か所内外あったもの

と思われる。第20図2－6は，縁金である。

いずれも，内側には木質が付着している。第

20図1は，翰尻金具である。目釘の中央には，

木質が付着している。第20図7－11は，足金

具である。これも，内側には木質が見られる。

後室出土遺物解説表（第18図）

番 号 名　　 称 全 長 （柚 幅 （c m ） 重 量 （g ） 備　　　 考

1 直　　 刀 2 0 ．7 2 ．9 －

2 J／ 1 0 ．1 － 2 8 ．5 木 質 付 着

3 ／1 7 ．6 － 2 9 ／／

4 〝 3 ．2 5 － 6 ．0

5 ／／ 4 ．2 － 7 ．0

6 弓 飾　 り 3 ．1 － 3 ．0 細 部 木 質 付 着

7 〝 3 ，3 5 － 3 ，0 ／／

8 l／ 2 ．9 － 2 ．0 J／

9 ／／ 2 ．7 － 2 ．5 ／／

1 0 ／／ 2 ．9 5 － 3 ．0 ／1

1 1 〝 2 ．4 － 2 ．0 ／／

1 2 〃 3 ．0 5 － 3 ．0 J／

1 3 J／ 3 ．3 5 － 3 ．0 JJ

14 l／ 3 ．1 5
－ 2 ．0 〝

15 ・ ／1 2 ．9 5 － 2 ．0 JJ
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第相国　後室出土遺物（2）

ー34一

◎一嘗二．◎ 5CM

」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」



第柑図　後室出土遺物（3）
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第20回　後室出土遺物（4）
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：′　　　　　　′　，・・　二　′

番号　名　　称　凝径行の　短径葎m）登畳玩）　備　　考番号名　称　長径錘の　短径cm）登違摘ラ　備　　考

鐸巨9巨か3巨も5透しヵ所4畑∵1つ言
止二⊥三上二上す「‾「』5」∵1つ鋸凍読
巨　巨の5　8日め　桶本質欄

1二′　　、三、言∴′　′こ　．　′

番号　名　称全料薗廟輿や再轡の「備＋考甘料名　　藤　堂最高胸　幅行の飽満恒蓄　考
中鵬可　紺 可　 視庫酬 帯 展金具いせ5

4．5
2 線 金目 88

2・華　　 14・0　内面木質付着　　8 1†　　　　　　2．2 L5
巨　 巨 85

3・1　　 4・5　　　　〃＋＋＋‖　9 ！1　　　　　　2．9 2．0　内側本質付着
4巨　 巨 ア 可 ∵可　 彩＋ 睦

1！　　　　　1．5 2．0
5巨　 巨 鵬 吏 ㌍ 可　 ガ＋ 陣 ダつ［可

1．0

圧上二十㌍
1．6　　　　6．5　　　　　〃

0　飾り弓金具（第18図6－15）

・′、ノ・－　・′　　　ノ．ニノ　　　ー′、・、　‘＿　′　　∴　．ノノI　′′ノ　′′、・　　一　ノノ　J′こ．1′　二ノ＿

㌶∵∴当り＼昔工∴二　二了く　∴∴ノンー∴′　ノ言ンこ　、ノ、つっ　二′′∴　r　－∴′・言＿三　′∴′二∴十ノー　、

お生　鉄芯の断面は方形または円形を呈している。

。　刀子（第21図）

′▲‾、、／ノート　∴′、1　′．∴・一石：了、くi）る石．‘i　′　つ　シ′暮弓立　て、′亘〉　：㌣㌣：＼′・よ　い1′＿

、．ノ：＼′三〆．／昌∴　ノl∴圭一ぢ左ん、エバ了．．る。

0　鉄鉱（第22．23図）

第霊園　～複　第2図　～　は　尖根型式であ勘　第2揺　～　は乎根型式である。前者には撃

片刃の　の　第2図のが見られ　後者こは　有茎の　の　第霊園　の糾　無茎の　の　第霊

揺　態鋸が見られる。平梯型式の場合こぼ　す㌦竃て透かし乳がある。尖根型式の蝕は　破片を

含めて20本分前後がある。

しょうL

藤子状鉄製品　第2図の

ほぼ学　完形品であると思われる。基部には撃　糸または紐親のものが巻かれた痕跡がある。

－37－
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第21図　後室出土遺物（5）

後室出土遺物解説表（第21図）

l l l

闇闇　闇

「＿＿＿＿1乳」

彿 名　　 称 全長（高）帥 幅 （cm） 重量（g ） 備　　　 考 番号 名　　 称 ：全長（高）帥 幅 （cm） 重量（g ） 備　　　 考

1 刀　　 子 14．9
－ 3 3．5 茎部木質付着 3 刀　　 子 6．6 － 9．0 茎部木質付着

2 ／J 11．7 － 14．5 ／J 4 ！／ 7．9 － 10．5 ／J

後室出土遺物解説表（第22図）

番 号 名　　 称 全 長 （高 ）軸 幅 （c ln ） 重 量 （g ） 備　　　 考 番 号 名　　 称 全 長 （高 ）的 幅 （c m ） 重 量 （g ） 備　　　 考

1 鉄　　 鍍 2 0 ＿．8 － 2 2 ．5 木 質 付 着 5 鉄　　 鍍 4 ．3 5 1 ．9 5 5 ．0

2 J／ 2 1 ．5 － 16 ．5 ／／ 6 ／／ 5 ．0 2 ．1 1 1 ．5

3 JJ 19 ．2 － 1 8 ．5 JJ 7 JJ 4 ．5 2 ．0 5 1 0 ．0

4 11 1 9 ．3 － 2 0 ．5 J／ 8 l／ 4 ．0 2 ．2 4 ．5
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第22回　後室出土遺物（6）
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第23図　後室出土遺物（7）
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プ．′ご、　　　弓　′　′　′　．．／三．、・

番号′茹 泳‾会長轟姫車幅cmラ塵螢柄　 備　 考 ！番号名　 称‾‾義‾‾‾‾義‾芸′幅廟 重量届　 備　 考

捷竺軋空士二上空」＿二炬庚」上玉「「「司
2　　　 ′†　　 13・9　　　　　　 14・0　　　　　　　　 6　　　 ′ナ　　　　 4．2　　　　　　　 3．2　 片刃式

豆ニ上空」ニ上吏讐聖丑」墜虹王手「「司
逢　タダ邑皇±王重臣＝コ」＿＿＿…＿＿＿＿　」」

（3）装身具

なつめ

。　悪玉（第24図1～4）
こはく

‘ふ　、′　‡ノ＼一、・．、一∴∴てご言．・′∴∴、・′′∴．二′：一′　　′∴，′　′－　′　　　　一、ノ、、

㍉1、十　で・・÷∴一　　、一　㌧、′二・二．‘丁ト・′　′′′　一′ノつ′ク二；一1、、｛、．亮

土玉（第24図5）

慮のみが出土した。断面はほぼ開こ近折が　側面から見る　かな　ゆがんでいる。

。　環（第24図6～10）

‘：了！′’）′′　　　　　′、　′・、二＼⊥　∴ク1－′　十′∴、全1．′言：つ汗．走、’！二信ま；∵早て予言∴

：）　′　了ノ、ノ　今上，．′てらィ、　′　　冊こノ　十か　′ニーィ．′つ＿・言、l√　与′ノ、、′　7、、′ケ主ノ）′1一）

後室出土遺物解説表　第飢図）
匝 骨 名　 称 全 長 偶 施療

幅　 cm ） 慶 量 玩 ）　 備　　　 考 番 可 名　 称
長　　 径 短　　 径　 重 量 沌 ラ　　 備　　　 考

1　 鳶　　 玉　　　 2 ．05 1 ．25　　　　 2 ．0 6　　　 環 2 ．2
・1 日 p　 飼 芯 鰯

2　　　 1†　　　　 1 ．9 1 ．2　　　　 1 ．5 7　　　　 1／ 3 ．4 3 ．2　　　 8 ．5　 金 銅 （中 空 ）

3　　　　 †1　　　　　 1．3 1．1　　　 1．0
8 巨

3 ．15 2 ．9 5　　　　 24　 鉄 芯 金 銅 張

4　　　 ／†　　　　　 1 ．3 0 ．95　　　　 1 ．0 9　　　　 †† 3 ．1 2 ．8　　　　　 21　　　　 †／

5　　 土　　 玉　　　 1 ．2 1 ．1　　　 1 ．5 10　　　 ／！ 3 ．4 3 ・2　　　 8 ．5　 金 銅 （中 空 ）
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1　　①2

第24図　後室出土遺物（8）

2．周港内出土遺物（第25図）

ト　　5？M　！

周溝内から出土した遣物は，杯1点のみである。これは，東墳丘切断

面の周溝底において発見されたもので，時期的には，鬼高II期に位置付

ヒ∴聖と∃けられる。本墳の時期を決定する意味で，重要な資料である。

第25図　周溝出土坪

周構内出土遺物解説表（第25図）

番号 券　　 種 法皇 （cIn） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 技　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1
杯

土 師 器

A　 14 ．7 休 部は ゆ るく内反 しなが ら立 ち上 が る。 日録 と休部 底都へ ラ削 り 普通

鬼 高 H
B　　 5．0

C ． 3．5

の境界 は弱 い稜 を成す 。底 部 ま小 さい。 休部 内外面 ナデ 砂礫 ・石英

赤色

ー42－



3．埴輪（第26図）

墳丘の表土下から，埴輪の破片6点が検出されている。すべて，円筒埴輪の破片であると思わ

れる。接合・復元できるものは無い。2は，透かし窓の一部がかかっている。

第26図　埴輪拓影図

4．墳丘下出土遺物

（1）縄文土器・弥生土器（第27区l）

しこ　1qcM　．1

縄文土器・弥生土器ともに，旧表土内から破片が出土した。1～9が縄文土器，10が弥生土

器である。1～8は，いずれも胎土中に繊維を含んでおり，縄文時代早期後半から同前期前半に

位置付けられるものである。9は，同中期に位置付けられるものであろう。10は，十王台式に属

する深鉢型土器の底部であると思われる。

墳丘下出土遺物解説表（第27図）

番号 券　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　　　　　 文　　 様 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 縄 文 土 器 B　　 8 ．1

内 外 面 と も 貝 殻 粂 痕 文 。 上 部 の 隆 帯 は 棒 状 工 具 に よ

ナ　　 デ

普 通

芽 山 式
る粗 い 鋸 歯 状 文 。 砂 礫 ・繊 維

橙 色

2 ／／ B　　 5 ．9

L R 前 々 段 多 条 礼 文 。 上 位 は 棒 状 工 具 に よ る平 行 沈

内 面 ナ デ

普 通

開 山 式
線 が 走 り． そ の 間 に 列 点 文 が 施 され る 。 砂 礫 ・繊 維

に ぷ い 貢 橙 色

3 ／／ B　　 7 ．2

R L 前 々 段 多 条 縄 文 が 施 さ れ ， 下 位 は 縄 の 閉 端 を 曲

内 面 ナ デ

普 通

〝
げ て 回 転 させ る 。 砂 礫 ・繊 維

に ぷ い橙 色

4 〃 B　　 4 ．2

単 節 羽 状 縄 文 （結 束 第 1 種 ） が 施 され る 。

内 面 ナ デ

普 通

砂 礫 ・繊 維

に ぷ い橙 色
／／
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墳丘下出土遺物解説表（第27図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　　　　　 文　　 様 整　 形　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

5 組 文 土 器 8　　 3 ．7

L R 前 々段 多 条 組 文 が 施 さ れ る。

内 面 ナ デ

普 通

砂 礫 ・繊 維

橙 色

6 ／／ B　　 2 ．4

R 嵩 の 異 細 文 が 施 され る 。

内 面 ナ デ

普 通

砂 礫 ・繊 維

に ぷ い橙 色 ・
開 山 式

7 11 B　　 2 ．0

L R 単 節 斜 縄 文 が 施 さ れ る 。

内 面 ナ デ

普 通 ．

砂 礫 ・繊 維

褐 灰 色
〃

8 11 B　　 2 ．3

R トL r の組 紐 と 見 られ る 文 様 が 付 さ れ る 。

内 面 ナ デ

普 通

砂 粒 ・繊 維

橙 色
花 積 下 層 式

9 J／ B　　 4 ．7

ロ 緑 は 肥 厚 す る 。 ロ 線 外 面 に 無 文 帯 が あ り， 下 位 に

ナ　　 デ

普 通

加 曽利 E 式 未
は 横 位 の 竹 管 文 ・沈 線 ・L R 単 節 斜 縄 文 が 配 さ れ る 。 砂 礫

に ぷ い褐 色

10 弥 生 土 器
B　　 4 ．3

C　　 9 ．4

胴 部 下 端 に は ． L R 単 節 斜 絃 文 。 底 部 は 「く」 の 字

底 部 ナ デ

内 面 へ ラ ナ デ

普 通

状 に 突 き 出 す 。 砂 粒

に ぷ い橙 色

竜

第27図　墳丘下出土遺物（1）
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（2）土師器e石製模造品（第28e29図）

・・′、、ご　　　　　′　、　　　′　、　′、　、′′：　、．　　′　　　　　′・．ノ・ノ、ノ

′　　　′　　ノ　　　′′　　　′　　′　　　＼‘′　′、，1　・　′，．＿′：ノ・・．′　・こ′・、、l

一′′ノ　　ー′′　　、　　　　　′′′′′　′、．′ノー／

・＼∴‘∴二・　　　′I′　　　ノ　　J）′′　ノ＼′　　　　．　　．′．、　工′′′　′　一、　二．

土器も多い。

一・、－‥∴・．／′、て、　　一　一　‥・‥、、、ノ′′ぺ　．′ノ′．　＿′∴ノ′　　∴　　　　ノ、、＿

‘‾　　　、．／：・ノ′′　ご　J　　∴二　ノ′．、、

墳丘下出土遺物解説表（第28図）
ムノ‾義　 器　 穫

法 義 行の　　　　 器　　 形　　 の　　 特　　 徴　　　　　　 整　 形　 技　 法　　 焼 成 機 土 も色 調　 備　 考

28　　　 婆

i

l　 土　 師　 器

A　 18 ．6 胴 部 は 中 ほ どが 張 る。 胴 部 か ら頭 部 へ 「く」 の 字 状　 内 外 面 ナ デ 。 目線 内 側　 普 通

B 26鵠 漂芸孟漂 β浣‡窯荒霊忘孟競 票謡認釦禁禁書志詣禁 慧 石英　 和泉期
して いる．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 のナ チ。

28　　　 寵

i

2　　 土　 師　 器

A 19 ．6　胸 部の 張 単は弱い が，底 部か丸 く，全 体に 縦長 の球　 内面へ ラナチ 。外面 ナ　 普 通

B 凱 墨 慧 孟 誌 豊 禁 誓 芸 是認 禁 霊 形 芸 ”線は横方 向の ナ 讐 01品 孟 げ 和 泉 期

i

28　　　 婆

i

3　　 土　 師　 器

A 15 ．6欄　 胸部 下平 を 欠 く婆 の 破片 。頸部 はやや 外反す る。胴　 内面へ ラナチ㍉　目線 は　 やや 不良

B m の磯 部の 張 は弱 い0　　　　　　　　　 内外離　 礁方 向のナ 砂礫 の石英 も雲母　 和 泉 期

デ 。　　　　　　　　　　 にぷ い楕色

誓 上

4 i 土 師 器

A 14 ．0　 底部 を 欠 く壷。胴 部の 張 りか 強 く， 球状 を呈す る。　 磨滅 か著 しい． 内面下　 不良

B 18 か欄 頚部 は 「く」の字 状に 開 く0　　　　　 芸完 芸‡ 荒 憲ヾ 禁 禁 色　　 和 泉 期

れ る以 外 は不明。

28　　　 婆

を

5　　 土　師　 器

A l4 ．8（㈲　 婆 の破 片で， 底部 を 欠損 して いる。胴 部 はや や 張 り　 へ ラナ デ。頚 部は様 方　 普 通

B ll ．3硯） 頚部 は 「く」 の字状 に開 く。胴 部内面 には 輪樟み 痕　 向のナ デ。　　　　　 砂礫 ・長 石 ・石 英

が残 る。 頸部 は肥摩 す る。　　　　　　　　　　　　　　 にぷい黄 橙色　 和 泉 期

28　　　 婆

享

6　　 土　師　器

き

A 17 ．6欄　 外反 す る婆 の 目線部 の破 片ぐやや 肥厚 して いる。　 横 方向 のナチ。 後へ ラ　 普 通

B 4．4㈱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ナ デ。　　　　　　　 砂礫 ・石 英・雲母
に ぷい橙 色　　 煤 付 着

警恒

車 師器
芸誓書霊霊霊：完霊霊慧芸雷雲呈霊憲警芸濃票憲き霊霊宝這霊警這芸‡芸：ロ緒は悪霊。石英　 和泉期

が見られる。　　　　　　　　 iにぶし磯 色

28　　　 婆

～

8　　 土　師　器

誓m e禁 胴部上半以上 を欠 ㈲ 破片潤 の張 りは弱レ一〇 へ ラナデ　 憂 い橙色　 鵠 霊

28　　　 聾

～
9　　 土　師 器

誓 雲：芸漂 豊 禁 警 警 β孟禁 忌志 禁 完慧 やかに立 へラげ　　 腰　　 嬢 付 着

にふい赤褐色

28　　　 婆

～
10　 土　師 器

B　2．8⑨　 婆の底部であるふ胴部は球状 を呈したと思われる。　 へラナチ。底部へ ラ削　 普通

C　 9・ウ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 リ。　　　　　　　 砂礫 ・長石

明赤褐色
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第28図　墳丘下出土遺物（2）
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第29図　墳丘下出土遺物（3）
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墳丘下出土遺物解説表（第28・29図）

番号　 券　　 種　 法遠軽m ）　　　　 器　　 形　　 の　　 儀　　 徴　　　　　　 整　 形　 技　 法　　 焼成機 土 も色調　 備　　 考

28　　　 婆
i

11　 土　師　器

燵 淳 鍔 …雲漂 婆の底部である一〇腑 は躯 を凱 たと艶われる鮒 の底部周囲へ 還 雷 な長石 i

師 器 撃 の底部である瀾 球状を豊 た 思われる0

［
i
i
I 和 泉 期

i
i

i和泉期－

尋　壷 「鵠酪㌣肺腑軋細離頼醐辛一親潮苓恕瀾つ
車 師器i i　　　　　　 i　　 ㌣欄当
癌 器 農 警孟慧漂ヱ休部は”線より太き張出へラげo i曇還石英 和泉期

結 ≡器閻 体部は丸味を凱普口緑は外皮するo　　　 i和泉期

竿 土：：㍉ 豊平 詣器 ぼ護り休部は丸味を有する0内側歴 禁碧面i還窯謡英 和泉期

燵 新 ：冒霊全体に薄手でロ線は内反する0

警 土慧器匿 雲到舶 面に稜を有する働 ゆるやかに広がる辛 孟夏芸漂 00箆 禁色 和泉期

；：立憲言 霊…雲霊i裾に向かってゆるやかに広がる働 平に関守 芸‡芸…桃は横方煙還

唐 器iB ‘空 欄で”線脚部を欠く0外商に妙見半 ラげo i蓋還・一着英 i和泉期

；：．土慧器 B 8馴 部は裾に向かって大きく開く0　　 へラナデの　 菜窯舶
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墳丘下出土遺物解説表（第29図）

番号 器　　 種 法量 （cm ）i　 器　 形　 の　 特　 徴
整　 形　 技　 法 焼成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

29 高林

土 師 器

脚部は ゆ るや かに 開 き， 裾に いた って水平 にな る。 へ ラナ デ。 普通

！ B　　 6．5 砂礫 ・石 英

13 にぷ い橙色

29 高 林
脚部 は直線 的に広 が る。 へ ラナデ 普 通

i

14 土 師 器

B　　 7．7 砂礫 ・石 英 ・長

石 ・雲母

明赤褐 色

墳丘下出土遺物解説表（第29図）

番 号 名　　 称 長径 （cm ） 短径 （cm ） 重量 長 ） 材　　 質 番 号 名 一　称 長径 （cm ） 短径 （cm ） 重 量（g ） 材　　　 質

29－15 双 孔 円板 4 ．4 3．8 5
12 ・5 i滑 石

29－16 双孔 円板 3．3 2．9 7．0 滑　　 石

第4節　ま　　と　　め

二本松古墳はラ平面形状にゆがみが認められるものの，円墳として差しつかえない。推定であ

るが，長径はほぼ南東側切断面に位置しており929m内外を測るものと思われる。同様に9短径

は24m内外を測るものと推定される。

葦石は9　多量の川原石を並べただけであり9特に南西側に多かったらしい。7号トレンチで不

十分ながら確認できた以外は9　明瞭な状態で検出することはできなかった。それは，工事による

墳丘の破壊が広範囲に及んだためである。また，7号トレンチによって調査した場所が民有地で

あったことからタ　この部分の調査に制約を受け9不徹底をものにしてしまった。いずれにせよ，

本境の葦石はその存在を確認したことのみにとどまったわけであり9本県における墳丘に施され

た葦石の調査がほとんど例を見ないことを思えば9極めて遺憾をことと言わざるを得ない。

主体部は9横穴式石室である。玄室は前室e後室の2室から成り，玄門および前室と後室の境

は9　それぞれ床に境石が施され，両側壁には門柱状の立石が設けられる。右側壁は，羨道部でや

や開くものの9奥壁との接合部から玄門までほぼ直線的に延びている。左側壁は奥壁寄りの立石

を除き9工事により失われているため9不明である。つまり9本頃の主体部を成す横穴式石室は，

袖無式または片袖式であったということになる。

後室奥壁と左右側壁の最奥は普大きな1枚石を立てて使用している。後室右側壁手前側と前室

右側壁は9最下段には1枚石を立て9上段では石を横積みしている。天井石が見られないのは9

先述したように木材を使用したためによるものと推定される。

主体部内から出土した遺物は9後室から出土した少数の装身具を囁けば，馬具◎武器のみであ

る。さらに，出土位置についても明瞭に分かれており，馬具は前室から，武器は後室からそれぞれ
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出土し，例外は認められない。この事実は，副葬品を埋納する場所に意識的な使い分けが存在し

たことを意味している。一方，馬具e武器を中心とする副葬品のセットは，本墳が後期に編隼さ

れるものであることを示している。半球形飾金具は，千葉県市川市法皇塚古墳等に例が見られる
おもがい

もので，面紫の飾金具であろう。法皇塚古墳の遺物は，6世紀中東以降と報告されており，本境

にあっても同様の判断を下すことが可能である。

本境の周溝底から出土した杯と墳丘下の遺構から出土した土師器によって，本墳が構築された

時期の上限と下限を考えたい。上限は，墳丘下の遺構から出土した土師器から，和泉期の末頃と

考えられる。一方，下限は周溝底から出土した杯から，鬼高IE期に求められる。この場合，墳丘

の下にあった住居跡状遺構が完全に埋ってから本墳が構築されたと考えられること，および下限

を求めた埠が周溝の底から出土していることの二つの理由により，本墳が構築されたのは上限（和

泉期）よりも下限（鬼高II期）に近いと考えた方が自然であろう。つまり，本境が構築された時

期は，6世紀半ばからやや下った時期と考えられるわけである。

6世紀中葉前後に位置付けられる日立市西中野1号墳が，本県北部地域に対する横穴式石室の

流入直前または初期のものとされており，その観点から考えれば，本境は横穴式石室流入直後の

ものとすることができよう。

墳丘下から検出された土壌状遺構および住居跡状遺構は，実用的なものとは考え難い。この遺

構が所在する段丘は，背後には古墳時代に大規模な集落が営まれた台地をひかえ，眼前には久慈

川e豊川の合流点にあたる東西6kme南北4kmにおよぶ低湿地が広がり，さらに遠方には阿武隈e

久慈両山地を望見することができる。一また，出土遺物には石製模造品。底部穿孔土器や多数の高

塀を含み，煤が付着したり二次焼成を受けたもの等が見られる。以上のような地形的要素や遺物

の種類と様子から判断して，これらの遺構を祭祀関係のものと考えたい。
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第　章　着聯外宿A遺跡

第且節　調　査　経　過

石神外宿A遺跡の発掘調査は昭和57年1月8日から6月7日まで実施し9調査対象面積は3，750

mZである。

調査区決定基準杭を平面直角座標9　第

Ⅸ区系Ⅹ軸（南北）64．7km・Y軸53．7kmの

交点を起点（B4al）として定め，南北

線上にⅩ軸，東西にY軸の40m四方の大

調査区を設定し，さらにその太調査区を

4m四方の小調査区に分割した。すなわ

ち40m四方の大調査区に100個の小調査区

が設定されるわけである。調査対象遺跡

内の調査区設定は，全てこのように定め

た。また，調査区名称は，大調査区にお

いて北から南へアルファベット大文字で

「A」◎「B」。「C」……，西から東

へ数字で「1」。「2」◎「3」……と

記号を付し，小調査区においても北から

南へアルファベッナ小文字で「a」e「b」

e「C」……「i」。「j」，西から東へ

「1」e「2」e「3」……「9」了0」

と記号を付し，小調査区の固有名称を

「Alal」◎「Blal」e「Clal」の

ように表した。

以下，調査経過を記していきたい。

昭和57年1月8日～1月29日

1月8日に石神外宿A遺跡の調査に必

要な事務所及び倉庫の建設並びに，発掘

11 2 3 4 5 6 7 8 9 ◎8
A ！

B

C

D

E

F
G

i

！
紺 ！
屠＿ i ！
J

唱導 】

第瑠固　大調査区名称図

3可　芝　急　革 急　患 凱牒 9 ◎3
a °　1－

b

c
d

e

督

9

h
■
爵

tL

q開塾°
蓉

第2国　中調査区名称図

器材等の整備を完了する011日から作業員による遺跡内の清掃を開始したが，本遺跡の現況は70

％が山楓30％が畑であり，特に山林部分は松の大木が倒れたままの状態であったため，作業が
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非常に困難をきわめた。大木等は，エリア外に撤去すると同時に焼却を実施しながら片付けを行

った。なお言青掃胤　本遺跡を調査するに当たり，トレンチ法による遺物包含層および遺構確認

面までの深さの測急　遺構の密度の状態などを調査した上で，表土除去の方法を判断することに

した。調査を実施した結果，遺物包含層および遺構確認面までの深さは40－50cmの深さで，しか

も遣物の包含も少ないことから，重機による表土除去作業を実施することになった。

1月26日から重機による表土除去作業を開始し，29日をもって全調査区の表土排除去業を終了

する。2月から二本松古墳の調査を実施するため，本遺跡の調査を一時中断する。

3月5日～3月19日

5日から本遺跡の調査を二本松古墳と同時並行して再開する。作業は重機によって表土排除を

した後，遺構確認調査を実施し，奈良時代後半から平安時代初期の住居跡および土墳4基，溝2

条を確認した。住居跡の大多数は遺跡の西B巨B2。Cl区に集中し，1軒のみが単独で遺跡の東

B4区から検出された。また，遣物は土師乳　須恵器などが出土し，昭和56年度の本遺跡の調査は，

遺構確認まで終了した。

昭和57年4月12日～4月30日

12日から昭和57年度の調査を開始する。遺構の精査は，遺構の分布が多い遺跡の西B巨B2e

Cl区に確認されている第1～8号住居跡e第1～4号土壌から実施し，その結果，第3～7号住

居跡の規模が3～4mのやや小型の住居跡であることと，第1e2e8号住居跡は1辺が約7m

を測る大型の住居跡であることが判明した。また，遣物の出土状況を見ると，第2号住居跡を除

いては非常に少なかった。なお，第6号住居跡の北東部から鋼製の帯金具2個，第8号住居跡か

らは帯金具（裏金具）1個がそれぞれ出土した。上記の精査終了後，実測図作成および写真撮影

を行う。

5月4日～6月7日

遺跡の西Ble B2e Cl区に残された第9～16号住居跡までの精査を行う。同時に，第13～16号

住居跡が確認されているBl区の北軋　B4区の南側のグリット拡張を実施する。第9ell～15号

住居跡は一辺が3－4mの小型であるが，第10号住居跡は第2号住居跡と重複する大型の住居跡

である。一方，東側から単独で検出された第16号住居跡は，前記した住居跡より古い鬼高期の住

居跡であることが判明した。

5月14日から各住居跡に付設されている竃および第1e2号溝の調査を開始する。竃は，各住

居跡とも北または北北西壁中央部に付設され，第16号住居跡の竃焼成部から壷形土器の完形品が

出土したが，その他の竃からの遺物の出土は少ない。実測図作成および写真撮影は，遺構精査後

に実施した。

6月7日をもって，本遺跡の発掘調査を終了した。
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第2節　遺構　と　遺物

本遺跡は舌状台地に張り出した標高24mの平坦地に立地し，検出された遺構は竪穴住居酎6軋

土壌4基9溝2条である。竪穴住居跡は遺跡の西側に15軒が集中し，他の1軒は遺跡の東側から

検出され9構築された時期は古墳時代後半（鬼高）から平安時代初期（国分）のものである。

なお9石神外楕AoB両遺跡における遺構内覆土土層は次のような基準のもとに行った。

土層解説

1
H ue 用 Y R 雛　 黒　 褐　 色

ユ9 H ue 2 ．5Y R　 ％　　　 赤　　 褐　　 色
a ロ ー ム 粒 子

2 ／′　　　 ％ e ％　 暗　　 褐　　 色 20 11　　 ％　　　 に　 ぷ い 橙 色 b ロー ム 粒 子 、 焼 工 粒 子

3 11　　 ％ ・九　 褐　　　　　 色 21 〝　　　 ％　　　 に ぷ い 赤 褐 色
C ロ ー ム 粒 子 ， 焼 土 粒 子 ， 炭 化 粒 子

4 ／′　　　 ％　　　 黒　　　　　 色 22　 H u e 2 ．5Y　　 ％ 0 ％　 黒　　 褐　　 色　 d ロ ー ム 粒 子 ， 焼 土 粒 子 ， 砂 粒

5 〝　　　 ％ ・％　 黄　　 褐　　 色 23　 〃　 套控 オ リ ー ブ 褐 色 e
ロ ー ム 粒 子 ， 砂 粒

6 〝　　　 劣　　　 に ぷ い 黄 褐 色 2年　　 〝　　 ％ ・％　 黄　 褐　 色　 f　 ワ ー ム 粒 子 ， ・ロー ム ブ ロ ッ ク

巨 l

／／　　 劣　　　 褐　　 灰　　 色 2 5 〝　　 ％ ・％　 暗　 灰　 草　 色　 g　 ロ ー ム 粒 子 ， 。 ー ム ブ ロ ッ ク普 炭 化 材

8 1／　　 ％ 0 ％　 灰　 黄　 褐　 色 26 り　　　 尭　　　 暗 オ リー ブ褐 色 h ロ ー ム 粒 子 ， ロ ー ム プ ロ ・∵ク， 焼 土 杵 千

9 1′　　　 ％　　　 明　 黄　 褐　 色 27 ・　 〝　　　 ％　　　 赤　　 褐　　 色
1 ロ ー ム ブ ロ ッ ク

10 H ue 7 ．5Y R　 ％　　　 黒　　　　　 色 2 8　　 1／　　 ％　　 明　 黄　 褐　 色 】 ロ ー ム ブ ロ ッ ク， 焼 土 粒 子

ま1 ／7　　　 ％ ・％　 黒　 へ　褐　　 色 29 H ue 5 Y R　 ％　　 赤　 率　 色 k ロ ー ム ブ ロ ッ ク ， 焼 土 粒 子 ，炭 化 物

12 〝　　　 ％ ・％　 暗　　 褐　　 色 30 〝　　 ′％ ・％　 暗　 赤　 褐　 色 i　 焼 土 粒 子

13 〝　　　 ％　　　 極　 暗　 褐　 色 31 〝　　　 ％　　　 オ リ　 ー　 ブ 色 m　 焼 土 粒 子 ， 炭 化 物

ユ4 〝　　　 ％　　　 褐　　　　　 色 3 2 〝　　　 ％　　　 灰　　 褐　　 色
n 廃 土 粒 子 ， 砂 粒

15 〝　　　 ％　　　 灰　　　　　 色 33　 H ue 5 Y　　 ％　　　 灰　　　　 色
0 焼 土 ブ ロ ッ ク

16 H u e2 ．5Y R ．％ 0 ％　 灰　　 赤　　 色 34 〝　　　 ％　　　 オ リ ー ブ 黄 色
p 炭 化 粒 子

17 〝　　　 ％ ・％　 暗　 赤　 褐　 色 3 5 ／1　　 ％　　 灰 オ リ ー ブ 色　 q　 砂 粒

ユ8 〝　　　 ％　　　 赤　　 灰　　 色

1．竪穴住居跡

第1号住居跡（第4図）

本跡はBljo。B2jlを中心に確認され言第6号住居跡の東4m，第11号住居跡の南東2mに位
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第3回　石神外箱A遺跡地形図

置している。規模は長軸6．42m・短軸6．35mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－16．5。－Wである。

確認面から床面までの深さは東側で40cm，その他は55cmの深さを有し，垂直に立ち上がっている。

壁下には幅15cm，深さ7－10cmほどの溝が全体に周回している。床は全体に平坦で，硬く踏み固

められている。ピットは5個検出され，Pl～P4の深さは60－87cmの深い穴で主柱穴と思われる。

また，P5はP3とP4の中間点のやや壁側から検出され，深さ37cmのピットで，入口の施設に使用

された柱穴と考えられる。

覆土は上層が黒褐色，中層が暗褐色，下層が褐色を呈し，全体にロームブロック・焼土粒子・

炭化粒子を含んでおり，レンズ状の自然堆積を示している。

遺物は覆土中から土師器，須恵器の破片が竃東側からやや多く出土し，南壁下から土師器の無

形土器（第6図－5），須恵器の坪形土器（第7図－2）が出土している。また，覆土中から鉄製
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第4図　第1号住居跡実測図
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第5図　第1号住居跡竃実測図

の鎌（第7区ト5），釘（第7

図－6・7・8）の破片が出

土している。

竃は北西壁中央部に付設さ

れ，長さ102cm・袖幅103cm・

焚口部幅63cmで，袖部は黄灰

色の粘土で構築されている。

煙道部は直径31cm・短径25cm

の楕円形を呈し，壁から25cm

焼成部側に作られている。焼

成部は壁を100cmの幅で37cm

ほど掘り込み，火床は直径48

cmの楕円形で，床を5cmほど

掘り凹めている。また，竃は

住居跡を構築の際に竃構築を考えて掘り込み，竃の基礎が地山で作られていた。竃からの出土遣

物はない。

遺物解説表　（第6・7図）

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

褒
A 29 ．9（都 ロ綾 部 の 破 片 で あ る 。 ロ 緑 部 は 胴 部 上 部 で 胴 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り， 内 普 通

B　 4 ．5（珂 内 傾 して 立 ち 上 が っ た 後 ， 頸 部 で 大 き く 外 面 は へ ラ ナ デ 整 形 。 ロ 緑 部 内 外 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
反 し て 開 く。 口唇 部 は 丸 味 を もつ 。 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い

る。

明 赤 褐 色

2

褒
A 20 ，q 碗 日録 部 の 破 片 で あ る 。 ロ 綾 部 は 頸 部 で 「く」 胴 部 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 。 普 通

B　 5 ．7（功 字 状 に ゆ るや か に 外 反 して 立 ち 上 が っ て 閑 ロ縁 酪 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
い た 後 ， 口 唇 部 で ほ ぼ 垂 直 に な る 。 砲 さ れ て い る。 浅 黄 橙 色

3

褒
A 28 ．1（御 胴 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 胴 胴 部 内 外 面 共 に 縦 横 位 の へ ラ ナ 普 通

B lO ．欄 部 最 大 径 部 か ら 内 暫 し て 頸 部 に 至 っ た 後 ， デ 整 形 。 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
口緑 部 か ら 口 唇 至酎 こか け て 器 厚 を 薄 く し な

か ら 大 き く開 く。

デ 整 形 が 砲 され て い る 。 浅 黄 糧 色

4

蛮
A 16 ．3（彿 胴 部 は 直 線 的 に 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 7 ㈱ が っ た 後 ， 口 綾 部 で 外 反 し て 開 く 。 ロ 綾 部 胴 部 外 面 は 下 か ら上 へ の へ ラ 削 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
は 無 形 土 器 に し て ほ 短 い 。 り， 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

れ て い る 。

堤 色

5

褒

土 師 器

B 2 1 ，9㈲ 胴 下 半 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か らや 外 面 は 縦 位 の ヘ ラ ナ デ 整 形 ， 内 普 通

C lO ．別働 や 内 留 ぎ み に 立 ち 上 が り胴 部 最 大 径 に 至 る 。 面 は ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 貢 橙 色

6

褒
A 16 ．7（細 胴 部 か ら ロ 綾 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 胴 胴 部 外 面 は 雑 な へ ラ削 り． 内 面 普 通

B　 6 ，8㈲ 部 は 胴 部 最 大 径 部 か ら や や 内督 し て 立 ち上 は 多 方 向 か らの ナ デ 整 形 。 ロ 緑 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
が っ た 後 ， 頸 部 か ら器 厚 を薄 く し な が ら 外 部 内 外 面 共 に ナ デ 整 形 が 施 さ れ に ぷ い橙 色

反 して 開 く。 口唇 部 は 九 味 を もつ 。 て い る。

7

小 型 褒

土 師 器

B　 7 ．爛 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 器 厚 をや や 薄 く 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ 普 通 底 部 に 木 葉

C　　 6 ．0 し な が ら 内 野 ぎ み に 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 ラ ナ デ 整 形 。 底 部 内 面 は 柏 ナ デ

整 形 が 施 され て い る。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

ス コ リア

に ぷ い橙 色

痕
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第7回　第1号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遺物解説表（第6・7図）

8

0
［
扇
田
‥
＝

7

」57M」

番号 器　　 種 法呈（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

8

壌

土師器

B　2．7㈲ 底部は木葉痕を有する平底で，胴部は底部 外面は斜位方向のナデ整形，内 普通 底部に木葉

C　　9．6 から直線的に外側へ開いて立ち上がる。 面はナデ整形が施されている。 砂粒・長石・石英

スコリア

黄橙色

痕

9

袈
Bll．瑚 底部から胴執こかけての破片である。底部 底部外面はへラ削り，内面は斜 普通 底部に木葉

C　　8．8 は平底で，胴部は底部から器厚をやや薄く位方向のナデ整形，胴部内外面 砂粒・長石・石英 痕

土師器
しながら内題ぎみに立ち上がる。 共ナデ整形が施されている。 スコリア

浅黄橙色

10

高台付坪
A14．割彿 底部の高台貼り付け部は平坦で，やや器厚 底部は回転へラ切り．底部上位 普通

B　　4．2 を薄くしなから内題ぎみに広がった後，体 は回転へラ削り。休部内外面共 細砂・長石

須恵器
C　ll．3

D　8．65

部はやや外反して開く。また底部には「ハ」

字状の高台か貼り付けられている。

に水挽き成形が施されている。 灰色

11

坪
A　14．2 底部はやや丸味をもつ平底で．休部は底部 底部はへラ切り後，回転へラ削 良好

B　　4．6 から器厚を薄くして直線的に開く。 り。休部は内外面共に水挽き成 細砂・長石粒

須恵器
C　　8．0 形後，外面下位に回転へラ削り

がなされている。

灰色

12

坪
A　13．5 底部は平坦で．休部は直線的に外側へ広が 水挽き整形後，底部から体部外 普通

B　　4．4 りながら立ち上がって開く。 面は下位にかけて回転へラ‘削り細砂・長石・石英

須恵器
C　　8．7 が施されている。 明オリーブ灰色

13

坪
A　13．5 底部は平坦で．休部は直線的に外側へ広が 底部は回転へラ削り，休部は水 良好

B　　4．6 りながら立ち上がり．ロ緑部でやや垂直ぎ 挽き成形後，回転横ナデ髪形が 細砂・長石粒

墳　恵器
C　　8．7 みに開く。 施され，内部底面に水挽き成形

痕が認めらrLる。

繰灰色

7区l 坪
A　13．2 底部は中央部がやや窪む平底で，休部は直 底部は回転へラ削り。休部は水 普通 底至酎こ「ナ」

B　　3．7 線的に外側へ広がりながら開く。 挽き成形後，回転横ナデ整形が 細砂・長石粒 のへラ記号

1 須恵器
C　　8．3 なされている。 明オリーブ灰色

2

I不
A　13．2 底部は平坦で，休部は器厚をやや薄くしな 底部は回転へラ削り。休部内外 良好 使用による

B　　4．3 がら外側へ広がりながら立ち上り，ロ緑部 面共に水挽き成形後，回転横ナ 細砂 磨りヘリが

須恵器
C　　8．2 はやや外反する。 デ整形が施されている。 明繰灰色 激しい

3

坪
A　13．9 底部は平坦で，休部は器厚をやや薄くしな 底部は回転へラ削り。休部内外 普通

B　　3．7 がら直線的に外側へ広がりながら立ち上が 面共に水挽き成形後，上位は回 細砂・長石粒

須恵器
C　　9．0 る。 転横ナデ整形が施されている。 明オリーブ灰色
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出土遺物解説表（第7図）

番号 器　　 桂 法 量 （cm ）　　 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

4

量不
A　 1 2 ．5 底 部 は 平 抱 で ， 休 部 は 器 厚 を 同 じ く して 外 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り， 休 部 は 水 不 良
B　　 4 ．3 側 へ 広 が り な が ら立 ち上 が る。 挽 き 成 形 後 ， 休 部 上 位 と内 面 に 細 砂 ・長 石 粒

須 恵 器
C　　 8 ．6 横 ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。 灰 白 色

5

嫌

鉄 製 品

長 さ

9 ．欄

取 り付 け 部 は ． お り返 しが 付 き， 刀 の 部 分

は と ぎペ りが 認 め られ る 。

6

釘

鉄 製 品

長 さ

5 ．1㈱

厚 さ 3 m を測 る 長 方 体 の 釘 で あ る 。

7

釘

鉄 製 品

長 さ

5 ．4㈲

厚 さ 4 m m を 測 る長 方 体 の 釘 で あ る。

8

釘

鉄 製 品

長 さ

2 ．1㈲

厚 さ 4 m m を測 る 長 方 体 の 釘 で ， 頭 の 部 分 で

あ る 。

第2号住居跡（第9図）

本跡はBlk・Bli6を中心に確認され，第7号住居跡の北西1m，第8号住居跡の北4mに位

置している。また，本跡は第10号住居跡と西側の一部を除いて完全に重複する住居跡で，本跡の

方が新しい。規模は長軸6・46m・短軸6・10mの方形状を呈し，主軸方向はN－110－Wである。壁

高は65～72cmで，第10号住居跡との差は約20cmほどである。床は全体に平坦で，硬く踏み固めら

れ，ピットは竃東側から1個検出された。Plの深さは68cmで，主柱穴と考えられる。

覆土は上層が褐色，

第8図　第2号住居跡竃実測図

ー61－

中層が暗褐色・黒褐色，

下層が褐灰色を示し，

全体に焼土粒子・炭化

粒子などを含み，レン

ズ状の自然堆積を示し

ている。

遺物は覆土上層から

下層にかけて多量の土

師器，須恵器の破片が

出土する。南西部コー

ナーから須恵器の壷形

土器（第11図－5）が

倒立した状態で出土し，
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第9図　第2・10号住居跡実測図
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その他鉄製品の刀子（第12図－60768◎9）ラ釘（第12図－10砂1結石製品の紡錘車（第12

図－13）が出土する。

竃は北西壁中央部に付設され9長さ170cm再由幅160cm。焚日部幅63cmで，袖部は黄褐色の粘土

で構築されている。焼成部は壁を75cmの幅で7細ほど掘り込み，火床は直径57cmの円形状を豊し9

床を10cmほど掘り凹めている。遺物は覆土中から須恵器の蓋形土器（酎2図－4）が出土してい

る。

出土遺物解説表（第10◎11の12図）

！番号 券　　 種 瑳量（cm）！　 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1

婆
A 24．2㈲ 口綾部の破片である。胴部からやや内攣 し ロ綾部から胴部外面は横ナデ。 普通

B　7．7㈱ て頚部に至 り，頸部か ら器厚 を薄 くしなか 休部内面は横位のへ ラナデ整形 砂粒・長石・石英

土 師 器
ら大きく外反して開 く。口唇部近 くで斜め

に立ち上がる。．．

がなされている。 にぷい橙色

2

療

土 師 器

Å20 ．7㈲ 目線部の破片である。胴部から内増 して立 口綾部内外面共に横ナデ。休部 良好

B　9．8（堀 ち上がって頚部に至 り，頸部か らやや 日経
部 を短 くして大きく外反 して開き，口唇部
は，垂直に立ち上がる。

外面は斜位，内面は横位のへ ラ

ナヂ整形が施されている。

砂粒・長石・石英

3

婆
Å21．9㈲ 目線部の破片である。胴部から器厚を同じ 目線部内外面共に横ナヂ整形。 普通

B　7．5㈱ くして内攣して立ち上がって頸部から「く」 休部外面は縦位のへラナデ整形 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器 字状に大 きく外傾して開 く。 が施されている。 にぷい褐色

4

慈
Å20．9㈲ ロ線部の破片である。胴部からやや器厚を 目線部内外面共に横ナデ整形。 普通

B　7．5吼 厚 くしながら内傾 して立ち上がり，頸部か 体部外面はへラナデ整形が施さ 砂粒・長石・石英

土 師 器
ら外反 して開 き，口唇部で稜を有して外反 れている。 スコリア
して立ち上がる。 にぷい橙色

5

婆
A 20．0㈲ ロ綾部の破片である。胴部から器厚を薄く 目線部内外面共に横ナデ整形。 普通
B　8．1㈱ しながら内攣 して立ち上が り，頚部で「く」 胴部内外面共にへラナデ整形が 砂粒・長石・石英

土 師 器
字状に外反して開き， 臼綾部上位で稜を有

して大きく外反す る。

施されている。 スコリア

浅黄橙色

6

婆

土　師　器

A 19．9㈲

B　4．1㈱

ロ綾部の破片である。胴部か ら器厚を厚 く

して頸部へ至 り，頸部か ら大きく外反して

開く。口唇部は垂直ぎみに立ち上がる。

l 口綾部は内外面共に横ナデ整形

胴部内面は縦位のへラ削 り整形

が施されている。

普通

砂粒・長石・石英

スコリア
赤褐色

7

療
A 16．4㈲ 口綾部の破片である。胴部最大径から内攣 口綾部内外面共に横ナデ整形。 普通
B　7．3㈱ して立ち上が り，頸部から「く」字状に外反 胴部内面は斜位方向のへラナデ 砂粒・長石・石英

土 師 器
し，口唇部で稜を有 して垂直に立ち上がる。整形が施 され，外面は磨滅が激

しい。

スコリア

赤褐色

8

小 型 喪
A 12．9㈲ 目線部の破片である。胴部から器厚 をやや 日録部内外面共に横ナヂ整形。 普通
B　 6㈱ 薄くしなが ら内攣 して立 ち上がり，頸部か 胴部外面は縦位のへラナデ，内 砂粒・長石・石英

土 師 器
ら大きく外反して開き， 口唇部でほぼ垂直

に立ち上がる。

面は横ナデ整形が施されている。 スコリア

橙色

9

婆
B 20．3㈱ 底部は中央部がやや窪んでいるが，おおむ 胴部外面は縦位，内面は横位の 良好 底部に木葉

C　8．2 ね平坦で，胴部は器厚をやや薄 くしながら へラナデ整形が施 され，底部内 砂粒 ・長石・石英 痕，胴部下

土　師　器
少々内攣 ぎみに立ち上がる。 面は雑なへラナデ整形である。 橙色 位に媒付着

10

婆
B　5．3（現 底部の破片である。底部は平坦で，胴部は 胴部外面は縦位のへラ削 り，内 普通
C　8 ．0（衡 底部から器厚を薄 くしながら外上方へ立ち 面は横位のへラナデ整形。底部 砂粒・長石・石英

土　師　器
上が る。 外面は多方向からのへ フ削り整

形が施されている。全体に磨滅
が激しい。

スコリア

橙色

11

婆
B　6．3㈱ 底部の破片である。底部は平坦であり，胴 胴部外面は横位のへラ削り，内 普通 底部に木葉

痕C　　 5 ．7 部は器厚を薄 くしなが ら内攣 ぎみに外側へ 面は横位のへラナデ。底部内面 砂粒・長石・石英

土　師　器
広が りなが ら立ち上がる。 は指によるナデ整形が施 されて

いる。

スコリア
にぷい赤褐色外）
橙色（内）

12

婆
B　5．8㈱ 底部の破片である。底部は平坦で胴部は底 胴部外面は斜位方向のへラ削 り 普通 底部に木葉′

痕C　　 8．4 －一部から器厚を薄くして，外傾して立ち上が 内面は横位のへ ラナデ整形が施 砂粒さ長石・石英

土　師 器
る。 され，底部内面は指によるナデ

がなされている。

にぷい褐色
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第10図　第2号住居跡出土遺物実測図（1）
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第11図　第2号住居跡出土遺物実測図（2）
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第12図　第2号住居跡出土遣物実測図（3）

出土遺物解説表（第10・11・12図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 3

高 台 付 坪
A l l．7㈲ 底 部 は や や 九 味 を も ち， 休 部 は 底 部 か ら直 高 台 部 ， 休 部 外 面 は 回転 横 ナ デ 普 通

B　　　 5 線 的 に 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が り， ロ 整 形 。 休 部 内 面 は 回 転 へ ラ 磨 き 細 砂

土 肺 器
C　 9 ．試彿 綾 部 で や や 外 反 し て 開 く。 底 部 に は 「ハ 」 底 部 内 面 は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ に ぷ い 黄 橙 色 （珊

D　 7 ．5（彿 字 状 の 高 台 が 貼 り付 け ら れ て い る 。 れ て い る 。 黒 色　　　 （内）

1 4

杯
B　 3 ．7㈲ 底 部 は 平 坦 で， 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 をや や 底 部 外 面 ， 休 部 下 位 は 回転 へ ラ 普 通

C　　 8 ．2 薄 く し な が らや や 内管 ぎ み に 外 側 へ 広 が り 削 り。 休 部 外 面 は 回 転 横 ナ デ ， 砂 粒 ・石 英 ・雲 母

土 師 器
な が ら立 ち 上 が る。 内 面 は 横 位 の へ ラ磨 き調 整 が 施

さ れ て い る

に ぷ い橙 色 （珊

黒 色　　 （内）

1 5

土不
A　 1 4 ．5 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら器 厚 を 薄 く 底 部 は 回転 へ ラ 削 り 。 体 書β内 外 普 通

B　　 4 ．6 し な が ら 外 側 へ 広 が っ て 立 ち 上 が り， ロ緑 面 共 に 水 挽 き成 形 後 ， 上 位 は 匝】
転 横 ナ デ 調 整 。 休 部 内 面 は 横 位

紬 砂

土 師 器
C　　 8 ．2 部 でや や 外 反 し て 開 く。 の へ ラ 磨 き 。 底 書8内 面 は 多方 向

か ら の ヘ ラ磨 き窮 盤 が な され て
い る 。

に ぷ い 橙 色 （殉

‘黒 色　　 （内）
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出土遣物解説表（第二し〇十二0ユ2図）

番号 器　　 種 法 量 葎m ）i　 器　 形　 の　 特　 徴
整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 士 ・色 調 備　　 考

16

塊
A 16 ㈲

B　　 6 ．

底 部 は や や 上 げ 底 状 を 里 し， 休 部 は 底 部 か

5　 ら ゆ るや か に 器 厚 を 同 じ に して 外 側 へ 広 が

底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水

挽 き 成 形 後 外 面 に 回 転 横 ナ デ 予

普 通

細 砂 ・長 石 ・有 英

－

土　 師　 器
C　　 9 リ な が ら 立 ち上 が る。 内 面 は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る。

浅 黄 橙 色 湘

黒 色　　 ㈹

，17

坪

土　 師　 器

A 17 ㈲

B　　 4 ．3

C　 8 ．4㈲

！

底 部 お よ び 休 部 下 位 は 回転 へ ラ

削 り。 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ， 外

面 に 回 転 横 ナ デ ，内 面 はへ ラ磨 き

調 整 が 施 さ れ て い る。

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色 彿

黒 色　　　　 納）

18

童不

土　 師　 器

A 14 ．5㈲

B　　 4 ．3

極 部 は 丸 味 状 を 里 し ， 休 部 は 底 部 か ら ゆ る

i や か に 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が る 0
底 部 外 面 は 多方 向 か ら の 削 り，

休 部 外 面 は 横 ナ デ 整 形 が な さ れ

内 面 全 体 は 丁 寧 なへ ラ磨 き調 整

が 施 さ れ て い る。

11図

1

ま不

（墨 書 土 器 ）

土　 師　 器

A 13 ．8㈲

B　　 5 ．8

C　 7 ．7㈲

底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら器 厚 を薄 く

して 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が る 。

底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 内 外

面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 丁 寧 な 横

位 の へ ラ磨 き調 整 が 施 され て い

る 。

普 通

細 砂

に ぷ い 黄 橙 色㈹

黒 色　　　 （内）

休 部 下 位 側

面 に 解 読 不

明 の 墨 書

2

坪
目 線 部 の 破 片 で あ る 。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 外 面 に 回 普 通 休 部 側 面 に

（墨 書 土 器 ）

土 師　 器

転 横 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き調 整

が 施 さ れ て い る

細 砂

に ぷ い 褐 色㈹

黒 色　　 （内）

「神 山 」 の

墨 書

3

杯
A 12 ．7㈲ 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 底 部 は 回 転 へ ラ削 り。 休 部 は 水 良 好 底 部 に ‖ 」

（墨 書 土 器 ） B　　 5．2

′

側 へ 広 が りな が ら立 ち上 が っ た の ち ， 上 位 挽 き成 形 後 ， 内 外 面 共 回 転 横 ナ
細 砂 ・ス コ リア

の ハ＼ラ 記 号 。

体 立 ！
須　 恵 器 C　 6 ．5㈲ で や や 外 反 す る 。 デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 ′も　　二グ

す り－ ブ 灰 色

部側 面 に
「神 山 」 の

墨 書

4

高　　 塚
B　 8 ．9㈱ 脚 部 の 破 片 で あ る 。 脚 部 は 受 部 か ら 直 線 的 水 挽 き成 形 後 ， 外 面 は 回 転 横 ナ 良 好

に 外 側 へ 広 が っ て 下 が っ た 後 ，大 き く開 く。 デ 整 形 が な され ， 内 面 に は 水 挽
細 砂

灰 色

須　 恵　 器
口唇 部 は 垂 直 に 立 つ 。

脚 部 に は 後個 の 透 し 窓 を有 して い る 。

き痕 が 認 め られ る 。

ニ吏ご隻芝
B　 14 ．7 底 部 は 平 坦 で ， 胴 部 は 底 部 か ら 直 線 的 に 外 目 線 部 外 面 お よび 胴 部 内 面 共 に 不 良

5
C　　 7 ．7 側 へ 広 が っ て 立 ち 上 が っ た 後 ， 胴 部 最 大 径 回 転 横 ナ デ 整 形 が な され て い る。

砂 ・長 有 ・石 英
須　 恵 器

部 か ら内 側 へ 狭 ま り な が ら立 ち 上 が り， 頸 胴 部 外 面 は 磨 滅 ， 剥 落 が 激 し く，

部 か ら や や 外 反 して 開 く。 整 形 不 明 で あ る 。 灰 白 色

6

短 頸 小 型 壷
A　　 5 ．1 底 部 は お お む ね 平 坦 で， 胴 部 は 器 厚 を 薄 く

しな が ら直 線 的 に 外 側 へ 広 が りな か宣 ぷ一
底 部 は 雑 な へ ラ 削 り。 胴 部 下 位 良 好

8　　 6 ．2 l邑　　　 し　　　　 ム　　　 どカ　 ら立 ち
上 っ た 後 ， 胴 部 貴 大 径 部 か ら 内 側 へ 短 く再

は 手 持 ちへ ラ削 り。 全 体 に 水 挽

ノ．ノ．
細 砂 ・長 石 粒

須　 恵 器
C　　 4 ．9 び 立 ち上 が っ て 頸 部 に 至 る 。 口 綾 部 は 短 く

垂 直 に 立 ち上 が る 。
き 成 形 後 ， 外 面 は 回 転 横 ナ ナ 整

形 。 胴 部 内 側 に 水 挽 き痕 が 認 め
られ る 。

鉄 分

灰 黄 色

7

盤
A 17 ．1（㈲ 底 部 は 丸 味 を 呈 し， 体 部 は 底 部 か ら器 厚 を

薄 く し な が ら 大 き く内 攣 ぎ み に 外 側 へ 広 が
底 部 は 回 転 へ ラ削 り。 休 部 外 面

は 水 挽 き成 形　 内　 は

良 好 底 部 に 「〟」

須 I恵　 器

B　　 4 ．0

C　 lO ．4

り な が ら 立 ち上 が り， 口綾 部 で や や 外 反 し ノ，　 面　 水 挽 き成
形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 。 高 台 部

細 砂 ・鉄 分

オ リー ブ 灰 色

の へ ラ記 号

て 開 く。 底 部 に 厚 み の あ る 高 台 が 「ハ 」 字

状 に 貼 り付 け ら れ て い る 。
も回 転 尋費ナ チナ整 形 が 施 さ れ て い
る 。

8

高 台 付 杯
A 13 ．0㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 里 し， 休 部 は 底 部 か ら 直 底 部 は 回 転 へ ラ 削 I上　 全 体 は 水 良 好

B　　 5 ．9 線 的 に 外 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る 。 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 が
細 砂 ・長 石

須　 恵 器
C　 ユ1 ．4 底 部 に は 「ハ 」 字 状 の 高 台 が 1 cm の 高 さ に な さ れ て い る 。

D　　 8 ．1 貼 り付 け られ て い る オ リー ブ 灰 色

9

高 台 付 堵
A　 12 ．6 底 部 は 浅 い 皿 状 を豊 し， 休 部 は 底 部 か ら外 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 良 好

B　　 5 ．2 反 ぎ み に 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。 挽 き成 形 後 ， 内 外 面 共 に 回 転 横
細 砂

須　 恵 器 、
C　 lO ．6 底 部 に は 「ハ 」字 状 の 高 台 が 0 ．8cm の 高 さ に ナ ヂ 整 形 が な され て い る 。

D　　 8 ．3 貼 ら れ て い る。 高 台 部 は 横 ナ デ 整 形 。 灰 色

10

般
A 16 ．3㈲ 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら連 続 して 外 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 内 外 良 好

細 砂 ・長 石 ・石 英

皿L B　　 3 ．7 側 へ 大 き く広 が っ た 後 ， や や 外 反 して 開 く。 面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横 ナ

須　 恵 器
C　　 9 ．3 ま た 底 部 に は 1 cm の 高 台 が 貼 り付 け られ て ヂ 整 形 が 施 さ れ て い る 。

い る。 オ リー ブ 灰 色

11

項投
皿L

A 1 6 ．3㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら連

土

底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 良 好

B　　 4 ．0 続 的 に 大 き く開 い た 後 ， 口 綾 部 で 外 反 して 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ デ 整 形 。
細 砂

須　 恵 器
C　 lO ．1 開 く′こ。 ま た ，底 部 に は 1 ．1cm の 高 台 が 貼 り付 高 台部 は 回転 横 ナ デ 整 形 が 施 さ

け ら れ て い る 。 れ て い る 。 オ リー ブ 灰 色

12

高 台 付 率
A 15 ．8 ㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 豊 し， 休 部 は 底 部 か らや 体 部 は 水 挽 き 成 形 後 ， 内 面 と ロ 普 通

B　　 6 ．7 や 外 反 ぎみ に 外 側 へ 広 が り な が ら 立 ち 上 が 綾 部 外 面 に 回 転 横 ナ ヂ 整 形 が な
細 砂 ・長 石 ・鉄 分 ．

須　 宙　 器
C　 12 ．5 る。 ま た，底 部 に 高 さ 1 ．3cm の 高 台 が 貼 り付 さ れ て い る 。

ノ　　　ノじ．、 D　 lO ．0

】
け ち れ て い る。 高 台 部 は 回 転 横 ナ デ 整 形 。 灰 黄 色
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遺物解説表　（第1巨12図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考 ，

13

高 台 付 杯
ノA 16 ．7㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら器 底 部 は 回 転 へ ラ削 り。 休 部 は 水 普 通 底 部 に 小 さ

B　　 6 ．9 厚 をや や 薄 く しな が ら外 反 して 立 ち上 が る。 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横 ナ ヂ 整 形 。
細 砂 ・長 石

灰 オ リー ブ 色

な 「× 」 の

須　 恵　 器
C　 15 ．0 また 底 部 に は 高 さ 0 ．9 cm の 高 台 が 貼 り付 け 高 台 部 は 回 転 横 ナ ヂ 整 形 が 施 さ へ ラ 記 号

D　 lO ．9 られ て い る 。 れ て い る。

14

高 台 付 杯
A　 12 ．0 底 部 は や や 丸 味 を も ち ， 休 部 は 底 部 か らや 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 良 好

B　　 4 ．5 や 外 側 へ 広 が り な ら らや や 外 反 して 開 く。 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ デ 整 形 が
細 砂

褐 灰 色須 恵 器
D　　 9 ．2 底 部 に 高 台 貼 り付 痕 が あ る 。 施 さ れ て い る。

15

高 台 付 杯
A　 12 ．7 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 外 底 部 は 回転 へ ラ 肖腔 ）。 休 部 は 水 良 好

B　　 5 ．6 側 へ 広 が りな が ら 外 反 し て 立 ち 上 が る 。 ま 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ デ 整 形 が
細 砂 ・長 石

灰 色須 恵 一器
C　 lO ．7 た底 部 に は 「ハ 」 字 状 の 高 台 が 0 ．5cm の 高 な さ れ ， 高 台 部 も回 転 横 ナ ヂ 整

D　　 7 ．8 さ に 貼 り付 け られ て い る。 形 。

16

高 台 付 隼
A 14 ．0㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 器 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 良 好

B　　 5 ．9 厚 を や や 薄 く し な が ら 外 側 へ 広 が りな が ら 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 が
紳 砂 ・長 石

須 ′恵 器
C　 ll ．8 立 ち 上 が る 。 ま た ，底 部 に は 1 ．1cm の 高 台 が 施 さ れ ， 高 台 部 も横 ナ デ 整 形 で

D　　 9 ．1 貼 り付 け られ て い る 。
あ る 。 オ リー ブ 灰 色

17

高 台 付 杯
A 13 ．0㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 外 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， へ ラ 削 良 好

B　　 5 ．1 側 へ 大 き く外 反 ぎみ に 立 ち上 が る 。 ま た ， り。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 回 転
紳 砂 ・長 石

オ リー ブ 灰 色須 恵 器
C　 lO ．8

D　　 7 ．8

底 部 に は 「ハ 」 字 状 の 高 台 が 貼 り付 け ら れ

て い る 。

横 ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。

18

ま不
A　 14 ．2 底 部 は 平 坦 でサ 休 部 は 底 部 か ノら外 側 へ 広 が 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， へ ラ 削 良 好 底 部 に 「／」

B　　 4 ．8 りな が ら立 ち上 が り， 口 綾 部 で や や 外 反 す り。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 回 転
細 砂 ・長 石 ・石 英

線 灰 色

の へ ラ 記 号

須∴恵 器
C　　 7 ．6 る 。

横 ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。

19

杯
A　 13 ．5 底 部 に はへ ラ切 り痕 が 残 り，や や 凸 凹 で あ る。 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， 雑 な へ 良 好

B　　 5 ．1 休 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 側 へ 広 が り な が ラ 削 り。 体 部 は 水 挽 き成 形 後 ，
紳 砂 ・長 石

緑 灰 色須 恵 器
C　　 7 ．8 ら立 ち 上 が る 。 回 転 横 ナ デ 整 形 が 施 され て い る。

20

杯
A 13 ．7㈲ 底 部 に は へ ラ切 り痕 が 残 り， や や 凸 凹 で あ 底 部 は 回 転 へ ラ切 り後 ， 雑 な へ 良 好 底 部 に つ 」

B　　 4 ．5 る 。 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 同 じ く し て ， 外 ラ削 り。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ，
細 砂 ・長 石

灰 オ リー ブ 色

の へ ラ 記 号

須 恵 器
C　　 8 ．0 反 ぎ み に 広 が り なが ら 立 ち 上 が る 。 回 転 横 ナ ヂ 整 形 が 施 さ れ て い る。

2 1

ま不
A　 12 ．7 底 部 に は へ ラ 切 り痕 が 残 り， 中 央 部 が や や 底 部 は 回転 へ ラ切 り後 ， 手 持 ち 普 通

I 底 部 に 「♯ 」

B　　 5 ．0 窪 む 。 へ ラ ナ デ 整 形 が な され ， 休 部 は
細 砂 ・長 石

の へ ラ 記 号

須 恵 器
C　　 7 ．3 休 部 は 底 部 か ら器 厚 をや や 厚 く して 外 側 へ 水 挽 き成 形 後 ， ロ 綾 部 に 回 転 横

広 が っ た 後 ， ロ綾 部 で 薄 く し て 立 ち上 が る。 ナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。 青 灰 色

22

杯
B　　 5 ．0 底 部 に は へ ラ切 り痕 が 残 り， や や 凸 凹 で あ 底 部 は 回転 へ ラ切 り後 ， 手 持 ち 普 通 底 部 に 「♯ 」

C　　 7 ．7 る。
へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ ， 休 部 は

細 砂 ・長 石 ・石 英
の へ ラ記 号

須　 恵 器
休 部 は 底 部 か ら 外側 へ 広 が り な が ら 立 ち上 水 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形

が っ た 後 ， や や 外 反 し て 開 く。 が 施 さ れ て い る 。 オ リー ブ 灰 色

2 3

24

1 2図

杯
A 13 ．5㈲ 底 部 に はへ ラ切 り痕 が 残 る が ， お お む ね 平 底 部 は 回 転 へ ラ 切明 後 ， 外 周 に 良 好 底 部 に 「‡ 」

B　　 5 ．2 坦 で あ る 。 軽 い へ ラ ナ デ 。
細 砂 ・長 石 ・石 英

の へ ラ 記 号

底 部 に 「ズ 」

須 恵 器
C ・　 7 ．9 休 部 は 底 吾陣 ら器 厚 を薄 くし，外 側 へ 広 が りな 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横 ナ

が ら立 ち上 が った後 口 経 由 で 外 反 して開 く。 デ 整 形 が な さ れ て い る 。 緑 灰 色

杯
B　 4 ．0㈱ 底 部 は 平 坦 で， 休 部 は 器 厚 を 薄 く しな が ら 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， 外 周 ナ 良 好

C　　 8 ．0

B　 4 ．0㈱

外 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る。 日 経 部 欠 デ 整 形 。
細 砂 ・長 石

緑 灰 色

の へ ラ 記 号

底 部 に「l ／」

、・・一　こエ　　ロ

須　 恵 器
損 。 体 部 は 水 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ

デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。

杯

須　 恵 器

ま不

底 部 昼 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら 外 側 へ 広 が 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， 雑 な へ 普 通

1

2

3

C　　 8 ．0

A 1 4 ．5（衛

r）な が ら立 ち 上 が る 。

底 部 に は へ ラ 切 り痕 が 残 る が ， お お む ね 乎

ラ 削 りが な さ れ ， 休 部 は 水 挽 き

成 形 後 ， 回転 横 ナ ヂ 整 形 が な さ

れ て い る。

底 部 は 回 転 へ ラ切 り後 ， 手 持 ち

細 砂 ・長 石 ・石 英

オ リー ブ 灰 色

普 通

の へ フ 記 号

底 部 に 「 上

B　 4 ．9㈲ 坦 で あ る 。 へ ラ ナ デ 整 形 0
細 砂 ・長 石

の へ ラ 記 号

底 部 に 「＞ 」

須 恵 器
C　　 7 ．7 休 部 は 底 部 か ら外 側 へ 広 が っ た 徽　 や や 外 体 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 回転 横 ナ

反 ぎ み に 立 ち 上 が る 。 デ 整 形 が 丁 寧 に 施 され て い る。 緑 灰 色

杯
A 12 ．6㈲ 底 部 に は へ ラ 切 り痕 が 残 る が ， お お む ね 平 底 部 は 回転 へ ラ切 り。 休 部 は 水 良 好

B　　 5 ．1 坦 で あ る。 休 部 は 底 部 か ら 外 側 へ 広 が り な 挽 き 成 形 後 ， 回転 横 ナ デ 整 形 が
細 砂 ・長 石 ・鉄 分

緑 坪 色

の へ ラ 記 号

須 恵 器
C　　 8 が ら 立 ち上 が り， 口 綾 部 で や や 外 反 して 開

く。

な さ れ て い る。
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出土遺物解説表（第12図）

番号 器　　 桂 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 】 備　 考

内 部 に 「〟 」

4

墓
B　　 3 ．6 宝 珠 状 の つ ま み を有 し， 頂 部 は 滑 ら か に 開 内 外 面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 回 転 良 好
C　 ユ9 ．5 い た 後 ， 口辺 部 で や や は ね 上 が っ て 開 く。 横 ナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。 ・細 砂 ・長 石 ・ の へ ラ 記 号

頚「恵 器
口 唇 部 は 垂 直 ぎ み に 立 つ 。 石 英 ・鉄 分

灰 黄 褐 色

5

蓋
B　　 2 ．5 宝 珠 状 の つ ま み を 有 し， 頂 部 は 平 坦 で ， 中

途 よ 年大 き く下 方 へ 開 く

か た 部 は 回 転 へ ラ削 り。 そ の 他

址 1

良 好 内 部 に 「× 」

須 恵 器
内 外 面 ハ に 水 挽 き成 形 後 ， 回 転

へ ラ ナ デ 整 形 が な され て い る 。

細 砂 ・長 石 ・石 英

緑 灰 色

のへ ラ記 号

6
l

8

刀　　 子

鉄 製 品

6長さ 8．5佃 ）

7長さ 6．7偶 ）

8長さ欄 i

基 部 お よ び 刀 の 先 端 部 を欠 損 す る 刀 子 で あ

る 。

9

刀　　 子

鉄 製　 品

長さ 7．5慨 ） 柄 の 中 に 入 っ た 状 態 で 出 土 －し た 刀 子 の 基 部

で あ る 。

1 0

1 1

釘

鉄 製 品

10長さ3．8偶 ）

11長さ 3．5槻 ）

い ず れ も 釘 の 破 損 品 で あ る 。

1 2

釘

鉄 製 品

長さ10．3槻 ） 漁具 か 狩 猟 に使 用 し た 道 具 と思 わ れ る 。

1 3

紡 錘 車

石 製 品

原 石 は 粘 板 岩 で あ る 。

第3号住居跡（第14図－）

本跡はB2h8・B2h9を中心に確認され，第11号住居跡の北3m，第2号住居跡の東5mに位

1　1iH　　　＿！

第13図　第3号住居跡竃実測図

置している。規模は長軸3．6m・短軸

3・23mの隅丸長方形を呈し，主軸方

向はN－30－Wである。壁高は20～

25cmで，ほぼ垂直に立ち上がってい

る。床は全体に平坦で，褐色の硬い

床であり，とくに竃前方部が硬く踏

み固められている。また，ピットは

確認することができなかった。

覆土は上層が黒褐色，下層が暗褐

色を呈し，南および西側から自然流

入の状態で堆積している。

遺物は土師器・須恵器の破片を少

量出土し・西壁下から土師器の杯形土器（第15図－1）が一部欠損して出土している。
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ニ

A－　23．6m

第14図　第3号住居跡実測図

竃は北壁中央部に付設され，長さ

101cm・袖幅105cm・焚口部幅66cmで，

袖部は黄褐色の粘土で構築されてい

る。焼成部は壁を70cmの幅で42cmほ

ど掘り込み，火床は長径65cm・短径

45cmの楕円形を呈している。

出土遺物解説表（第15図）

、‾Elワr3

第15回　第3号住居跡出土遺物実測図

番号

1

2

3

器　　 桂 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

隼
A 13 ．頭部 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら器 厚 の 厚 さ 底 部 お よ び 休 部 下 位 は 回 転 へ ラ 普 通

B　　 4 ．2 同 じ く し て 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る。 削 り。 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ． 外

だ　 内　　 ま丁

砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　　 7 ．3 口 唇 部 は 九 味 を もつ 。 面 に 匝1転 横 ナ テ’整 形 ，　 面 l

寧 な 横 位 の ヘ ラ 磨 き 舞 臣が 施 さ

れ て い る 。

明 黄 褐 色 （相

黒 色　 （内）

堵

須 恵 器

A 12 ．璃衡 ロ 緑 部 の 破 片 で あ る。 休 部 は 器 厚 を同 じ く 休 部 内 外 面 共 に 水 挽 き成 形 後 ． 普 通

B　 3 ．欄 して 外側 へ 広 が っ て 立 ち 上 が り， 口辺 部 で

や や 外 反 し て 開 く。

回 転 梼 ナ デ 整 形 が な され て い る。
砂 粒 ・長 石

オ リー ブ 灰 色

高 台 付 坪
B l ．9 ㈱ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 坦 で あ り， ま 水 挽 き 成 形 。 高 台 部 は 横 ナ デ 整 良 好

D　　 6 ．7
た 底 部 に は 1 ．3cm の 高 台 が 「ハ 」字 状 に 貼 り 形 が な され て い る 。

砂 粒 ・長 石

須 恵 器
付 け ら れ て い る 。

繰 灰 色
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第4号住居跡（第17図）

本跡はB2g2・B2g3を中心に確認され，第5号住居跡の南2．8m，第1号住居跡の北東6mに

位置している。規模は長軸3．12m・短軸2．92mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－15．30－Wであ

る。壁高は西側がやや浅く20cm，その他は30cmで，やや外側へ広がりながら立ち上がっている。

床はやや起伏がみられ，全体に褐色の柔らかい床である。ピットは確認することができなかった。

覆土は上層が黒褐色，下層が暗褐色を示し，ローム粒子・ローームブロックを含む柔らかい覆土

111

第16図　第4号住居跡竃実測図

A－　23．6m
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第17図　第4号住居跡実測図

で，自然堆積の状態を示している。

遺物は土師器，須恵器の破片を少

量竃前方部から出土し，また南東部

覆土中から刀子（第18図－5）の完

形品を出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長

さ60cm・袖幅53cm・焚口部幅（49）

cmで，袖部は黄褐色の粘土で構築さ

れている。焼成部は壁を91cmの幅で

39cmほど掘り込み，火床は長径33cm

短径26cmの楕円形を呈している。本

L　21■　＿」



跡の竃は他の住居跡の竃の袖と異なり，袖部を壁外から構築している。遺物は▼焼成部から婆形土

器の胴部片が出土している。

出土遺物解説表（第18図）

番号 器　　 桂 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　 図　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

袈

土 師 器

B　 2 ㈲ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 坦 で ． 胴 部 は 底 部 か ら胴 部 下 位 の 外 面 は へ ラ 不 良

C　 7 ．7㈲ 底 部 か ら外 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る。 削 り 整 形 。‾内 面 は 指 ナ デ 整 形 が

な さ れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色

2

l不
A　　 2 ．9 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら 内 題 ぎ み に 底 部 か ら休 部 下 位 外 面 は 回 転 へ 普 通

B　　 4 ．1 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 る。 ラ 削 り整 形 。 内 面 は 水 挽 き 成 形 砂 粒 ・長 石 ・石 英

l

土 師 器
C　　 6 ．5 口 唇 部 ま九 味 を もつ 後 ， 横 位 の へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ

れ て い る 。

ス コ　 ノア
に ぷ い 費 4藍色（相
黒 色　　　　 （瑚

3

隼
B　 2 ．5㈱ 底 部 は 平 坦 で， 休 部 は 底 部 か ら器 厚 をや や 底 部 は 回 転 へ ラ切 り後 ， 手 持 ち 普 通

C　 8 ．欄 薄 く し な が ら， 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 へ ラ 削 り整 形 。 休 部 は 水 挽 き 成 砂 粒 ・長 石 ・石 英

須 恵 器
が る。 形 。 灰 色

4

坪
B　 2 ．（爛 底 部 に は へ ラ切 り痕 が 残 る が ， お お む ね 平 底 部 は 回転 へ ラ切 り後 ， へ ラ ナ 普 通

C　 6 ．7㈲ 迫 で あ る 。 休 部 は 底 部 か らや や 内轡 ぎみ に デ 整 形 。 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ，
砂 粒 ・長 石

緑 灰 色
須 恵 器

外 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る 。 画 転 輝 ナ デ 整 形 が な さ れ て い る。

5

刀　　 子

鉄 製 品

長 さ 10 ．3 完 形 の 状 態 で 出土 し た 刀 子 で あ る。
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第相国　第4号住居跡出土遺物実測図

1　5？M！

第5号住居跡（第19図）

本跡はB2f3・B2f4を中心に確認され，第4号住居跡の北2．8m，第1号土壌の東5mに位置

している。規模は長軸3．49m・短軸3．16mの隅丸方形を呈しているが，南壁にやや張り出しがみ

られる。主軸方向はN－30－Wである。壁高は約32cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。床は全

体に起伏がはげしく，中央部周辺は硬く踏み固められているが，壁側は全体に柔らかい。ピット

は確認することはできなかった。

覆土は全体にローム粒子を含む黒褐色を示し，レンズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物は中央部から南東コーナー部にかけて土師器，須恵器を多量出土する。南部コーナー部か
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第20図　第5号住居跡竃実測図

ら変形土器（第21図一1）が横位に

つぶされた状態で，また同コーナー一

部から須恵器の底部を欠損する蛮形

土器（第21図－12），覆土中から鉄

鉄の先端部（第21図－14），先端部

を欠損する刀子（第21図－15）が出

土している。また，中央部床面から

休部側面に「新家」と書かれたと思

われる「斤家」の墨書が認められる

球形土器（第21図－6），南西部か

ら高台付棒形土器（第21区卜5）の

完形品が出土している。

竃は北壁中央からやや東側に寄った所に付設され，長さ88cm・袖幅104cm・焚口都幅57cmで，袖
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部は黄褐色の粘土で構築されている0焼成部は壁を皿cmの幅で68cmほど掘り込み9火床は直勧O

Cmを測る不整円形を里し9床を釦Ocmほど掘り凹めている。遺物は焼成部から婆形土器（第2凋

－3）のロ綾部精泥岩の砥石（第21図一16）などが出土している。

出土遺物解説表（第21図）

番号　 器　　 種 極 量 （cm ）
器　　 形　　 の　　 特　 徴 整　　 形　　 図　　 法 焼 成 ・胎 土 せ色 調　 備　　 考

療

1

A　 2 1 ．5

B 2 9 ．6 ㈱

底 部 を 欠 損 す る土 器 で あ る。 胴 部 は 底 部

ら直 線 的 に 外 側 へ 広 が っ て 立 ち 上 が り， 月
部 最 大 径 に 至 っ た 後 ， 内 側 へ 傾 き な が らプ

か
同

頸

ロ 綾 部 は 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 腰

部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り， 内 面

は 横 位 の へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ

同　 普 通　　　　　 胴 部 外 面 に

砂 弓 綾 上 石 英 煤 付 着
土　 師　 器 部 に 至 る 。 日 録 部 は 頚 部 か ら 外 反 し て 開 き，

口 唇 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が る 。 て い る。 浅 黄 橙 色

婆

2

A 2 3．7抱

B　 ユ2 ．4

ロ綾 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 直 線 的 に 外 偶

へ や や 広 が りな が ら最 大 径 に 薫 っ た 後 ， や
や 内 攣 して 頸 部 に 至 る。 H 綾 部 は 頸 部 か ら

け 日綾 部 は 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴

部 は 縦 位 の へ ラ削 り， 内 面 は 斜

位 の 指 ナ デ 整 形 が な され て い る

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

0
土　 師　 器 大 き く外 反 し て 開 き ， 口唇 部 は 垂 直 に 立 ち

上 カでる 浅 黄 橙 色

婆

3

A 2 0 ．0㈲

B　 9 ．2 ㈱

日録 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 胴 部 貴 大 径 書

か ら 直 線 的 に 内側 へ 傾 き な が ら立 ち 上 が り

β 目 線 部 は 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴

部 外 面 は磨 滅 が 激 し く不 明 ， 内

普 通

砂 粒 ・長 石 ・有 英

土 師 期 頸 部 か ら 「く」 字 状 に 外 反 し て 開 く。 口辺

部 に廟 を有 し，再 び 短 く外 反 して立 ち上 が る。

面 は 指 ナ デ 整 形 。 て コ リ ア

橙 色

鉢

4

B　 4 ．9 ㈱

C 1 4 ．0（僅

‘底 部 は 平 坦 で あ り， 胴 部 は 底 部 か ら直 線 白、

に 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。

勺　 底 部 外 面 は 多 方 向 のへ ラ 削 り，

内 面 は 水 挽 き 復 讐　ナ デ 整 形 。 胴

普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 期 部 は 外 面 へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ ス コ リア

ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い橙 色

高 台 付 隼

5

土　 師　 器

A　 1 5 ．5

B　　 5 ．3

D　　 8 ．2

底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 器 厚 を 薄 く し な か ら

大 き く外 側 へ 広 が っ た 後 ， 口辺 部 で 外 反 し

底 面 は へ ラ 削 り， 休 部 は 水 挽 き

成 形 後 ， 外 面 に 回転 横 ナ デ ， 内

　ヾ 面 は 丁 寧 をへ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ

れ て い る

普 通
砂 粒 ・k　 ト イ ・英

ス コ リア
橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

て 開 く。 ま た 底 部 に は 高 さ 1 ．1 cm の 高 台 カ

貼 り付 け ら れ て い．る 。

棒

6 （墨 書 土 器 ）

土　 師　 器

B　 3 ．4 ㈱

C　 7 ．5（㈲

底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か らや や 内 攣 ぎ

み に 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。

底 部 外 面 は へ ラ切 り観　 回 転 へ

ラ 削 り。

休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ

普 通　　　　　 休 部 外 面 に

「斤 家 」 の
砂 粒 載 石 ・石 英 墨 書

デ 整 形 が な さ れ て い る 浅 黄橙 色

普 通隼

7

A 1 4 ．1（㈲

B　　 4 。2

底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら 外 側 へ 内 攣 底 部 お よ び 休 部 下 位 は 回 転 へ ラ

ぎ み に広 が っ て 立 ち 上 が る 。 口 唇 部 は 丸 味 削 り。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 外 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C　 7 ．1㈲ を もつ 。 面 は 回 転 横 ナ デ 9　内 面 は 横 位 の 浅 黄 橙 色 （外 ）

へ ラ 磨 き 調 整 が 施 され て い る 。 黒 色　 （内 ）

普 通隼

8 °

A i 3 ．4㈲

B　　 3 ．9

底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 外 側 へ 内 攣 ぎ み に 広 底 部 お よ び休 部 下 位 は 回 転 へ ラ

が り な が ら立 ち上 っ た 私　 口辺 部 で 外 反 し 削 り。 休 部 は 外 面 回 転 横 ナ デ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C 6 ．3 ㈲ て 開 く。 †

内 面 は 多 方 向 か らの へ ラ磨 き調
ス コ リア
浅 黄 増登色 （外 ）

饗 が 施 さ れ て い る 。 黒 色　　 （内 ）

高 台 付 塚

9

A 1 5 ．5㈲

B　 3 ．4㈱

休 部 の み の 破 片 で あ る 。 休 部 は 底 部 か らや 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 外 面 に 回 普 通
や 内 攣 ぎ み に 大 き く 外側 へ 広 が りな が ら 立

′

転 横 ナ デ ， 内 面 は 横 位 の へ ラ磨 砂 粒 ・長 石 ・石 英

ヌ∴コ l
土 師　 器 ち 上 っ た 後 ， 口辺 部 で 外 反 し て 開 く。 き調 整 が 施 され て い る。 コ　 ノア

カ登 色 （外 ）
黒 色 （内 ）

ー
ナ不

10

A 1 2 ．5 ㈲

B　　 4 ．2

底 部 は 前 記 の 隼 よ りや や 小 さ く， 平 坦 で あ

る 。 休 部 は 底 部 か らや や 器 厚 を薄 く し な が

水 挽 き 成 形 徽　 休 部 内 面 にへ ラ

磨 き調 整 が 施 さ れ て い る 。 外 面

は磨 滅 が 激 し い た め 不 明

普 通

細 砂 ・長 石 ・石 英

浅 黄 橙 色

普 通

土　 師　 器
C　 5 ．6㈲ ら響　外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。

皿
A　 12 ．9 底 部 は 中 央 部 が や や 窪 む が ， お お む ね 平 坦 底 部 は 静 止 へ ラ 削 り。 休 部 下 位

11 B　　 2 ．3 で あ る 。 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 薄 く しな が

ヽ

外 面 は 回転 へ ラ 削 り， 上 部 は 回
転 横 ナ デ 整 形　 内 面 は 水 挽 き 成 ′

細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器 C　　 7 ．6 わ 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。 ノ0
形 後 ， 多方 向 か ら の へ ラ 磨 き調

整 が 施 され て い る 。

浅 黄 橙 色 （外 ）

黒 色　 （内 ）

普 通恵三E
A　 2 1 ．1 頸 部 よ り直 線 的 に 外 側 へ 広 が っ た 後 ， 口辺

立

粘 土 ヒ モ の 輪 積 に よ っ て 作 られ

12 B ・． 16 ㈱ 部 で 外 反 して 開 く。 胴 部 は 胴 部 最 大 径 部 か た 後 ， 口 綾 部 内 外 面 に 横 ナ デ 整
細 砂 ・長 石 ・雲 母

！ 須 恵 器 ら直 線 的 に 立 ち上 が った 後 ， や や 内攣 ぎみ 形 。 胴 部 外 面 は 格 子 目 の 叩 き 目。

こ内 傾 して 立 ち上 が る。
灰 白 色

婆

13

B　　 8 ．9

C　 1 3 ．3

底 部 は や や 上 げ 底 状 を 呈 す る 。 胴 部 は 底 部

か ら内 攣 ぎみ に 外 側 へ 広 が りな が ら立 ち 上

輪 積 み に よ る 成 形 後 ， 胴 部 内 外

面 共 に 回 転 横 ナ デ 整 形 が な さ れ

良 好

細 砂 ・石 英

赤 軍 色

須　 恵　 器
が る 。 て い る。

底 部 は へ ラ 削 り。
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遺物解説表　（第21図）

壷号 器　　 棲 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

14

鉄 製　 品

鉄　　 放

長 さ 9 ．8㈱ 矢 の 先 端 部 で あ る 。

15

刀　　 子

鉄 製　 品

長 さ 10．7 完 形 品 で 出 土 した 刀 子 で あ る 。

16

砥　　 石

石 製 品

腋 石 は 泥 岩 で あ る 。

4 面 に 使 用 痕 が 認 め ら れ る。

第6号住居跡（第25区0

本跡はBlj8・Blj9を中心に確認され，北側で第7号住居跡と重複しているが，土層からみて

本跡の方が新しい住居跡である。また，本跡は第1号住居跡の西4m，第8号住居跡の東2．5mに

位置している。規模は長軸3．9m・短軸3．73mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－780－Eであり，

本遺跡の住居跡の中でただ1軒異方向を向いた住居跡である。壁高は52cmで，垂直に立ち上がっ

ている。床は全体に平坦で硬く踏み固められている。また，壁下には幅10cm，深さ約10cmの溝が

全体に周回している。ピットは確認することができなかった。

覆土は全体にローム粒子・ロームブロックなどを含むしまった覆土で，上層が暗褐色，下層が

褐色を示し，自然堆積の状態を示している。

第22回　第6号住居跡竃実測図

ー76－

遺物は土師器，須恵器を中心に少

量出土し，特に竃北西部の床面から

約10cmほど上層から，同一の帯に使

用されたと思われる銅製の帯金具

（巡方）（第23図－10・11）が同一地

点から出土している。

竃は北東壁中央部に付設され，長

さ139cm・袖幅110cm・焚口部幅66cm

で，袖部は黄褐色の粘土で構築され

ている。焼成部は壁を120cmの幅で80

cmほど掘り込み，火床は長径30cmの

不整楕円形を呈し，床を15cmほど掘

り凹めている。遺物は焼成部より土

師器の婆形土器（第23図－1）の口
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第23図　第6号住居跡出土遺物実測図

綾部が出土している。

出土遺物解説表（第23図）

番号 器　　 種 法 皇 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

褒
A　 9 ．7（御 胴 部 は ， 胴 部 最 大 径 部 か らや や 内 管 ぎ み に 口 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 7 ．爛 内 側 へ 狭 ま っ て 立 ち 上 が り， 頸 部 か ら H 緑 胴 部 内 面 は 横 位 の へ ラナ デ 整 形
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師 器

部 は 「く」 字 状 に 外 反 し て 開 い た 後 ， 稜 を

有 し て再 び 短 く立 ち 上 が る 。

が 施 さ れ て い る。

2

袈
A 2 1 ．欄 日 録 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 か ら 内 側 へ 傾 い 日 録 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 5 ．1㈱ て 立 ち上 が っ た 後 ， 頸 部 か ら外 反 して 開 き， 上 位 は 横 位 の 横 ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
口辺 部 で稜 を 有 し て再 び 立 ち 上 が る 。 れ て い る 。 内 部 に 絵 梼 痕 が 認 め

ら れ る 。

ス コ リア

に ぷ い鐙 色

3

隼
A　 1 5，2 底 部 は や や 深 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 と 底 部 の 休 部 は 検 ナ デ 整 形 。 そ の 他 は磨 普 通

B　　 4 ．6 境 は 明 瞭 で は な い が ， 上 部 の 一 部 に稜 を有 減 が 激 し い ため 不 明 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　 1 4 ．8 す る部 分 よ り上 位 が 休 部 と考 え られ る 。 休

部 は や や 外 反 ぎ み に 立 ち 上 が る 。

橙 色

4

坪

土 師　 器

A 1 4 ．4㈲ 休 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 側 へ 広 が っ て 立 休 部 内 面 は へ ラ磨 き調 整 か 施 さ 料 通

8　 4 ．親御 ち 上 が り， ロ 唇 部 は 丸 味 を もつ 。 れ て い るが ， そ の 他 外 面 は 磨 滅

が 激 しい た め 不 明 。

砂 粒 ・長 石

石 英 ・ス コ リア ‘
に ぷ い 1空 色 （外 ）
黒 色　　　 （内 ）

5

坪
A 1 3 ．親衛 底 部 は 欠 損 の た め 不 明 。 休 部 ま底 部 か ら 器 休 部 外 面 下 位 は 回転 へ ラ 削 り， 普 通

B　　 4 ．9 厚 を や や 薄 く しな が ら， 直 線 的 に 外 側 へ 広 上 部 は 回 転 横 ナ デ 整 形 ， 内 面 は 細 砂 ・長 石

土 師 器
C　 7 ．戻彿 が りな が ら立 ち 上 が る 。 口 綾 部 は 器 厚 が や 横 位 の へ ラ磨 き調 整 か な さ れ て 石 英 ・ス コ リア

浅 黄 1藍色 （外 ）
や 厚 く な る 。 い る 。 黒 色　　 （内 ）

6

盤
A 15 ．欄 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 短 く外 反 し 水 挽 き成 形 後 ， 底 部 外 面 お よ び 良 好

8　　 3 ．4 て 開 く。ま た 底 部 に は 0 ．馳 m の 高 台 が 貼 り付 休 部 内 外 面 は 匝 転 檎 ナ デ 整 形 。 細 砂 ・長 石

須 恵 器
C　 ユ4 ．5

D　　 9 ．5

け られ て い る 。 高 台 部 も 同 様 で あ る。 石 英 ・鉄 分

緑 灰 色

7

高 台 付 坪
B　　 4 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 器 底 部 は 回 転 へ ラ切 り。 休 部 は 水 良 好

C　　 8 ．6 厚 を 厚 く し て ， や や 内 轡 ぎみ に 外 側 へ 広 が 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 。 細 砂 ・石 英

須　 恵 器
D　　 6 ．4 りな が ら 立 ち 上 が る 。 ま た 底 部 に は 高 さ 1

cm の 高 台 が 貼 り付 け られ て い る 。

高 台 部 も回 転 梼 ナ デ 整 形 で あ る。 暗 オ リー ブ 灰 色
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出土遺物解説表（第23区l）

番号 器　　 桂 法 皇 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 放 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

8

高 台 付 坪

須 恵 焼

A 1 6 （卸 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら直 水 挽 き成 形 後 ， 全 体 に 回 転 横 ナ 良 好

B　　　 5

C　 1 2 ．8

線 的 に 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち 上 が っ た 後

口 辺 部 で や や 外 反 す る 。

デ 整 形 が 砲 され て い る 。
細 砂

緑 灰 色

9

塔

頭 恵 器

B　　 2 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら 外 側 へ 広 が 底 部 は 回 転 へ ラ切 り後 ， へ ラナ 不 良

C　　 8 ．3 りな が ら立 ち 上 が る 。 デ 整 形 。 休 部 内 外 面 共 に 水 挽 き

成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 が 堆 さ

ナして い る。

細 砂 ・石 英

ス コ リア

灰 白 色

1 0

帯 金 具

鋼 製 品

縦　 2 ．6 裏 金 具 との 接 合 は ， 各 コー ナ ー 部 か ら の 4 裏 金 具 に は 金 張 りが 施 さ れ て い

梼　 2 ．8

厚 さ　 0 ，8

本 の 細 い 鋲 で な され て い る 。 ま た 下 位 に は

縦 2 m ， 横 2 c m の 透 し孔 を 有 す る 。

る 。

1 1

帯 金 具

銅 製 品

縦　 1 ．3 衷 金 具 との 接 合 は ‾3 本 の 細 い 鋲 で な さ れ て 裏 金 具 に は 金 張 りが 施 さ れ て い

横　 3 ．0

厚 さ0 ．8 5

い る。 また 下 位 に は 縦 2 m m ，横 2 ．3 c m の 透 し

孔 を有 す る。

る 。

第7号住居跡（第25図）

本跡はBli8・Blj9を中心に確認され，南側を第6号住居跡によって切られ，第8号住居跡

の北東2m，第11号住居跡の南西1．5mに位置している。規模は長軸3・43m・短軸3・04mの隅九長

方形を呈し，主軸方向はN－60－Wである。壁高は48cmで，ほぼ垂直に立ち上がっており，第6．

号住居跡の床より約4cmほど浅い。床は全体に平坦で，硬く踏み固められている。また，東側の

壁下に洩い溝を有している。ピットは確認することはできなかった。

覆土は第6号住居跡によって切られているため，残された北側の土屑から，自然流入の状態で

堆積していたと思われる。

遺物は土師器，須恵器の破片を住居跡の中央部から少量出土する。とくに，本住居跡からの遺物

L Jlは　　　t

第24図　第7号住居跡竃実測図

－78－

は他の住居跡に比較して少なかった。

竃は北壁中央部に付設され，長さ116cm・

袖幅105cm・焚口部幅38cmで，袖部はオリー

ブ褐色の粘土で構築されている。焼成部は

壁を120cmの幅で45cmほど掘り込み，火床は

直径45cmの円形状を呈し，床を6cmほど掘

り凹めている。遺物は焼成部から土師器の

棒形土器・高台付球形土器（第26図－2・

3）が出土している。
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第25図　第6・7号住居跡実測図
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出土遺物解説表（第26図）

番号 器　　 桂 法 皇 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

褒
A 1 2 ．1㈲ ロ 綾 部 の 破 片 で あ る 。 ロ縁 部 は 頸 部 か ら ゆ ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 4 ．瑚 るや か に 外 反 して 立 ち 上 が り， 口 唇 部 は 丸 胴 部 内 面 は 斜 位 の へ ラ ナ デ 整 形
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色
土 師 器

味 を もつ 。 が な され て い る 。

2

1不

土 師 器

A l l ．叫御 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 休 部 内 外 面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 普 通

B　　 3 ．5

C　 7 ．4（鞠

側 へ 広 が りな が ら立 ち 上 が る 。 回 転 横 ナ デ 整 形 が 地 さ れ て い る。 細 砂 ・長 石 ・石 英

ス コ リア

浅 黄橙 色

3

高 台 付 坪
B　 2 ㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら器 底 部 上 位 は 回 転 へ ラ削 り。 休 部 普 通

C　 lO ．4 厚 を 薄 く して 外側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 か 外 面 は 回 転 檎 ナ デ 整 形 が な さ れ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
る。 て い る 。 橙 色 （外 ）．

黒 色 （内 ）

4

隼
A 13 ．欄 底 部 は お お む ね 平 坦 で， 体 孤 は 器 厚 を や や 底 部 は 回 転 へ ラ 削 りが 施 さ れ ， 良 好

8　　 3 ．6 薄 く しな か ら， 外側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 渦 巻 状 の 石 ず り痕 あ り， 休 部 は

水 挽 き 成 形 後 ， 内 面 と外 面 口繰
細 砂 ・石 英 ・鉄 分

須 恵 器 C　　 7 ．8 が る。 都 に 回員臣横 ナ テ’！臣形 が 旛 さ れ て

い る 。 灰 色

5

6

刀　　 子

鉄 製　 品

5 は 完 形 品 で 出 土 し， 柄 の 部 分 に 止 め 金 具

が 埼 さ れ て い る

6 は 茎 部 で あ る。

7

鏑　　 矢

鉄 製 品

矢 の 先 端 部 で あ る。

第26回　第7号住居跡出土遺物実測図

亡鞠
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第8号住居跡（第27図）

本跡はCla6・Cla7を中心に確認され，第6号住居跡の西2．5m，第2・10号住居跡の南4m

に位置し，西側で第3号土塀と接している。規模は長軸5．73m・短軸5．35mの隅丸方形を呈し，

主軸方向はN－580－Wである。壁高は40－45cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。床は全体に平

坦で，硬く踏み固められている。また，壁下には幅15cm，深さ10cmほどの溝が全体に周回する。

ピットは4個検出され，4個とも方形に掘られ，深さは58～84．5cmを測る深いピットであるため，

一80－
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第27回　第8号住居跡実測図
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主柱穴と考えられる。

覆土は全体にローム粒子・ロームブロックを含み，上層が黒褐色，下層が暗褐色を呈し，レン

ズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物は余り多くなく，南東部から土師器，須恵器を中心とする土器が出土した。南西部から須

恵器の高台付棒形土器（第29図－6），覆土中から土師器の高台付棒形土器（第29図－3）が出土

し，底部に「神山・ヨ」の墨書と，休部側面にも一部墨書がみられる。休部側面の墨書は土器が

破損しているため，文字の一部だけの確認にとどまったけれども，残った部分の墨書は「神」の
つくり

勇部「申」と推測される。また，南東部覆

第28図　第8号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第29図）

土から帯金具の裏金具＝巡方（第29図一12）

と思われる銅製品が出土。西壁下の溝中か

ら鎌（第29図－10）の破片が出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ124cm・

袖幅145cm・焚口部幅92cmで，袖部は暗オリ

ーブ褐色の粘土で構築されている。焼成部

は壁を153cmの幅で76cmほど掘り込み，火床

は長径59cmの不整楕円形を呈し，床を20cm

ほど掘り凹めている。遺物の出土はみられ

なかった。

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 娩 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

褒
A 1 7 ．2㈲ 胴 部 最 大 径 部 か ら 内 側 へ 狭 ま り な が ら立 ち 口 綾 部 内 外 面 お よ び 胴 部 上 位 は 普 通

B　 6 ．珊 上 っ て 頸 部 に 至 男　 日 録 部 は 頸 部 か ら大 き 横 ナ デ 整 形 。 胴 部 内 面 は へ ラ ナ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い褐 色
土 師 器

く外 反 して 立 ち 上 が っ た 後 ， 口辺 部 で 垂 直

ぎ み に な る 。

デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。

2

凄

土　 師　 器

A 2 0 ．3㈲ ロ 緑 部 の 破 片 で あ る。 口 緑 部 は 頚 部 か ら 外 ロ 緑 部 内外 面 共 に 検 ナ デ 整 形 が 普 通

B　 5 ．8㈲ 反 して 開 い て 立 ち 上 が っ た 後 ， 口辺 部 で 再

び 外 反 す る 。

施 ざ れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

3

高 ム 付 量不
B　 3 ．9㈱ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 直 線 的 に 外 休 部 ， 高 台 は 横 ナ デ 整 形 が な さ 普 通 底 部 外 面 に

r神 山 ・ヨ
P　口

（墨 書 土 器 ）

土 師 器

C　 l O ．9 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が る。 底 部 に は 高 れ ， 底 部 内 面 は 一 方 向 の へ ラ 磨 砂 粒 ・長 石 ・石 英 ．　 J
体 音B側 面 に

D　　 8 ．9 さ 1 ．1c m の 高 台 が 貼 り付 け られ て い る 。 き調 整 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い橙 色 （外 ）

黒 色　　 （内 ）

神 の 文 字 の

一 部 と思 わ
れ る 墨 1■

4

隼
A 1 3 ．q鞠 底 部 は 平 坦 で． 休 部 は 器 厚 を 薄 く し な が ら 底 部 外 面 お よ び 休 部 下 位 は 回 転 普 通

B　　 4 ．5 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が る。 へ ラ 削 り。 休 部 外 面 は 回 転 横 ナ 細 砂 ・長 石 ・石 英

l

土 師　 器
C　 8 ．1㈲ デ 整 形 ， 内 面 全 体 は 丁 寧 な へ ラ

磨 き調 整 が な さ れ て い る 。

ス コ J ア

浅 黄 1登色 （外 ）
黒 色　　 （内 ）

5

高 台 付 杯
A　 7 ．7㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か らや 底 部 は 回転 へ ラ切 り後 ， 回 転 へ 良 好

B　　 6 や 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が る。 ラ 削 り。 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ，
細 砂 ・鉄 分

須 恵 器
C　 l O ．8 底 部 に は 「ハ 」 字 状 の 高 台 が 貼 り付 け られ 回 転 横 ナ デ 整 形 か 施 さ れ て い る。

D　　 7 ．8 て い る 。 オ リー ブ 灰 色
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番号 器　　 桂 法 星 （cIn ） 話　　 形　　 の　　 特　　 徴 ・　　　　 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

高 ム 付 杯
A　 1 2 ．8 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 外 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 そ の 他 内 良 好

6
P　H B　　 5 ．0 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が っ た 後 ， ロ綾 部 外 面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横

細 砂 ・鉄 分

須 恵 器
C　 l O ．5 で 外 反 す る 。 底 部 に は 高 台 が 貼 り付 け ら れ ナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。

D　　 8 ．2 て い る 。 緑 灰 色

7

高 台 付 杯
B　 3 ．5偶 ） 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら外 底 部 は へ ラ 削 り。 高 台部 は 横 ナ 良 好

C　 l l 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る 。 底 部 に は 高 デ 整 形 。 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ，
細 砂 ・長 石 ・石 英

オ リー ブ 灰 色
須　 恵 器

D　　 9 ．2 台 が 貼 り付 け ら れ て い る。 回 転 横 ナ デ 整 形 が 施 され て いる。

8

高 台 付 土不

須 恵 器

B l．9㈲ 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 底 部 に は 「ハ 」 字 底 部 は 回 転 へ ラ 切 り後 ， 回 転 へ 良 好

D　　 8 ．9 状 の 高 台 が 貼 り 付 け ら れ て い る 。 ラ 削 り 。 高 台 部 は 横 ナ デ 整 形 が

施 され て い る
細 砂 ・石 英

灰 色

9

高 台 付 坪

須　 恵 器

B　 l ．7 底 部 は 皿 状 を 呈 す る と思 わ れ ， 底 部 に は 高 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 高 台 部 は 良 好

D　　 8 ．2 さ0 ．7 c m の 高 台 が 「ハ 」字 状 に 貼 り付 け られ

ら れ て い る。

横 ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。
細 砂 ・長 石 ・石 英

オ リー ブ 灰 色

1 0

鎌

鉄 製　 品

長 さ　 6 ．8 先 の 部 分 が 欠 場 して い る 鎌 で あ る。 柄 取 り

付 け 部 は お り返 し が 行 わ れ て い る 。

1 1

金　　 具

鉄　 製 品

長 さ　 6 ．2 1 個 の 孔 を 有 す る使 途 不 明 の 金 具 で あ る。

1 2

借 金 具

鋼　 製　 品

縦　 4 ．0

構　 3 ．8

厚 さ0 ．1

帯 金 具 の 裏 金 具 で あ る 。 6 本 の 鋲 に よ っ て

止 め ら れ て い た と思 わ れ る 。
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第30図　第9号住居跡実測図

第9号住居跡（第30図）

本跡はCla3を中心に確認され，第8号住居跡の西5．5m，

111

第31図　第9号住居跡竃実測図
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第3号土壌の西1．2mに位置してい

る。規模は長軸3．78m・短軸3．25m

の隅丸長方形を呈し，主軸方向はN

－14．50－Wである。壁高は45－50cm

ほどで，ほぼ垂直に立ち上がってい

る。床は全体に平坦で，硬く踏み固

められ，褐色を示している。また，

東・西壁下には幅10cm，深さ7cmの

溝が周回している。ピットは確認す

ることができなかった。

覆土は全体にローム粒子・ローム

ブロックを含み，柔らかく，上層が

暗褐色，下層が褐色を呈し，レンズ



状の自然堆積を示している。

遺物の出土量は非常に少なく，覆土中から土師器の杯形土器（第32図－3），須恵器の高台付塔

形土器（第32図－4）などが出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ135cm・袖幅95cm・焚口部幅（51）cmほどで，袖部は暗オ．）－

ブ褐色を示す粘土で構築されている。焼成部は壁を90cmの幅で70cmほど掘り込み，火床は直径47

cmの円形状を呈し，床を5cmほど掘り凹めている。遺物は，焼成部から土師器の無形土器（第32

図－1）のロ綾部，高台付塔形土器（第32図－2）が出土している。

1・

，＼∈≡l三管．

／′　下≒　l－　　¶鴎　I
5

第32回　第9号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第32図）

L　5号M l

書号 券　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

1

褒

土 師 器

A 15．7（衡 胴部最大径部から内督して立ち上がって頸 口緑部内外面共に横ナデ。胴部 普通

B　8．8㈲ 部に至り．頸部から大きく外反して開く。 内外面共にへラナデ整形がなさ

れる。

砂粒・長石・石英

にぷい橙色

2

高台付坪
A 14．瑚彿 高台部欠礼 底部は浅い皿状を呈し．休部 休部外面は水挽き成形後．回転 普通

B　　 4．5 は直線的に外側へ広がりながら立ち上がる。横ナデ整形。．内面はへラ磨き調 細砂・石英

土師 醇
C　 ll．2 藍がなされている。 スコリア

浅黄鐙色（外）

男色（内）

3・

量不
A 14．1㈲ 底部は中央部がやや窪むが，おおむね平担 底部は糸切り後，外側にへラ削 普通

B　　 3．6 休部は底部からゆるやかに外側へ広がりな り。休部は水挽き成形後，外面に 細砂・スコリア

土 師 器
C　6．瑚 がら立ち上がる。 回転横ナデ整形。内面はへラ磨

き調整がなされている。

雲母
浅黄橙色（外）

黒色（内）

4

高台付坪

須 恵器

B　　 2．4 底部は浅い皿状を呈し，底部には高さ1．3 高台部は横ナデ整形。その他不 不良

D　　 9．8 cmの高台が貼り付けられている。 明。 細砂・長石

灰白色

5

蓋

須恵 器

B　 l．4 低い宝珠状のつまみを有し．頂部から水平 つまみは檎ナデ。水挽き成形後 不良

に開いた後．下へ広がりながら下がる。 かた部に回転へラ削りがなされ

ている。

細砂・雲母

灰白色

6

刀　　 子

鉄 製品

長さ10．1 先端部を欠損する刀子である。

ー85－



第10号住居跡（第9図）

本跡はBli6・Bli7を中心に確認され，第8号住居跡の北3mに位置している。また，本跡の

中に第2号住居跡が完全に重複していたため不明の点が多い。規模は長軸6．7m・短軸6．4mの隅

丸長方形を呈し，主軸方向はN－100－Wである。壁高は北で40cm，西で50～52cmほどで，やや外

傾して立ち上がっており，第2号住居跡との差は約10cmで本跡の方が浅いものである。床は90％

以上が第2号住居跡によって切られているため不明の点が多いが，残された部分（西壁側）は褐

色の柔らかい床である。ビットは3個（P2－P4）確認され，P2・P3は深さ32－40cmで主柱穴

と考えられる。

覆土は，残された部分で見ると，自然堆積の状態で埋

まった住居跡と考えられる。遺物も同様に西側の覆土下

層から須恵器の盤（第33図－1）他3点が出土した。

竃は不明である。

出土遺物解説表（第33図）
第33回　第10号住居跡出土遺物実測図

番号 器　　 桂 法皇 （cIu ） 話　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成・胎土 ・色調 備　　 考

1

盤
B　　 2 ．6 底部 は浅 い皿状 を呈 し，底 老酎こは高 さ 0 ．8 全体 は水挽 き成形 後，底 部上位 良好

C　 13 ．8 cm の 高台が 貼 り付 け られ てい る。 外面 に回転 横ナデ 整形。 高台部 細砂 ・長石 ・石英

須 恵 器
D　 ll ．3 は横 ナデ整 形が な され てい る。 灰色

．．

A－　23．6m

第34回　第11号住居跡実測図

一86－
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第11号住居跡（第34図）

本跡はBligから確認され　第7号住居跡の北東0．8m，第1号住居跡の北西0．7mに位置して

いる。規模は本遺跡で確認された住居跡の中では最も小さな住居跡で，長軸2．92m・短軸2．71m

の隅九方形を呈し，主軸方向はN－450－Wである。壁高は32～35cmで，ほぼ垂直に立ち上がって

いる。床は小型の住居跡ではあるが，硬く踏み固められ平坦である。また，壁下には幅12cm，深

さ6cmの溝が全体に周回している。ピット

第35図　第11号住居跡竃実測図

し上⊂ゴク．

＼＼：

第36図　第11号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第36図）

は確認することはできなかった。

覆土は全体にローム粒子などを含み柔ら

かく，全体に暗褐色を示し，レンズ状の自

然流入の状態で堆積している。

遺物は非常に少なく，わずかに竃周辺の

覆土中から土師器および須恵器の高台付塔

形土器（第36図－2・3・5），また南側壁

近くから土師器の高台付球形土器（第36図

－1）などが出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ

88cm・袖幅99cm・焚口部幅53cmほど

で，袖部は黄褐色の粘土で構築され

ている。焼成部は壁を110cmの幅で51

cmほど掘り込み，火床は直径42cmの

円形状を呈し，床を3cmほど掘り凹

めている。

遺物の出土はみられない。

番号 器　　 桂 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 傭 ‘ 考

1

高 台 付 坪
A 14 ．欄 底 部 は 平 抱 で ， 休 部 は 底 部 か ら外 側 へ 広 が 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 普 通

B　　 5 ．6 り な が ら 立 ち 上 が り， 甘 辺 部 で や や 外 反 す 挽 き 成 形 後 ，外 面 に 回 転 檎 ナ デ ，

ナ　　 ‾　　　　 一
細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　 lO ．7 る。 底 部 に は 高 さ 1 ，6cm の 高 台が 貼 り付 け ら 内 面 は 丁 寧 どへ フ 磨 き調 整 が な

さ れ て い る　 高 台 部 は 檎 ナ デ 整
貢 橙 色 （外 ）

D　　 白．5 れ て い る 。 °　　　 lコ
形 で あ る。 黒 色 （内 ）

2

高 台 付 坪
B　　 2 ．3 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら外 全 体 は 水 挽 き 成 形 後 ， 休 部 外 面 普 通

C　　 8 ．8 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る 。 ま た 底 部 に に 回転 横 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
は 高 台 を 貼 り付 け た 痕 が 認 め ら れ る。 調 整 が な さ れ て い る 。 淡 橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

－87－



出土遺物解説表（第36図）

番号 器　　 桂 法 量 （c ln） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　 ‾　技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

3

高 台 付 杯
B　　 2 ．0 底 部 は 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 か ら 薄 全 体 は 水 挽 き成 形 後 ， 休 部 外 面 普 通

C　 l O ．4 い 器 厚 を有 して 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 に 回 転 横 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
が る 。 調 整 が な さ れ て い る 。 底 部 は 回

転 へ ラ削 り。

浅 黄 橙 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

4

坪

土 師 器

B　 1 ．5 底 瓢 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら外 側 へ 広 が 底 部 は 回転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 不 良

C　 7 ．4（徹 l）な が ら立 ち 上 が る 。 挽 き 成 形 後 ， 横 ナ デ 整 形 が な さ

れ て い る 。

細 砂 ・長 石 ・石 英

ス コ リア

橙 色

5

高 台 付 坪
B　　 3 ．2 底 部 は 皿 状 を 呈 し ， 体 瓢 は 底 部 か ら 直 線 的 底 部 は 回転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 良 好

C　　 8 ．6 に 外側 へ 広 が り な が ら 立 ち上 が る。 高 台部 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横 ナ デ 整 形 が 細 砂 ・長 石

須 恵 器
貼 り付 け 痕 が 認 め られ る 。 な さ れ て い る。 繰 灰 色

A－　23．6m －A’

一二＝患　　　　i　　里＿吐f＝＝∃墜≡冒‾‾‾

第37回　第12号住居跡実測図

第12号住居跡（第37図）

本跡はB2d6を中心に確認され，第5号住居跡の北東10mに位置し，住居跡が集中している地

区からやや北東に離れて構築されている。規模は長軸3．71m・短軸3．11mの隅丸長方形を呈し，

主軸方向はN－11．50－Eである。壁高は約18cmと本遺跡の住居跡の中では最も浅く，壁は外側へ

広がりながら立ち上がっている。また，床は全体に平坦で，中央部を中心に硬く踏み固められ

一88－



Å－　23．6m

111

第38図　第12号住居跡竃実測図

北壁を除く全体には幅10～15cm，深

さ3～5cmの浅い溝が回っている。

ビットは確認することはできなかっ

た。

覆土は全体にローム粒子などを含

み柔らかく，上層から下層まで黒褐

色を示し，自然流入の堆積状態を示

している。

遺物は非常に少なく，また，多く

は蛮形土器の胴部の破片である。

竃は北北東壁中央部に付設され，

長さ115cm・袖幅120cm・焚口部幅80

cmほどで，袖部は暗灰黄色の粘土で

構築されている。焼成部は壁を110cm

の幅で56cmほど掘り込み，火床は直

径46cmの円形状を呈している。

’く管
掛図第12号住居跡出土遣物実測図　［二二二讐＝∃

出土遺跡解説表（第39図）

番号 券　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形 ・ 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 討 備　　 考

1

嬢 A　 20 ．0 胴 部最 大径 よ り内轡 して立 ち上 が り， 鞍部 ロ緑 部内 外面共 に横ナ デ整形 。 良好

B　9 ．（瀾 か らゆるや かに外 反 して再 び立 ち上 が る。 胴部 外面 は縦位 のへ ラ削 り， 内 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
口辺部 はほ ぼ垂直 ぎみに 立 ち上 が る。 面 は上位が 横位， 中位が 鞋位 の

へ ラナデ整 形が なされ てい る。

ス コリア

橙 色

2

刀　　 子

鉄 製 品

長 さ

5．8（瑚

刀 子の 先端部 であ る。

第13号住居跡（第40図）

本跡はBlg5を中心に確認され，第2・10号住居跡の北西2m，第14号住居跡の西5．2mに位置

している。規模は長軸4m・短軸3．73mの方形を里し，主軸方向はN－30－Wである。壁高は南

側で48cm，東・西側で60cmの深い住居跡で，壁は直線的に外側へ広がりながら立ち上がっている。

床は全体に平坦で，硬く踏み固められている。ピットは4個確認され，Pl・P2は20cmほどの浅

－89－
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A－　23．6m ーA’　　　由

第40図　第13号住居跡実測図

第41図　第13号住居跡竃実測図

一90一

いピットであるが，Plは位置的に主柱穴で

はないかと考えられる。また，P2は入口的

な施設に利用された柱穴と思われる。さら

に，南側のコーナー部には柱を立てた穴と

思われるピットが2個確認され，他の住居

跡では確認されなかった点で異なる。

覆土は全体にローム粒子・焼土粒子など

を含み柔らかく，上層が黒褐色，中～下層

にかけて暗褐色を示し，レンズ状の自然堆

積である。

遺物は竃周辺を中心に土師器，須恵器の

破片が出土し，竃南西部の覆土中から須恵



器の塔形土器（第42図一10），中央部から鉄製品の鎌（第42図－11）などが出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ134cm・袖幅115cm・焚口部幅33cmほどで，袖部は黄褐色の粘

土で構築されているO焼成部は壁を40cmの幅で83cmほど掘り込み，火床は長径23cmの楕円形状を

呈し，床を7cmほど掘り凹めている。出土遺物は焼成部上層から土師器の蓋（第42図－8）が出

土し，しかも休部側面と，底部に解読不明の墨書がみられる。

第42回　第13号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第42図）

二二夕日

［二塁竺＝∃

番号 器　　 種 法皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 l 備　 考

1

袈
A 20．2（㈲ 非常 に器厚 の薄 い婆で ある。胴 部は 胴部最 口緑部 内外面共 に横 ナデ。胴 部 普通
B 12．欄 大径 よ り内轡 して 頸部 まで立 ち上 が った後， 内 外面共 にへ ラナデ後， 指 に よ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
口綾部 は頸部 か ら外反 して立 ち上 が りなが

ら開 き， 口辺 部は垂 直に立 ち上が る。
るナ デ整 形が なされて い る。 雲 母

橙 色

－91－



出土遺物解説表（第42図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 醸　 徽 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

2

療
A 2 0 ．2㈲ 口 緑 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 胴 部 最 大 径 部 ロ 綾 部 内外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 良 好

B　 4 ．7㈱ か ら 内 傾 して 立 ち上 が っ て 頸 部 に 至 り， 頸 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が な さ 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
部 か ら外 反 して 開 き な が ら立 ち 上 が っ た後 ，

口辺 部 で 稜 を 有 し て 再 び 外 反 す る 。

れ て い る 。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

3

聾
A 1 5 ．3（㈲ 口 縁 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 最 大 径 部 か らや 日録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 6 ．1㈲ や 内管 して 立 ち 上 が り， 口 縁 部 は 頸 部 か ら 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り， 内 面 に 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
外 反 して 立 ち 上 が る 。 横 位 の 指 ナ デ 整 形 が な さ れ て い

る 。

浅 黄 橙 色

4

小 型 療
A 1 3 ．5（㈲ 口 縁 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 胴 部 最 大 径 部 日 録 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ 。 胴 部 普 通 胴 部 に 蝶 付

B　 6 ．5㈱ か ら内 攣 し て 立 ち 上 が り㌢ 頸 部 よ り「く」字 外 面 上 位 は横 位 の へ ラ ナ デ ， 中
位 は へ ラ削 り後 ， 指 ナ デ 整 形 。
内 面 は 斜 位 方 向 に へ ラ ナ デ 整 形

が な さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英 着

土 師　 器
状 に や や 外 反 ぎ み に 開 く。 に ぷ い 褐 色

5

隼 。
Å 14 ．3㈲ 底 部 は お お む ね 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら や 底 部 は 糸 切 り後 ， 回転 へ ラ 削 り 普 通

B　　 5 ．2 や 内 攣 ぎ み に 外 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が 休 部 は 水 挽 き 成 形 後 ， 外 面 に 回 細 砂 ・長 石 ・

ス コ リア
浅 黄 橙 色 （外 ）
黒 色 （内 ）

土 師 器
C　　 7 ．1 る 。 口唇 部 は 丸 味 を も つ 。 転 横 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き 調 整

が な さ れ て い る 。

6

杯

土　 師　 器

A 1 4 ．0（㈲ 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら や や 内 攣 ぎ 底 部 は 回 転 へ ラ 削 り。 休 部 は 水 普 通

B　　 3 ．8

C　　 6 ．9

み に 大 き く外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち 上 が る 挽 き 整 形 後 ， 外 面 下 位 に 回 転 へ

ラ 削 り。 そ の 他 回 転 横 ナ テい， 内
面 に へ ラ磨 き調 整 が な さ れ て い
る 。

細 砂 ・長 石 ・
石 英 ・ス コ リ ア

に ぷ い 橙 色 （外 ）
黒 色 （内 ）

7

隼
A 1 2 ．叫衡 底 部 は 平 坦 で あ る と 思 わ れ る。 休 部 は 底 部 底 部 は 回転 へ ラ削 り。 休 部 は 水 普 通

B　　 4 ．9 か ら器 厚 をや や 薄 く し， 外 側 へ 塔 が りな が 挽 き 成 形 後 ， 外 面 に 回 転 横 ナ デ ， 細 砂 ・長 石 ・

ス コ リア
橙 色 （外 ）
黒 色 （内 ）

土 師 器
C　　 6 ．6 ら立 ち 上 が っ た 後 ， 口 緑 部 で や や 外 反 す る。 内 面 は へ ラ磨 き調 整 が な さ れ て

い る 。

8

蓋

（墨 書 土 器 ）

土 師 器

A　 13 。7 ．歪 み の あ る土 器 で あ る 。 肩 部 は ほ ぼ 水 平 に 水 挽 き 成 形 後 ， 休 部 に 外 面 回 転 普 通 休 部 に は 解

B　　 2 ．6 開 き， 休 部 は ゆ るや か に 内攣 し て さ が る 。 横 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き調 整 。 砂 ・長 石 粒 ・
雲 母 ・ス コ リア

橙 色 （外 ）

読 不 明 の 墨
書 が 3 文 字　 ン

書 か れ て いD　　 5 ．1 ま た 肩 部 に は 高 さ 0 ．5 c m の つ まみ を 貼 り付 つ まみ 部 は 横 ナ デ 整 形 が な され

け て い る 。 て い る 。 黒 色 （内 ） る 。

9

杯
A 1 2 ．9（㈲ 底 部 は 平 坦 で， 休 部 は 底 部 か ら器 厚 をや や 底 部 は 静 止 へ ラ 削 り。 休 部 内 外 普 通 底 部 に 「十 」

B　　 4 ．7 薄 く し， 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち上 が り、 面 共 に 水 挽 き 成 形 後 ， 回 転 横 ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 のへ ラ記 号

須 恵 器
C　　 6 ．1 ロ 綾 部 でや や 外 反 し て 開 く。 デ 整 形 が な さ れ て い る 。 灰 オ リー ブ 色

10

杯
A 1 3 ．0（㈲ 底 部 は お お む ね 平 由 で ； 休 部 は 底 部 か ら 器 底 部 は 回 転 へ テ切 り。 休 部 内 外 普 通

B　　 5 ．0 厚 を 薄 く しな か ら 外 側 へ 広 が っ て 立 ち 上 が 面 共 に 水 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ 細 砂 ・長 石 ・石 英

須 恵 器
C　　 7 ．1 り， 口 緑 部 で や や 外 反 し て 開 く。 デ 整 形 が な され て い る 。 オ リー ブ 灰 色

ま1

錬

鉄 製　 品

長 さ 12 ．5 鎌 の 完 形 品 で あ る 。 三 日月 状 を 呈 し， 柄 の

取 り付 け 部 は お り返 し で あ る。

第14号住居跡（第43図）

本跡はBlf7億Blg7を中心に確認され9第3号住居跡の北西2。5m，第15号住居跡の南1mに

位置している。規模は長軸3．93m命短軸乱81mの隅丸方形を豊し主劫方向はN…250…Wである。

壁高は35～38cmで9　垂直に立ち上がっている。床は多少起伏がみられるがおおむね平坦で，中央

部を中心に硬く踏み固められている。また9　壁下には幅10cm，深さ7～8cmの浅い溝が全体に周

回している。ピットを5個検出し，Pl～P4は規則性と深さから主柱穴と考えられる。P5は南壁

下中央部に位置し，入日的な施設に利用されたピットではないかと思われる。

覆土は全体にローム粒子もロームブロックなどを含み9　上層が暗褐色，中～下層にかけて黒褐

色を呈し，自然流入の状態で堆積している。
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第43回　第14号住居跡実測図

第44図　第14号住居跡竜実測図
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遺物は土師器，須恵器を中心に出

土する。とくに，竃東側から土師器

の蛮形土器（第45図－2）がまとま

って，南西コーナー部床面上から須

恵器の塔形土器（第45図－5）が完

形の状態で出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長

さ130cm・袖幅114cm・焚口部幅40cm

ほどで，袖部は暗オリーブ褐色の粘

土で構築されている。焼成部は壁を

140cmの幅で44cmほど掘り込み，火床

は長径54cmの不整楕円形を呈し，床

を2cmほど掘り凹めている。遺物の

出土はみられなかった。



出土遺物解説表（第45回）

番号 器　　 確 法 量 （c m ） 器　 形　 の　 特 ． 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

褒
A　 2 4 ．7 口緑 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 胴 部 最 大 径 部 口緑 部 内外 面 共 に 横 ナ ア 整 形 。 普 通

B　　 4 ．8 か ら 直 線 的 に や や 内 側 へ 傾 い て 立 ち上 が っ ‘胴 部 は へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ て 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
て 頸 部 に 至 り， ロ緑 部 は 頸 部 か ら大 き く外

反 し て 立 ち上 が る。

い る 。 石 英 ・雲 母

橙 色

2

褒

土 師 器

B　 2 2 ．9 底 部 は 平 坦 で ． 胴 部 は 底 部 か ら や や 内 轡 ぎ 胴 部 外 面 は 上 位 が へ ラ ナ デ ， 下 普 通

C　　 9 ．6 み に 外 側 へ 広 が りな が ら胴 部 最 大 径 に 至 る。 位 が へ ラ磨 きに 近 い ナ デ 整 形 。

内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て

い る 。

砂 粒 ・長 石 ・

石 英 ・雲 母 ・

ス コ リ ア
に ぷ い 貢 橙 色

3

坪

土 ‘師 器

A 12 ．1㈲ 休 部 の み の 破 片 で あ る 。 休 部 は 直 線 的 に 外 休 部 は 水 挽 き成 形 後 ， 外 面 に 回 普 通

B　　 3 ．2 側 へ 広 が り な が ら立 ち 上 が る。 転 檎 ナ デ ， 内 面 は へ ラ磨 き調 整

が な さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

明 黄 褐 色 外）

黒 色 内）

4

高 台 付 摺
A 14 ．4（鞠 底 部 は 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら外 全 体 は 水 挽 き成 形 後 ， 内 外 面 共 普 通

B　　 4 ．2 反 し て 立 ち上 が る。‘ま た底 部 に は 高 台 が 貼 に 回 転 横 ナ デ 整 形 が な さ れ て い 細 砂 ・長 石 ・石 英

須　 恵 器
C　 1 2 ．5 り付 け られ て い る。 る 。 灰 色

5

坪
A　 1 3 ．9 底 部 は 平 坦 で ， 休 部 は 底 部 か ら 直 線 的 に 外 底 部 ま回 転 へ ラ削 り。 休 部 は 水 普 通

B　　 4 ．0 側 へ 広 か り な が ら立 ち 上 が り， ロ 緑 部 上 位 挽 き成 形 後 ， 内 外 面 共 に 回 転 枝 細 砂 ・長 石 ・石 英

須　 恵 器
C　　 9 ．8 で 外 反 して 開 く。 ナ チ 整 形 が な さ れ て い る 。 灰 白 色

6 瓦

丸 瓦 の破 片 で あ る。 凹 面 に 布 目 。

第45図　第14号住居跡出土遺物実測図

第15号住居跡（第46図）

本跡はBle8・Blf8を中心に確認され，第14号住居跡の北1mに位置している。規模は長軸

3．9m・短軸3．42mの隅丸長方形を呈し．主軸方向はN－0．20－Wである。壁高は40－42cmほどで，
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A－　23．6m

第46図　第15号住居跡実測図

第47図　第15号住居跡竃実測図
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ほぼ垂直に立ち上がっている。床は

全体的に平坦で，中央部を中心に硬く

踏み固められている。また，壁下に

は幅15cm，深さ7～8cmの細い満が

住居跡全体を周回する。ピットは南

壁下中央部から1個のみ検出され，

深さは36cmほどで，入口的な施設に

使用された穴と思われる。

覆土は全体にローム粒子などを含

み柔らかく，上層は暗褐色，下層は

黒褐色を示し，レンズ状の自然堆積

である。

遺物は土師器，須恵器，鉄製品な

ど少量出土する。竃前方部の床面上



から土師器の婆形土器（第48図－日9　また鉄製品は西璧下の覆土上層から鉄鉱（第48図－は），

床面上から刀子（第48図－13）などが出土している。

竃は北壁中央部に付設され，遺構確認調査のときに煙道部が高くもり上がって確認されている。

竃の長さは且50cme袖幅ユ33cmほどで9袖部は黄褐色の粘土で構築されている。焼成部は壁を168cm

の幅で73cmほど掘り込み9　火床は長径62cmの不整楕円形を豊し9　床を12cmほど掘り凹めている。

本竃の実際の袖は住居跡内へもっと延びていたと考えられ，掘り込みの際に竃前部から凝灰岩を

直方体に加工した石が検出されたが，この石は焚口部前部に使用した石と考えられる。遺物は焼

成部から無形土器（第48図－2⑳3。5）が出土している。

出土遺物解説表（第舶図）

番号 器　　 種 法量 （cm ） 暮　　 蘭　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色 調 備　　 考

1

療

土　 師 器

A 23．6㈲ 暮 厚の薄 い喪 であ る。胴部 は底部 か らや や 目線 部 内外面共 に横ナ デ。胴 部 普通

B 21．9㈱ 内攣 ぎみ に外側 へ広 が りなが ら胴部 盈大 径 外面上半 分はへ ラナ デ，下 位は 砂粒 ・長石 ・

石 英 ・ス コ リア
に至 った後， 内攣 して立 ち上 が る。 口綾 部 へ ラ削 り整形 。内面 は 多方 向か
はや や短 く，頸 部か ら 「く」 字状 に開 き， らのへ ラナデ整 形が な され てい
口辺 部 で垂 直 ぎみに立 ち上が る。 る。 橙色

2

聾
A 2 1 ．5㈲ 胴部 は胴部 貴大径 か らや や 内攣 して立 ち上 日録 部内 外面共 に横ナ デ。胴 部 普 通

B　8 ．9㈱ が る。 口綾 部は頸 部か ら 「く」字状 に外側 外面 は斜位 方向 のへ ラ削 り， 内 砂 粒 ・長石 ・石 英

土　 師 器
へ広 が りなが ら立 ち上 がった後 ， 口辺 部 で 面は横 位 のへ ラナヂ整 形か なさ 橙 色

短 く外反 して開 く。 れて い る。

3
日

聾
A 19．1㈲ 胴部 は胴部最 大径部 か ら内攣 して立 ち上が 日経部 内外 面共に横 ナ デ。胴部 普 通

B　9．4㈱ り，鞍 部か ら 「く」 字状 にな って外側 へ広 外面 は斜位 お よび縦 位のへ ラ削 禁 書 訂

橙色
土　 師 器

が りなが ら立 ち上が る。 口唇部 は垂直 ぎみ り， 内面は斜位 方 向のへ ラナ デ

に立 ち上 が る。 整形が な され てい る。

I J I　 へ

出 土 醐

i B 9 A ㈱ り，鞍 部か ら 「く」 字状 にな って外側 へ広

が りなが ら立 ち上が る。 口唇部 は垂直 ぎみ

外面 は斜位 お よび縦 位のへ ラ削

り， 内面は斜位 方 向のへ ラナ デ

禁 書 訂

に立 ち上 が る。 整形が な され てい る。 橙色

4

療
A 18 ．0（衡 胴 部は胴 部貴大 径部 か らやや 内管 ぎみ に内 ロ綾部 内外面共 に横 ナデ。 胴部 普通

B　6．3㈱ 側へ 傾 いて立 ち上が り，頸部 か ら外反 して 外 面は斜 位方 向のへ ラ削 り，内 砂 粒 ・長石 ・

土　 師 器
立 ち上が った 後， 口辺 部 で垂 直に 立ち上 が

る。

面 は指ナ デ整形 がな されて い る。石 英 ・ス コ リア

橙 色

5

蛮
A 18 ．5㈲ 胴部 は胴部 貴大径 部か らやや 内攣 ぎみに 内 口綾 部内 外面共に 横ナ デ。胴 部 普 通

B　8 ．1㈱ 側へ傾 む いて立 ち上 が り、，頸部 か ら器厚 を 内外 面共 にへ ラナデ整 形が なさ 砂粒 ・長石 ・

土　 師 器 ・
厚 くして外 反 ぎみ に立 ち上が った後， 再 び

口辺部 で外 反 して垂 直 ぎみに立 ち上 が る。

れ てい る。 石 英 ・雲 母

にぷい橙 色

6

皿
A 14 ．2（衡 底 面 は平坦 で，体部 は外側 へ大 き く開 きな 底部 は回転へ ラ削 り。休部 は水 普通

B　 l．3 が ら立 ち上が った後 ， ロ綾 部 で大 き く外反 挽 き成 形後， 外面 に回転横 ナ デ，砂粒 ・長石 ・

土　 師 器
C　8．8㈲ して水平 に なる。 内面 はへ ラ磨 き調整 が なされ て

いる。

石英 ・雲母
橙色 （外 ）
黒色 （内 ）

7

塚 A 13 ．3㈲ 底部 を欠 損す る土器片 。休部 は直 線的 に外 休 部は水 挽 き成形後 ，外面 に回 普通

B　　　 4 側へ 広が って立 ち上が っ た後 ， ロ綾 部 でや 転横 ナ デ，内面 はへ ラ磨 き調整 砂 粒 ・長石 ・
｝k卜

土　 師 器
や 外反す る。 が な され て いる。 石 失 ・ス コ リア

浅 黄橙 色 （外 ）
黒色 （内）

8

杯
A 13 ．9㈲ 底部 は平坦 で，休部 は底 部か ら内攣 ぎみ に 底部 は回転 へ ラ削 り。休 部 は水 普 通

B　　 4．1 外側へ 広が りなが ら立 ち上が り， 口唇 部 は 挽 き成形後 ，外 面に 回転 横ナ デ 細砂 ・長石

土　 師 器
C　7．1㈲ 丸味 を もつ 。 整形， 内面 はへ ラ磨 き調 整が な

され てい る。

にぷい橙 色（輔

黒 色㈹

9

ま不
Å　 14 ．1 底 部 は平坦 で，休部 は底部 か ら器 厚 を薄 く 底部 は多方 向か らの静止へ ラ削 普通

B　　 4 ．6 しなが ら，直 線的に 外側へ 広が りなが ら立 り。休部 は水 挽 き成 形後， ロ緑 砂粒 ・長石 ・石英

須　 恵 器
C　7．1㈲ ち上が って開 く。 部 内外 面共 に回転横 ナデ 整形が

なされ てい る。

’緑灰 色

10

支　　 脚

土　 師 器

長 さ20．4

幅 の狭 い円錘 台状 を里 し，両 端部 は円形 状 全体 は指 ナデ 整形が施 され てい 不良
の平 面癖 を有す る。 る。二次 焼成 を受け てい る。 砂 粒 ・礫

11

銑　　 鉄

鉄　 製　品

長 さ　8 ．0

鉄の 先端部 であ る。
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第48図　第15号住居跡出土遺物実測回

出土遺物解説表（第48図）

．

＼

八

Ⅵ

Ⅵ

し

2

」∴賢二＿」

番号 券　　 種 法皇 （cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎 土 ・色調 備　　 考

12

13

釘 ・刀子

鉄 製 品

12は釘の破 損 した もの であ る。

13は刀子の 基部 で， 柄 の中 に入 った状態 で

出土 。
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第49図　第16号住居跡実測図
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第16号住居跡（第49図）

本跡は遺跡の東側B4f4・B4f5から単独で確認された住居跡で，集落は南東エリア外へのぴ

ている可能性が非常に強い。規模は長軸5．36m・短軸5．21mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－

14．70－Wである。壁高は60～67cmで，ほぼ直線的に外側へ広がりながら立ち上がっている。床は

全体に平坦で・硬く踏み固められている0また，壁下には幅7cm，深さ5cmの細い満が仝射i周

回している。ピットは4個検出され，柱間が2．5m・2．7mで，深さは49－57cmと深く，穴の底面

は沈み防止のために粘土と砂粒を混ぜた土を入れて固められている。

覆土はローム粒子などを含むしまった覆土で，上層一下層まで黒褐色を示し，自然流入の堆積

1■l

ふ　んー23・6m　よ　　　　－ィ

第50図　第16号住居跡竃実測図

状態である。

遺物は土師器を中心

に竃周辺から出土する。

とくに，竃東側上層か

ら倒立した状態で無形

土器（第51図－4），竃

前方部床面からやはり

倒立した4犬態で甑形土

器（第51図－2）が出

土している。

竃は北北東壁中央部

に付設され，長さ128cm

・袖幅129cm・焚口部幅

45cImほどで，袖部は黄褐色の粘土で構築されている。焼成部は壁を115cmの幅で52cmほど掘り込み，

火床は長径62cmの不整楕円形を呈し，床を20cmほど掘り凹めている。遺物は焼成部から口縁部を

焚口方向へ向けた横位の状態で壷形土器（第51図－1）が出土している。

本跡は本遺跡で確認された住居跡の中では位置的にも，出土遺物なども他の15軒の住居跡と異

なり，遺物などから古墳時代後半（鬼高期）に比定される唯一の住居跡と考えられるが，集落形

成などは不明である。

出土遣物解説表（第51図）

番号 器　　 種 法 皇 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

A　 17 ．0 底 部 は 中 央 部 が や や 窪 む が ． お お む ね 平 坦 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通
冨E

B　 2 6 ．9
で あ る 。 胴 部 は 球 ．状 を呈 し， 胴 部 最 大 径 は
中 位 よ りや や 上 に有 す る　 ロ縁 部 は 頸 部 か

外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 9 ．2 ら 垂 直 ぎみ に 立 ち上 が っ た 後 ， 外 反 し な が

ら 開 く。

デ 整 形 。 底 部 は へ ラ 削 り整 形 。 浅 黄 橙 色
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出土遺物解説表（第51図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

2

髄
A　 2 6 ．0 胴 部 は 底 部 よ り器 輝 を 同 じに し て ， や や 内 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 2 4 ．6 攣 き み に 外 側 へ ， 下 位 は や や 大 き く， 中 位

か ら 小 さ く立 ち上 が っ て 頸 部 に 至 る　 ロ 緑

外 面 は 雑 な 斜 位 方 向 の へ ラ 削 り， 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 8 ．5 丁、ロけJYL一　　　　　〇

部 は 短 く， 頸 部 か ら器 厚 を 薄 く　し な が ら 外
内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ て に ぷ い 黄 橙 色

尽 し て 立 ち 上 る 。 い る 。 二 次 焼 成 を受 け て い る。

3

甑
A　 1 9 ．0 胴 部 下 位 を 欠 損 す る土 器 で あ る 。 胴 部 は や 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 不 良

B 1 6 ．3㈱ や 内 攣 ぎ み に 外 側 へ 小 さ く広 が っ て 立 ち 上 は 縦 位 の へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
が っ て 頸 部 に 至 り， ロ 綾 部 は 短 く， 胴 部 か ナ デ 整 形 後 ， 指 ナ デ 調 整 が な さ に ぷ い 橙 色

ら連 続 的 に や や 外 反 し て 立 ち 上 が る 。 れ て い る 。

4

婆
A　 18 ．0 底 部 欠 損 の 土 器 で あ る。 胴 部 は 器 厚 を同 じ 口綾 部 内 外 面 は 横 ナ デ 整 形 。 胴 普 通

B　 16 ．3 に し て ， 内 攣 きみ に 外 側 へ 広 が っ て 胴 部 最

大 径 に至 っ た 後 ， 内 側 へ 小 さ く傾 い て 立 ち
部 は 縦 方 向 の へ ラ 削 り， 内 面 は 砂 粒 ・ぷ長 石 ・

土　 師 器 上 が る 。 口綾 部 は 短 く， 外 反 しな が ら立 ち 縦 位 の へ ラ 削 り 後 ， 指 に よ る 横 石 英 ・雲 母

上 が っ て 開 く。 ナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。 浅 黄 橙 色

5

婆
A 2 1 ．2㈲ 胴 部 か ら 口綾 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 胴 ロ綾 部 内 外 面 共 に横 ナ デ 。 胴 部 良 好

B 1 2 ．5㈱ 部 は 胴 部 最 大 径 部 か ら 内 攣 ぎみ に 内 側 へ 立 外 面 は 斜 位 方 向 の へ ラ削 り， 内 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
ち上 が っ た 後 ， 頸 部 か ら大 き く 外 側 へ 広 が 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ て い 浅 黄 橙 色

っ て 立 ち上 が る 。 る 。

6

婆
A　 1 6 ．7 口綾 部 の 破 片 で あ る。 胴 部 は 胴 部 貴 大 径 部 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 7 ．3㈱ か ら 大 き く内 側 へ 内 攣 ぎ み に 立 ち上 が っ た 外 面 は 多 方 向 か らの へ ラ削 り， 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
後 ， 頸 部 か ら大 き く外 反 し て 立 ち上 が る 。 内 面 は 縦 位 の へ ラ ナ デ 整 形 が な

さ れ て い る 。

に ぷ い 橙 色

7

婆
A　 2 2 ．5 口 疲 部 の 破 片 で あ る 。 胴 部 は 胴 部 最 大 径 部 口綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 7 ．7㈱ か らや や 大 き く内 側 へ 内 攣 し て 立 ち上 が っ 外 面 は 斜 位 方 向 の雑 なへ ラ 削 り， 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
て 頸 部 に 至 り， 頸 部 か ら 外 反 し て や や 立 ち 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ て 石 英 ・ス コ リア

上 が る。 い る。 に ぷ い 橙 色

8

埠
A 2 0 ．6（御 底 部 は 深 い 皿 状 を 呈 し ， 休 部 は 底 部 か ら 短 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 底 部 外 普 通

ヽ B　　 5 ．7 く 内側 へ 立 ち 上 が る。 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ磨 き 紳 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 2 1．7㈲ 調 整 が な され て い る 。 に ぷ い 橙 色

9

杯
A 1 2 ．7（衡 底 部 はや や 深 い 皿 状 を里 し， 休 部 は 底 部 か ‾休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 底 部 外 普 通

B　　 3 ．8 ら 稜 を有 し て 垂 直 ぎ み に 立 ち上 が る 。 面 は 多 方 向 か ら の へ ラ 削 り， 内 紬 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 1 2 ．9（衡 面 は へ ラ磨 き調 整 が な さ れ て い

る。

に ぷ い黄 橙 色

1 0

杯
A　 1 2 ．6 底 部 は 深 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 か ら短 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 底 普 通

B　　 5 ．2 く 内 側 へ 傾 い て 立 ち上 が る 。 部 は へ ラ削 り後 雑 な へ ラ磨 き， 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 1 3 ．6 内 面 は放 射 状 の へ ラ 磨 き 調 整 が

な され て い る 。

石 英 ・雲 母

に ぷ い 黄 橙 色

1 1

錐

鉄　 製　 品

長 さ 1 2 ．8

錐 と 思 わ れ る 鉄 製 品 で あ る 。 上 位 に は 木 質

部 が 残 っ て い る。
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2　土壌

本遺跡から確認された土壌は4基であり，いずれの土壌も竪穴住居跡が集中している遺跡の西

側から検出されている。いずれの土境も2～4基が重複する土壌で，形状は円形。不整楕円形e

不定形を里し，遺物は須恵器の小破片を少量出土している。

第1号土壌（第52図）

本土境はB2fl e B2giより確認され，第2号土壌によって南西部が切られ9　第5号住居跡の

西5mに位置している。規模は長径2．7mの短径2．6mの円形を呈し，長軸方向はN－880－Wであ

る。壁高は70cmで，壁面の一部は床面のやや上位で約5～10cmオーバーハングして立ち上がって

いる。底面はおおむね平坦である。

覆土は全体にローム粒子を含み，中層から下層部には凝灰岩e焼土粒子などを含み，上層が黒

褐色，中層から下層が黒色のしまった土で，自然流入の状態で堆積している。遺物の出土量は非

常に少なく，覆土中から土師器，および須恵器の棒形土器。高台付球形土器（第54図－1。2）

の破片などが出土している。

第2号土壌（第52図）

本土境はBlgoから確認され，第1号土壌の一部を切り，第3号住居跡の北東5mに位置してい

る。規模は長軸（1．7）m。短軸0．7mの長方形状を呈し，長軸方向はN－830－Eである。壁高は

60cmで，壁面は垂直に立ち上がっている。底面は平坦である。覆土はローム粒子を含み，柔ら

かくサラサラしている。色調は黒褐色で，自然堆積の状態を示している。他の3基の土壌とは

覆土の状態が異なり，作物等を貯蔵するために掘られた新しい時期の土壌と考えられる。なお，

遺物の出土はみられない。

第3号土壌（第52図）

本土壌はCla5を中心に確認され，東側で第8号住居跡と接し，第9号住居跡の東ユmに位置

している。また，本土壕は底面の状態から2基の土壌が重複していると考えられるが，土層から

新旧関係などを区別することができなかった。2基の土壌をA◎Bに区別する。

AはBの西側に存し，規模は長径3．Om e短径2．7mの不整円形状を呈し，長軸方向はN－70－

Wである。壁高は1．1mで，東側は徐々に広がり，その他は直接的に外側へ広がりながら立ち上が

っている。底面はおおむね平坦である。

Bの規模は長径3．5m e短径（1．6m）の不整楕円形を呈し，長軸方向はN－7．50－Wである。

一102一



第52図　第1－3号土墳実測図
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壁高は70cmで，壁面はゆるやかに外側へ立ち上がっている。底面は平坦である。

A。Bの覆土は全体にローム粒子・ロームブロックを含み，中層の一部には焼土粒子。炭化粒

子などが含まれている。色調は暗褐色・黒褐色を呈し，全体にしまった覆土で，東側からの自然

堆積である。遺物の出土量は非常に少なく，覆土中から婆形土器（第54図－3）の底部，覆土上

から土師器，および須恵器の棒形土器（第54図－4e5）が出土している。

＞

i

N
U
t

①

ヨ

第53図　第4号土壌実測図
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第4号土壌（第53図）

本土境はC2b3eC2b4を中心に確認され9第「号住居跡の南東5mに位置している。また，

本土境は底面及び覆土土層から4基の土壌が重複する土壌群であることが調査により判明する。

各土境の新旧関係は土層からみて9　C号土境が最も古く，D号eA号eB号の順に掘られたもの

である。

Aの規模は長軸3・2me短軸2・7mの隅丸長方形を呈し学長軸方向はN－90－Wである。壁高は

緑dcmで9ゆるやかに外側に広がりながら立ち上がっている。底面は浅い皿状を里す。覆土は全

体にロームブロックを含み，下層部には焼土粒子を含む黒褐色の土が自然流入の状態で堆積して

いる。遺物は覆土中から土師乳および須恵器の棒形土器（第54図－6～10）の破片を少量出土する。

Bの規模は長径上75me短径圭45mの不整楕円形を里し9長軸方向はN…－8。－Wである。壁高

は65cmの深さを有し9壁面の南側は中位で約20cmほどオーバーハングし，北側はゆるやかに立ち

上がっている。底面は平坦であり9覆土はロームブロック◎ローム粒子を含み9上層から中層で

黒褐色9下層で褐色の土が自然流入の状態で堆積している。

Cの規模は長径ユ・95me短径上4mの不整楕円形を豊し9主軸方向はN…7。つ主である。壁高は

約55cmで9壁面はゆるやかに外側へ立ち上がっている0底面は東側からゆるやかに傾斜し，また，

覆土は一部D号土壌によって切られているが9残された土層からみて9東側からの自然流入の状

態を示している。

Dの規模は西側がA号土壌によって切られているため不明であるが9南北の長さは3．1mで，方

形状を呈していたものと思われる。主軸方向はN－130－Wである。壁高は約20～25cmで，壁面は

ゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっている0底面はおおむね平坦である。覆土は残された

一部の上層からみて，自然堆積と思われる。

出土遺物解説表（第54図）
医 l、l…′萎′‾ll‾lll疎 ‾‾こ‾こ

法 量 （cm ）　　 器　 形　 の　 特　 徴
整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調

普 通

備　　 考

1

隼
A 1 3 ．3㈲ 底 部 か ら休 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 内 面 はへ

B　 3 ．9㈱ 底 部 は 皿 状 を 呈 す る と思 わ れ ， 休 部 は 底 部 ラ磨 き調 整　 底 部 外 面 は 横 位 の

土　 師　 器
C 1 2 ．鋤衛 か ら 短 く し て， や や 外 反 ぎ み に 外 側 へ 開 く。 〇　一　日　　　　　　 ハ 止

へ ラ 削 り整 形 が な さ れ て い る。
細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色

2

高 台付 坪
A l O ．0㈲ 休 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 坦 で あ っ た と 全 体 は 水 挽 き成 形 後 ， 回 転 横 ナ 良 好

B　 3 ．8㈱ 思 わ れ ， 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 薄 く し な が デ 整 形 が な され て い る。

須 恵 器
C　　 6 ．1 ら 外 側 へ 開 き な が ら 立 ち上 が る 。 ま た 底 部 紬 砂 ・長 石

D　 5 ．5個 に は 高 台 が 貼 り付 け られ て い る 。
灰 色

普 通

3

婆
B　 2 ．9㈱ 底 部 は ほ ぼ 平 底 で あ り， 胴 部 は 底 部 か ら や 外 面 は 横 位 の へ ラ 削 り， 内 面 は
C　 8 ．5㈲ や 内攣 ぎ み に 外 側 へ 広 が り な が ら立 ち上 が へ ラナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石

土　 師　 器
る 。

石 英 ・雲 母

に ぷ い 黄 橙 色

普 通

4

隼
A 1 3 ．6 5㈲ 底 師 ま浅 い 皿 状 の 丸 底 部 を 呈 し， 休 部 は 底 外 面 は 磨 滅 が 激 し く不 明 。 休 部
B　 4 ．6㈱ 部 か ら短 く し て ほ ぼ 垂 直 に 立 ち上 が る。 内 外 面 及 び底 部 内 面 は へ ラ 磨 き 細 砂 ・長 石

土 師 器 C 1 3 ．6（衡 調 整 が な さ れ て い る 。 雲 母 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色
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第54回　第1・3・4号土塀出土遺物実測図

出土遺物解説表（第54図）

二7

番号 券　　 種 法皇（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

5

坪
A 14．7㈲ 底部は平坦で，休部は底部から大きく外側 底部は回転へラ削り。休部内外 不良

B　　 3．6 へ広かりながら立ち上がる。 面共に木挽き成形後，回転横ナ 細砂・長石・石英

須　恵器
C 8．2（伽 デ整形がなされている。 灰白色

6

I不
A 12．9㈲ 底部は浅い皿状の丸底状を呈し，休部は底 底部は外面へラ削り，内面はへ 普通

B　　 3．7 部から短く．やや外側へ開く。 ラ磨き調整がなされ　休部は横 砂粒・長石・石英

土師器
C12．5（衛 ナデ整形が施されている。 浅黄色

7

坪
A 9．5㈲ 底部はやや深い皿状を呈し，休部は底部か 底部外面は多方向からへラ削り，普通

B　　4．2 ら垂直ぎみに立ち上がる。 内面及び休部内外面共にへラ磨 細砂・長石・

土師器
C 9．4（御 き調整がなされている。 石英・スコリア

にぷい橙色

8

坪
A ll．2（勧 休部の破片である。底都は平坦で，休部は 休部内外面共に水挽き成形後， 良好

B　　 3．3 底部から器厚を同じにして外側へ広がりな 回転梼ナデ整形がなされている。細砂・長石・石英

須　虚器
C 4．9（御 がら立ち上がる。 暗紫灰色

9

坪
B l．7珊 底部の破片である。底部は平坦で，休部は 底部はへラ削り。休部内外面共 普通 ・

C　　 6．6 底部からやや内轡ぎみに外側へ広がりなが に水挽き成形後，回転横ナデ整 細砂・長石・

須　恵器
ら立ち上がる。 形がなされている。 石英・礫

オリーブ灰色

10

坪
A 13．3（鞠 休部の破片である。休部は直線的に外側へ 休部内外面共に水挽き成形後，

壷通

B 4．1倒）広がりながら立ち上がり，上位でやや外反 回転横ナデ整形がなされている。細砂・長石・石英

須虚器
して開く。 浅黄色
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3　溝

本遺跡から確認された溝は2条である。溝は遺跡の中央やや東側から1条9東端から1条で9

いずれも北西方向へ走る溝である。

第1号溝（第55図）

本溝は遺跡の東B3g9辱B3b4を中心に確認され9第ユ6号住居跡の酋22mに位置している。ま

た9溝の両端が調査区域外へ伸びているため全貌を明らかにすることはできなかった。確認され

た溝の全長は30mを測りほぼ直線的に伸び9その主軸方向はN－42。－Wである。溝の上幅は広い

所でラ100cm9狭い所で70cmあり9確認面からの深さは非常に浅く普　7～10cmである。また9調査

区域内との土層断面を観察すると9実際の掘り込みは南側で35cm9北側で30cmほどである。溝全

体の高低差は南側の方が糾Ocmほど浅く掘られて9底面は平坦である。覆土は全体にローム粒子

を含み9色調は黒色◎黒褐色の柔らかい覆土で自然堆積の状態を示している。

また9遺物の出土はみられず9時期不明の溝である。溝の機能としては排水乳及び根切溝が

考えられるが9第2号溝との関係から地界に掘られた溝ではないかと思われる。

第2号溝（第55図）

本溝は遺跡の東端Å柚80A4i8から確認され9第16号住居跡の北東29mに位置している。ま

た　本溝　第完号溝と同様調査区域外へ延びているため全貌を明らかにすることはできなかった。

確認された溝の全長は5・5・mを測り9第1号溝と同じく直線的に延びる溝で主軸方向はN…350－

Wである0溝の上幅は60～100cmで，深さは約50cmである。北側と南側のレベル差は紬Ocmほどで

あり9底面は平坦である。覆土は下層部にローム粒子を含み，全体に柔らかく，色調は黒褐色儲

暗褐色である。

なお9遺物の出土はみられず9時期不明であるが9覆土および本溝が第1号溝とほぼ平行であ

ることなどから9ほぼ同時期の溝と思われる0機能としては排水溝及び根切溝が考えられるが9

第息号溝とほぼ平行であることなどから地界に掘られた溝と考えられる。
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第56回　石神外宿A遺跡遺構配置図



第3節　ま　　と　　め

今軋発掘調査を実施した石神外宿A遺跡は9国鉄東海駅から北西約2・5kmに位置している。当

遺跡は久慈川からの細長い支谷によもつて那珂台地が北と南に二分された，標高24m前後のほぼ平

坦を台地縁辺部に立地している。沖積低地との比高は10～12mで，現地は山林が70％，畑が30％

である。

調査の結果9確認された遺構は9竪穴住居跡16軋土墳4基，溝2条である。当時の人々の生

活は9台地北側に入り込む幅の狭い沖積地と台地上の平坦地を生活基盤にして営まれたものと考

えられる。遺跡西側には8世紀後半から9世紀にかけての住居跡が集中してみられ，台地東部の

南に入り込む浅い支谷の谷頭周辺から古墳時代の住居跡が1軒だけ確認された。ここでは調査に

よって明らかになった事実と問題点について検討してみたい。

古墳時代の住居跡は前述した通り遺跡の端から第16号住居跡の1軒だけが単独で検出されたが，

この期の集落構成を考えると，住居跡は調査区城外へ充分のぴていると考えられる。

現に本遺跡の北東600mの同一台地上に位置する石神外宿B遺跡からは誹ぼ同時期の住居跡が

多数検出されている。住居の構築方法などについても，石神外宿B遺跡のものと比較すると，規

模については，多少の大小差はあるもののほぼ同規模である。また竃付設方向も谷に向かった北

壁中央部にあること，袖前部には凝灰岩を使用していること，柱穴の底面に沈み防止の工夫がな

されていることなど多くの類似点がみられる。

床面は非常によく踏み固められ，また竃内部の焼け具合などから考えると，当時の人々が長い

時期この地に生活していたものと考えられる。なお9遺物の出土状態を見ると，竃焼成部から壷

形土器9竃前方部から飯形土器が倒立した状態で出土していることなどを考えると，この住居で

生活を営んでいた人々は，自然的な条件で移動したことは考えられず，何らかの社会的条件の変

化によって移動したものと思われる。なぜならば9近接の二本松古墳の築造時期が，住居構築時

期とほぼ同じと考えられることから9支配者，非支配者の関鼠すなわち身分的な差が生じ，地

方統一が少しずつ進められていた時期と考えられるからである。

遺物は，竃焼成部および竃前方部から，壷形土器9髄形土器，杯形土器の完形品が，覆土中か

らは婆形土器9鉢形土器が出土している0壷形土器の胴部最大径は中位に有って球状をなし，口

綾部はゆるやかに外反する土器と，ゆるやかに立ち上がった後，直線的に大きく開く土器とに分

けられる。婆形土器の口綾部も後者の方である0また9器形および整形は棒形土器の様相を呈し

ているが，一般的に言われている棒形土器と比較して，口径が約2倍の大きさを有する土器（鉢

形土器）が出土している。整形技法をみると，壷形土器，婆形土器，餌形土器はほぼ共通し，口

緑部内は外面横ナデ，胴部外面は比較的丁寧な縦。横位のへラ削り9内面はへラナデ整形，棒形
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竪穴住居跡主軸方向

E W

土壌長軸方向

第野図　遺構主軸および長軸方向図

土器は休部外面から内部全体へラ磨き調整9底部外面は，雑なへラ磨きおよび多方向からのへラ

削り整形が施されている。

古墳時代に位置づけられた1軒の住居跡は，遺物から鬼高期に編奪される住居跡と考えられる。

歴史時代の住居跡は15軒が西部地区の台地平坦部に集中して確認されている。調査区城内から

確認された住居跡の分布状態を見ると，大きく一つのまとまりとしてとらえることができるが9

地形から推測すると，調査区城外の北e南e西側へ住居跡がのびていると充分考えられるため，

平面的住居跡構成の分類は差し控えたい。そこで重複関係からみると，歴史時代の住居跡は少な

くとも2群に分けることができ，また遺物から検討した結果では，ほぼ3群に分類できる。1群

は第1e7e14号住居帆　2群は第2～4。6。8。9弓0弓3号住居軌　3群は第5号住居跡

である。また，第10号住居跡は，土層の切り合いから，2群に属する第2号住居跡よりも古い住居

跡であることは明らかであるが，遺物を比較したとき1群には入らない住居跡である。第12号住

居跡は判定遣物がないため不明である。1。2群に属する住居跡群内の特徴をみると，大型の住

居跡を中心に構成されている。1群の中では第1号住居跡が貴も大型で96・42×6・35mの規模の

隅丸方形を呈している。2群においては，第2号住居跡が蔵大規模で，6・46×6・1mの大きさを有

し，さらに，第8号住居跡は5・73×5・35mの大きさを有している0その他の住居跡はいずれも小

型で，3～4mの規模を有している。床面は全体によく踏み固められた状態を示すものが多く，

壁も全体にしっかりしている。主柱穴は第1e8e14号住居跡は4本が明確に確認され，さらに9

第1弓4号住居跡からは入口的施設に使用されたと思われる柱穴が確認された。その他の住居跡

からは，4～5本の主柱穴を明確に確認することはできなく，住居跡外部にその存在を求めなけ

ればならない。主軸方向は北西方向を示した住居跡が大部分である。なお第6号住居跡は他のす

べての住居跡と異なり，N－78〇二E方向を示している。
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須 恵 器　 38％ 婆　 29％ 隼　 22％

高
ム
【コ
付
隼

7
％

出土遺物器種別割合

須恵器器種別割合

須恵器完形および破片の出土率

甑　1％
壷　1％
盤　2％

内　　黒　55％ そ　の　他

土師器棒形土器色調割合

土師器高台付棒形土器色調割合

完

140

f不

10％

汗

0

ノブ

破　　　　　 片　 86％

L － 壷 1 ％

甑　 1 ％

盤　 2 ％

土師器完形および破片の出土率

第鯛園　出土土器統計表

遣物は完形品およびそれに近い状態の出土は少なく9土師器と須恵器が共伴し，その他鉄製品ゆ

銅製品⑳石製品の出土がみられる0全体に住居跡内からの遺物の出土量は少なかったけれども，

第2号住居跡からの遺物の出土状況は他の住居跡と異なり，覆土上層から須恵器の土師器の破片

が多量に廃棄された状態で出土している。

また，各住居跡内から出土した土師器と須恵器の遺物を実測したものだけについて分類してみ

ると9土師器が62％9須恵器が38％である0土師器の器種別分類は，婆形土器48％e棒形土器37

％。高台付棒形土器11％。皿形土器3％e蓋形土器1％である。また須恵器の器種別分類は，棒

形土器45％e高台付棒形土器31％。盤形土器10％e蓋形土器6％0壷形土器6％e器台形土器2
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％である。以上土師器と須恵器の器種別分類をした結乳　土師器の場合は圧倒的に整形土器が

多いが，須恵器の場合は棒形土器。高台付棒形土器が全体の約8割を占めている。すなわち，土

師器の場合は日常使用する器の全器種を占め，須恵器は食事などに使用する器に使われていたと

考えられる。土師器の内部に黒色処理がなされているものは，棒形土器の場合は55％，高台付棒

形土器は89％で，その他皿形土器。球形土器などにも黒色処理がみられる。本書で後述する石神

外宿B遺跡（鬼高期）から出土した棒形土器をみると，内e外面共に朱塗りを施しているものが

多く，黒色処理がなされている土器は非常に少ない。以上のことから，朱塗り土器は，鬼高期ま

で続き，国分期に入ると，朱塗りはまったくみられず，黒色処理を施した土器が多くみられるよ

うになった。土器の成形技法が鬼高期から国分期にかけて大きく変化した原因については，この

地方の技術の発達によるものか，あるいは他の地域からの技術の流入によるものか，現在のとこ

ろ明らかでない。

墨書土器は第2号住居跡から須恵器の塔形土器休部に「神山」と書かれた土器2息　その他第

5e8e13号住居跡からは土師器の球形土器。高台付球形土器。蓋形土器の休部および底部に「神

山。斤家」の文字が墨書された土器2息解読不明のもの1点が出土している。また，「神山」

という文字のいわれは，本遺跡が当時の久慈郡神前都内に位置し，郷名の神前という文字が，同

音文字である神崎と書かれ，山は崎という文字の略文字ではないかと考えられる。すなわち「神

山」という文字は郷名と思われる。

須恵器については，奈良教育大学の三辻利一氏に胎土分析を依頼し，その結果，Rb－Sr分布

図（第59図）が示す通り，殆んど木葉下窯跡群（注1）領域に入り，木葉下窯跡群から須恵器が

本遺跡へ単元供給されたことが明らかになる。さらに，木葉下遺跡と本遺跡から出土した球形土

I l

水戸市
木葉下窯
笠間市新堤1号窯

水戸市
四又入寮

I新治村

′ト野窯

常陸大田市
幡山1号窯

l

！
l

0．5　　　　　　　　　　　1．0
－　　　－　　　－

Sr

須恵器窯跡　Rb－Sr分布

楯山1号窯領域

0．5 1．0

Sr

石神外宿遺跡出土須恵器の産地推定

第59図　茨城県内の窯跡および遺跡出土須恵器の胎土分析

－114一



石神外宿A

0　　　2　　　4　　　6　　　8　　10　　12

木葉下遺跡

14　　16　A O　　　　2　　　4　　　6 8　　　10　　12 14　　16　　A

第6の因　土師器球形土器法量分布図　A－口　径　B一器　高　F一底　径
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第別図　石神外宿A遺跡。木葉下（C2号窯跡）遺跡須恵器棒形土器法量比分布図
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器の法量比分布図（第61図）を比較してみると9C2号窯跡からの土器とほぼ一致することが判明

した。なお，本遺跡と同時代の遺跡ではないが，当時本遺跡と同一郡であった現在の常陸太田市

幡山窯跡（注2）からの搬入は，胎土分析の結果からはみられず，また9約30kmも離れた他郡の

木葉下窯跡から搬入されていることは，当時の物品等の交易が郡内にとどまらず，広範囲に広が

っていたものと考えられる。

また9本遺跡からの出土遺物の中で9　とくに注目しなければならないのは，鋼製の帯金具（巡

方）があげられる。これらの帯金具は9第8号住居跡から1胤　さらに，他の住居跡群と主軸方

向を輿にする第6号住居跡から2個出土している。とくに第6号住居跡から出土した2個の帯金

具は同一の帯に使用されたもので，しかもその裏金具の部分には金張りがなされている。また9

第8号住居跡から出土した帯金具（裏金具二巡方）の大きさは91辺の長さが4cmの大型のもの

である。これらの帯金具については養老令の「衣服令」の中で王e親王および諸臣の一位から五

位までが金銀装腰帯の使用が認められている。しかし，本遺跡から出土した帯金具は裏金具の部

分にだけ金張りが施されており，前記の金銀装腰帯の範ちゅうに入るかどうか判断できない。し

たがってこの帯金具を身に付けていた役人の地位についても不明である。もう1個の帯金具は大

きさからいえば，非常に大型のものであるが9「衣服令」に基づけば，六位以下の役人が身に付け

ていたものと考えられる。茨城県内における帯金具の出土遺跡は，石岡市茨城廃寺跡（注3）。

間鹿の子C遺跡（注4）e鹿島町神野向遺跡（注5）e目立市吹上遺跡（注6）である。茨城廃

寺跡。鹿の子C遺跡e神野向遺跡は古代常陸国の国府および郡街の置かれた地域に位置するため，

出土しても不思議ではない。しかし，当遺跡および吹上遺跡は，ともに当時久慈郡に所属し，郡

街は現在の久慈郡金砂郷村（旧久米村）大里付近に置かれたと伝えられる。また，この2遺跡は，

それぞれ当時の神前郷。高市郷内に所在しラ郡街から15～20km離れていた。なぜ9郡衛から離れ

た地から帯金具が出土したのか，現時点においては疑問とせざるを得ない。

歴史時代に位置づけられた15軒の住居跡は，遺物からみて，8世紀後半から9世紀にかけての

住居跡と考えられる。さらに細分するならば，遺物で分類した3つの群の住居跡は，時間的な差

はあまりないものの，1群から2群e3群へと移行していくものである。

また，歴史時代のその他の遺構として第1e3e4号土壌の3基が確認されている。いずれの

土壌も2－4基が重複する土壌で，明確に原形をとどめている土境は第1号土壌である。第1号

土壌の平面形は円形を里し，壁面はややオーバーハングして立ち上がる。その他の土壌は重複が

はげしいため，平面形は不明確であるが，不整円形状を呈している。覆土は全体に固くしまって

おり，下層部には凝灰岩のブロックe焼土粒子などを含んでいる。凝灰岩は住居跡の竃に使用さ

れたものと同質である。遺物は土師器⑳須恵器の棒形土器の破片を少量出土している。また，用

途についての決定的資料は得られず，一般的に考えられている貯蔵穴ではないかと考えられる。
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構築期については9　覆土下層に凝灰岩のブロックが含まれ9　また撃　少量ではあるが須恵器が出土

していることなどから普　住居跡よりやや新しい土壌と考えられる。

以上，本遺跡から確認された住居跡および土壌について述べてきたが普　若干の時間的な隔たり

はあるものの学　大きく鬼高期と図分期の2時期にわたって人々の生活が営まれた場所であること

が判明した。

注1茨城県教育財団「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書6」昭和58年3月

注2　常陸大田市教育委員会「幡山遺跡」昭和52年3月

注3　石岡市教育委眉会「茨城廃寺跡載」昭和57年3月

注4　茨城県教育財団「常磐自動車道関係埋蔵文化財発掘調査報告書5」昭和58年3月

注5　鹿島町教育委扇会「神野向遺跡」昭和56年3月

注6　田立市教育委腰会「久慈　吹上」昭和56年3月
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第5章　着聯外宿題遺跡

第且節　調　査　経　過

石神外橘B遺跡の発掘調査は9　昭和57年5月11日から9月31日まで実施し，調査対象面積は

2，500mZである。調査区設定基準杭を平面直角巌乳第Ⅸ区系Ⅹ軸（南北）65．3kme Y軸（東西）

54短の交点を起点（B4勘）として設定する。また調査区設定方法は石神外福A遺跡と同様である。

以下，調査経過を記していきたい。

昭和57年5月11日～5月13日

1用から石神外宿B遺跡の調査を開始する。発掘調査に必要な倉庫および発掘器紘　テント設

営などを行う。トレンチ法によって遺物包含凰遺構確認面までの深さなどを調査した結果普重

機による表土排除作業を実施することに決定する。

昭和57年5月27日～6月7日

A遺跡と並行して重機による表土排除作業を行うと同時に遺構確認調査を7日まで実施する。

確認調査を行った結乳　遺構（住居跡）は遺跡全体に広がっていることが明らかになった。とく

に9B2区に集中し，しかもA遺跡に比較してやや大型の住居跡であることが判明する。全遺跡から

確認された住居跡は32軒であったが，本遺跡が畑で9　しかも当地方が牛努と山芋の産地であるこ

とから9確認面が撹乱を受けており9今後の調葦によって遺構数は多少増加すると思われた。

昭和57年6月8日～6月30日

8日から遺構精査を開始する。遺構が全体に広がっているため9　遺跡の西B巨Cl区の住居跡

1～12号までの精査を行う。その結果，住居跡の構築時期は古墳時代後半（鬼高期）のものであ

ることや9　住居跡の規模が一辺5～7mの隅丸方形を里し9　全体にA遺跡に比較してやや大型の

住居跡であることが判明してきた。遺物は弥生土器9　土師器の他に，滑石の石製模造品が6軒の

住居跡から出土している。また，第8号住居跡からは，2本の柱が炭化した状態で検出され，数

軒の住居跡が火災に遭遇していることが判明する。各住居跡とも精査と並行して，実測図作成お

よび写真撮影などを実施する。

昭和57年7月1日～7月29日

1日から，前記した住居跡の補足調査を行うと同時に9　B2e B3区から確認された住居跡第13

～29号の精査を実施する。本地区は重複している住居跡が多く，撹乱がはげしいため新旧関係の

把握は困難をきわめたが9　第26号住居跡は弥生時代のものであり，他の住居跡はすべて古墳時代

のものであると判断した。遺物は弥生土器9土師器が主で9須恵器の出土は非常に少なかったが9

第17号住居跡の南壁下から提瓶（完形）が出土している。規模e深さは前月精査した遺構とほぼ
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第1回　石神外宿B遺跡地形図

同じであり，第17号住居跡を除く全ての住居跡は北側に竃を付設している。また，住居跡の精査

と並行して各住居跡の実測図作成および写真撮影などを実施する。

昭和57年8月2日～9月10日

発掘調査は前月に引き続き，A3・B3区の第30－35号住居跡および第1－8号土壌の調査を実

施する。その結果，第31D号住居跡は弥生時代の住居跡であり，その他の住居跡は古墳時代後半

の住居跡であることが判明した。住居跡の規模は西側の住居跡に比べて比較的大型のものが多く，

とくに第34号住居跡は本遺跡の中では最大級の規模をもっていることが判明する。遺物は弥生土

器・土師器を中心に出土している。また，第31D号住居跡の炉の北東部から壷形土器が埋設され

た状態で出土した。

寵の調査も住居跡の精査と並行して行う。竃の付設されている場所は，大部分が北壁中央部で

あるが，2軒だけが異方向に付設されている。本遺跡が撹乱を受けているにもかかわらず，保存
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状態は良好であり9焼成部から遣物（完形）の出土量も多い。各遺構とも精査終了乳実測図作

成および写真撮影を行い9月10日をもって遺構精査を終了する。

昭和57年9月11日～9月30日

11日に石神外宿A。B両遺跡の現地説明会を9多数の参加者を迎えて開催する。

13日から各遺構の補足調査を行うとともに図面整乳写真整理などを行う。28日から事務所移

築のための諸準備および倉鼠発掘器材などの移転を実施する。

9月30日をもって本遺跡の発掘調査をすべて終了する。
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第2節　遺構　と　遺物

本遺跡は久慈川へ流れる細長い支谷の南側，標高21・5mの平坦な台地縁辺部に立地する。遺跡

から確認された遺構は竪穴住居跡38軒e土壌8基であり，そのうち竪穴住居跡2軒は弥生時代後

半に比定され，その他の遺構はすべて古墳時代後半のものである。また，遺構は遺跡全体から検

出され9　とくに遺跡の中央部付近では重複がはげしい。

1　弥生時代

（1）竪穴住居跡

第26号住居跡（第2図）

本跡は古墳時代の竪穴住居跡の密集する遺跡の中央乱　B3dlを中心に確認された。北側で第

27号住居跡，西側で第23号住居帆南側で第25号住居跡によって切られ，さらに住居跡の東側を

第2号土壌によって切られている。規模は，前述のとおり四方が切られているため不明の点も多

いが，東西の残された壁からみて，一辺が4mを測る隅丸方形を呈していたと思われる。主軸方

向はN－150－Wである。壁高は約25cmを測り，ゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっている0

床面までの深さは，古墳時代のいずれの住居跡よりも浅く構築されている。また，床面は全体に

平坦で，踏み固められている。炉跡は中央部からやや北側に検出され，床面を約5cmほど掘り凹

めた地床炉で，長径60cme短径50cmの楕円形を里し，覆土中には暗赤褐色の土が堆積している。

ピットは確認することができなかった。

住居跡の覆土は2層からなり，色調は全体に黒色を示し，ローム粒子e炭化物e焼土粒子を含

み，自然堆積の状態で堆積している。

出土遺物は，弥生土器片を少量出土する。中央部床面上から，ロ綾部を欠損する壷形土器（第

3図－1）がロ緑部を北側へ向け，やや傾斜して出土している。

出土遺物（第3e4図）

第3図－1は日録部を欠損する壷形土器である。現高14・4cme底径5・7cm。胴部最大径11・3cmを

測る。底部は平坦で，胴部は，底部から器厚をやや厚くしながら外側へ広がりを示して胴部最大

径に至り，さらに器厚を同じくして内側へ傾きながら立ち上がる。ロ緑部は頸部からやや外反ぎ

みに立ち上がっている。文様は土器全体に附加条二種による羽状縄文が施文されている。2は壷

形土器の口綾部の破片である。口径15．9cm6現高9cmを測る。ロ綾部上位に直径2mmの孔を有し，

器形は頸部からゆるやかに外反して立ち上がっている。文様は口唇部に縄文原体による押圧がな
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第2図　第26・27号住居跡実測図
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第4図　第26号住居跡出土遺物実測図（2）
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され9　表面文様は3条の隆起によって9　日綾部と頸部を分割し9　隆起帯には幅の狭いへラ状工具

によって刺突文が施されている。口縁部，頸部ともに4本櫛による縦位の柄描文が描かれ，全体

を5分割し，その間に4本櫛描波状文が施されている。3はロ綾部から頸部にかけての破片で，

描線部はやや外反して立ち上がり，文様は2条の（隆起帯＋刺突）によって日録部と頸部を分割

し智　日綾部は無文9　頸部は縄文原体の端部を結束した附加条一種の縄文が施文されている。4～

6は口緑部の破片で，いずれもやや外側へ広がf）ながら立ち上がり，4・6は口唇部が平坦であ

る。文様は口唇部にいずれも縄文の押庄がなされ，4ほ無文9　5は附加条二種による縄文9　6は

柄描波状文が施されている。7～13は頸部の破片である。7～9は縦位の櫛清文による区画をな

し9　その間に櫛描波状文と無文部が配されている。10車用ま横位の小さな櫛清文がなされている。

12◎13は附加条二種による羽状縄文が施されている。14815e第4図－1～18は胴部の破片で9

14・15・第4図－1－12は附加条二種による羽状縄文が施され，13－18は附加条一種による縄文

が施文されている。なお916～19は同一個体と考えられる。19◎20は底部の破片である。表面に

は附加条二種による縄文が施文されている。

第31D号住居跡（第5図）

本跡は遺跡の東B3d5・B3C5を中心に確認されたが，本跡が第31A・31B・31C号住居跡に

よって切られラまたB3地区は最近の撹乱が非常に激しいため，規模等不明の点が多い。規模は前

記したとおl）であるが，遺跡の分布状態，地床炉などから想定すると，3．5－3．8mの方形を呈し

た住居跡と思われ9軸方向は9確認された壁から判断してN－320－Wである。壁高は約45cmを測

り9　ゆるやかに外側へ広がりながら立ち上がっている。床面は平坦で，硬く踏み固められている。

炉跡はほぼ中央部に位置していたと考えられ誓　長径55cmの短径45cmの楕円形を里し9　床を約5cm

ほど掘り凹めて作られた地床炉である。また，炉覆土中には暗赤褐色土が堆積し，炭化材などが

含まれている。なお，本跡に関係のあるピットは確認することができなかった。

住居跡内の覆土は撹乱が激しく観察不能であった。

出土遺物は非常に少なく，わずかに西側床面上から長頸壷形土器片（第6図－2）が一括で，

また土製品の紡錘車（第6図－3），炉の北東50cmのピット内から，口緑部を上位にして埋められ

た状態で長頸壷形土器（第6図－1）が出土している。

出土遺物（第6図）

1は胴部上位から口緑部にかけての壷形土器である。口径15．3cm・現高17．1cmを測る。器形は

胴部最大径から内攣して立ち上がった後9　頸部から外反ぎみに内側へ傾く。ロ綾部は頸部からや

や外反ぎみに立ち上がっている。文様は口唇部に縄文の押圧を施し，ロ綾部と頸部との境を3条

の隆起帯によって区画し，ロ綾部は無文，頸部は4本櫛による縦位の櫛描文によって全体を5専
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第5回　第31A・B・C・D号住居跡実測図
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分し9その間に同櫛による横位の櫛描波状文を施している。また9頸部と胴部の境は櫛清文によ

って区画し，胴部は附加条二種による羽状縄文が施されている。

2ほ頸部から上半の壷形土器である0現高18・1cmを測り，ロ唇部に縄文の押圧を施す。器形は

胴部から内側へ傾きながら立ち上がって頸部に至り，日綾部は酎βからやや外反ぎみに立ち上が

っている。文様は日綾部と頸部との境を4条の隆起帯によって区画し9　日線部　4本櫛による櫛

描波状文を配し　頸部には縦位の櫛描様文によって全体を5等分し9その間に横位の櫛描波状文

を施している。さらに頸部下には4本櫛による横位の櫛描文が施され9その上に櫛による連弧文

が配されている。胴部は附加条二種による羽状縄文が施されている。

3は土製品の紡錘車である0表裏両面に半裁竹管による沈軋　さらに裏面には半裁竹管による

刺突丸側面には一列の刺突文が施されている。重さは60gである。

2　古墳時代

（1）竪穴住居跡

第1号住居跡（第7図）

本跡は遺跡の南西鼠　Clf9を中心に確認され，北東壁で第2号住居跡と重複している。本跡

の方が古いものと判断できる0また9本住居跡は西側と南側が調査区城外へ延びているため，全

貌を明らかにすることはできなかった。したがって9規模は不明である。主軸方向は，N－52。－

Wである。壁高は確認面から16～25cmと浅くサ直線的に外側へ広がって立ち上がっている。床面

はやや東側へ傾斜しているが，おおむね平坦で9硬く踏み固められている。床面上には，多量の

焼土ブロックe萱の炭化材が検出された0このことから9本跡は火災に遭遇したものと思われる。

ピットは1個検出されたが9他の住居跡の例などから判断して，4本の柱によって構築されたも

のと思われる。確認したピットは9平面形が長径25cmの不整楕円形を呈し9深さは102cmと非常に

深い柱穴である。

覆土は上層が黒色。黒褐色中層から下層にかけては暗褐色で，下層覆土中には多量の焼土ブ

ロック。炭化材が含まれ，自然流入の状態で堆積している。

出土遺物は非常に少なく，中央部覆土から土師器の土不形土器（第8図－1e2）が，また南側

床面上から滑石製の臼玉（第8図－485ゆ6e7）を5個出土している。

竃は北西壁に付設されていたが9擾乱がはげしく袖の一部を確認したにとどまる。
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第7図　第1号住居跡実測図

出土遺物解説表（第8図）

番号 券　　 種 法 皇 （珊 ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

坪
A　 1 3 ．8 底 鰍 ま丸 底 で ， 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 底 部 外 面 は 静 止 へ ラ 削 り， 休 部 普 通

B　　 4 ．4 部 か ら稜 を 有 し た 後 ， 外 反 ぎ み に 大 き く開 はへ フ に よ る棟 ナ デ 整 形 が な さ

内 面 は へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ

細 砂 ・長 石 ・

土 師 器
C　　 9 ．2 く 。 れ ．

れ て い る 。 内 面 二 次 焼 成 に よ る
剥 離 が み られ る 。

石 英 ・ス コ リア

橙 色

2

1不
A 14 ．欄 底 鰍 ま丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 垂 直 底 部 外 面 は 静 止 へ ラ 削 り， 休 部 良 好

B　　 4 ．0 に 立 ち 上 が る 。 は 検 ナ デ 整 形 が な さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　 1 3 ．9 内 面 二 次 焼 成 に よ る 剥 離 が は げ

しい 。

赤 褐 色

3

坪

土 師 器

B　 3 ．欄 口緑 部 を 欠 損 す る 坪 で あ る。 底 部 ま丸 底 で 底 部 外 面 は へ ラ 磨 き 調 整 ， 内 面 普 通

C　 1 3 ．4 浅 い 皿 状 を 呈 す 。 は へ ラ ナ デ 整 形 が な され て い る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英

ス コ リア

に ぷ い 橙 色

4

l

7

石 製　 晶

臼　　 玉

滑 石 を 原 石 と し て 作 ら れ た 白玉 で あ る 。 斬 4 は 表 裏 共 に よ く磨 られ ， 4 －

面 形 は 円 形 を呈 す 。 7 の 側 面 は 円 形 状 に 加 工 した 後

よ く磨 られ て い る。 5 － 7 は 割

れ て い る 。
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第8図　第1号住居跡出土遺物実測図

第2号住居跡（第10図）

本跡は遺跡の南西端，Cleoを中心に確認され，第3号住居跡の南1mに位置する。南西壁で

第1号住居跡と重複しているが・本跡の方が新しい0規模は，一辺が6・2mで方形を呈し，主軸方

向はN－160－Wである0また，壁高は20～36cmを測り，直線的に外側へ広がりながら立ち上がっ

ている0床は全体に平坦で，非常に硬く踏み固められているが，壁周辺はやや柔らかいものであ

る0ピットは6個検出され，そのうちPl～P4は柱穴間が3・4mの方形を呈し，深さは75～95cmと

非常に深いピットである0しかもピット底面は粘土と砂粒を混ぜた土を入れて固め，柱の沈み防

止を行っている0なお，4個とも主柱穴である。また，竃東側から確認されたP6は長径113cm・

短径58cmの楕円形を呈し・深さは35cmで，物を貯えるために掘られた貯蔵穴と思われる。P5は南

壁側の中間点から検出され，入口的施設に使用された柱のピットではないかと考えられる。

tu

A－　21．4m

覆土は大きく3層に分けられ，全

体にローム粒子・焼土粒子・炭化材

などを含み，上層が暗褐色，中層が

黒褐色，下層が暗褐色で，レンズ状

の自然堆積である。

遺物は，竃周辺から比較的多くの

土師器の杯形土器などが出土してい

－A・る0竃両側から完形の状態で塔形土

器（第11図－5・13）が，前方部か

第9回　第2号住居跡竃実測図
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ら押し潰れた状態で同じく塔形土器

（第11図－4）が，Plのやや北西部

から髄形土器（第11図－3）が倒立



A－21．4m

靭三㌢

第10図　第2号住居跡実測図
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した状態で出土し藷たPのやや西側から手淫の土器　勘図…蟻）がやや斜めに倒立した状態

で出土している。

竃は北東壁の中央部に付設され長さImcm◎袖幅82cmも焚口部幅27cmで普袖部は灰色の粘土で

構築され9　しかも袖前方部に凝灰岩を長方体に加工をして9床をユ7cmほど掘り込んで埋めている。

また9焚口部にも同質の石を長方体に加工して置いている。焼成部は壁を6汰mの幅で20撒ほど掘

り込み9　火床は長径50cmの不整楕円形を豊し9床を約30cmほど掘り凹めている。焼成部からの出

土遺物はみられない。

出土遺物解説表（第m図）

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 i 整　 形　 技　 法 i焼成灘 土の色調 備　　 考

1

無

二上　師　器

A 15．5㈲ 胴部最大径を下位にもち，胴部は最大径部 目線部内外面共に横ナデ，胴部 普通
B 18．8㈱ からやや内攣 して立ち上がる。目線部は頚 外面上位はへ ラナデ，下位へ ラ 砂粒・長有イf英

部から外反して立ち上が りながら開く。 削り整形がなされ，内面はへ ラ 橙色

ナデ整形が施されている。

2

婆
A 2 2．1㈲

B l l．0⑨

目線部の破片である。胴部は，最大径から

やや内攣ぎみ樗立ち上がる。日綾部は頸部
日経部内外面共に横ナデ，胴部

外面は下から上方向のへラ削 り

普通

，砂粒 ・長有 ・石英
土　師　器 から器厚を薄 くしなから外反して開 く。 内面は横位のへラナデ整形がな

されている。

橙色

3

甑
A　 23．7

B　 23．9

底部は丸味をもち，胴部はほぼ直線的に外

側へ広がりながら立ち上がった後，ロ綾部
日録部内外面共に横ナデ，胴部

外面は縦位のへラ削り私　 権な

普通

細砂・長石・石英

土 師　器 C　　 8．4

i

でやや外反して開 く。 へ ラ磨 き整形。内面へ ラナデ整

形がなされている。

にぷい黄橙色

4

捧
A　 12．9

B　　 3．6

底部は丸底で浅い皿状を呈す。休部は明瞭

な稜を有し，短 く内側へ傾 いて立ち上がる。
休部内外面共に横ナデ，底部外

面は多方向からの静止へラ削 ㌦

普通

細砂・長石 ・石英

上 師　器 ぐ　 14 ．1 内面はナデ整形かなされている。にぷい黄褐色

i
i

5

隼
A　 13．1 底部は丸底で皿状を里す。休部は底部 との 休部内外面共に横ナデ，底部外 普通 底部内面に
B　　 4．3 境に明瞭な稜を有し，短 く垂直ぎみに立ち 面は多方向からの静止へラ削り 細砂・長石・石英 「♯」のへラ

土　師 器 C　 13．9 上がる。 整形。内面は多方向からへラ磨

き調整がなされている。
にぷい黄橙色 記号

6

棒
A 13．4㈲ 底部は丸底で皿状 を豊す。休部は底部との 休部内外面共に横ナデ，底部は 普通 全体に媒付

着B　　 5．2 境に明瞭な稜 を有 し，短 く内側へ傾きなが 多方向か らの静止へラ削り整形 砂粒 ・長石 ・石英

土　師　器
C　 15．0 ら立ち上がる。 がなされている。 にぷい褐色

7

ナ不

土　師　器

A 13．4㈲ 一

B　　 4．1

C　 14．5

底部は丸底で，浅い皿状を豊す。休部は底 休部内外面共に横ナデ，底部内 普通
部 との境に明瞭な稜を有し，短 く内側へ傾 外面共に多方向からのへラ磨 き 砂粒・長石・石英
きながら立ち上がる。 調整がなされている。 にぷい黄橙色（輔

黒色（内）

8

隼
A 16．0㈲ 底部は丸底で浅い皿状を豊し，休部は底部 休部内外面共に横ナデ，底部は 普通
B　　 3．3 との境に明瞭な稜 を有 し，短 く内側へ傾い 全体に磨滅しているため不明。 砂粒 ・長石 ・石英

土　師　器
C 16．9（衡 て立ち上がる。 にぷい黄橙色

9

杯
A 12．4㈲ 底部は丸底でやや深い皿状 を呈 していると 休部内外面共に横ナデ，底部外 普通
B　　 3．5 思われ，休部は底部 との境に明瞭な稜を有 面は静止へラ削り。内面横ナヂ 砂粒・長石・石英

土　師　器
C 13．3㈲ し，短 くやや内側へ傾 きかげんに立ち上が

る。

整形がなされている。 橙色

10

ま不 A 13 ．9（復 底部は丸底で浅い皿状を里していると思わ 休部内外面共に横ナデ，底部外 普通

B　　 4 ．0 れ，休部は底部との境に明瞭な稜を有して 面は静止へラ削 り，内面は横ナ 砂粒 ・長石 ・

土 師 器 C 15．0㈲ 直線的に内側へ立ち上がる。

i

デ整形がなされている。 石英 ・スコリア

灰黄褐色

11

ま不
A　 15．1 底部は丸底を呈し，底辺より器厚を薄 くし 休部内外面共に横ナデ，底部外 普通
B　　 3．6 ながらゆるやかに外側へ広がりながら立 ち 面は多方向からの静止へラ削り 細砂 ・長石 ・

土 師　器
C　 15．3 上がる。浅い皿状を里す。休部は底部か ら 整形がなされている。内面は磨 石英 ・スコリア

連続的に垂直に立ち上がる。 滅 しているため不明。 灰黄褐色
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出土遺物解説表（第11図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 2

ま不
A 1 3 ．9（㈲ 底 部 は 丸 底 で， や や 深 い 皿 状 を 里 し ， 休 部 休 部 内 外 面 共 に 棟 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 4 ．4 は 底 部 か ら連 続 的 に や や 外 側 へ 広 が り なか 面 は 静 止 へ ラ 削 り整 形 。 内 面 は 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C 1 3 ，9㈲ ら 立 ち上 が る 。 多 方 向 か らの ヘ ラ 磨 き 調 整 が 施

さ れ て い る。

浅 黄 橙 色

1 3

坪
A　 1 2 ．8 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を呈 す 。 休 部 は 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 5 ．0 短 く， 底 部 か ら 連 続 的 に 立 ち上 が り， 口辺 面 は 多方 向 か ら の へ ラ 削 り 整 形 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C　 1 3 ．3 部 で 内 側 へ 傾 く。 内 面 は 多 方 向 か らの へ ラ 磨 き 調

整 が な さ れ て い る 。

褐 灰 色

1 4

坪
A 1 5 ．4（御 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す 。 休 部 は 底 部 休 部 内 外 面 共 にへ ラ 磨 き 調 整 ， 普 通

B　　 3 ．4 か ら 連 続 的 に ほ ぼ 垂 直 に 立 ち 上 が る。 底 部 外 面 は 多方 向 か ら の 静 止 へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
C 1 5 ．7㈲ ラ 削 り整 形 。 内 面 へ ラ磨 き調 整

が な さ れ て い る 。

に ぷ い 褐 色

1 5

小 型 鉢
A　　 7 ．8 底 部 は 平 抱 で ， 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 を 薄 く 手 程 ね 土 器 。 内 面 は 底 部 に 向 っ 普 通 底 部 と 胴 部

B　　 3 ．4 しな が ら直 線 的 に 外 側 へ 開 き な が ら立 ち 上 て 手 持 ち 指 ナ デ ， ロ 綾 部 内 面 は 細 砂 ・長 石 ・石 英 下 位 に 木 葉

土 師 器
C　　 4 ．5 が る。 指 に よ る 横 ナ デ 整 形 が な さ れ て

い る 。

浅 黄 橙 色 痕 ， 指 頭 痕 。

1 6

球 状 土 鐘
直 径 3 ，1 cm の 球 状 を な し，ほ ぼ 中 央 部 に 直 径 へ ラ 削 り整 形 後 ， 指 ナ デ 整 形 が 普 通

0 ，6 cm の 孔 を 有 す る。 な さ れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英

土 製 品
重 さ2 6 g 浅 黄 橙 色

第3号住居跡（第13図）

本跡はCIc9・Cldgを中心に確認され，第2号住居跡の北1m，第5号住居跡の南南東4m

に位置している。規模は長軸4．12m・短軸4．05mの隅丸方形を呈するが，南コーナー部が一部張

り出している。主軸方向はN－340－Wである。壁高は30－38cmを測り，直線的に外側へ広がって

立ち上がっている。床は全体に平坦で，竃前方部がやや硬いものの，壁周辺は全体に柔らかい床

である。また，北西の壁を除く壁下には幅10clp，深さ8－10cmの溝が周回する。ピットは2個確

認したものの主柱穴とは考えられない。また，P2は入口的施設に使用されたピットと考えられ，

r二

A－　21．4m

第12図　第3号住居跡竃実測図
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直径30cm・深さ34cmを測る。

覆土は2層に分けられ，上層が黒

色，下層が黒褐色の色調で，覆土中

にはローム粒子・砂粒を含み全体に

しまりをおび，自然堆積の状態を示

している。

出土遺物は非常に少なく，竃東側の

床面上から鉢形土器（第14図－6），

中央部床面上から滑石製の臼玉（第

14図－7），竃焼成部から長婆形土器

（第14図－1）がほぼ正位の状態で

出土している。



A－21．4m

第13図　第3号住居跡実測図

竃は北西壁中央部に付設され，長さ107cm・袖幅95cm・焚口部幅40cmで，袖部は砂質の粘土で構

築されている。焼成部は壁を105cmの幅で32cmほど掘り込み，火床は長径53C一mの楕円形状を呈し，

床を約15cm掘り凹めているが，実際の火床の深さは約5cmである。遺物は焼成部内から，使用し

ていた状態で長無形土器（第14図－1）が出土している。

一138－
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出土遺物解説表（第14区D

∴‥‘

l

E：＝ニノ

0－87ヒヨ＝∃
2CM

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調

普通

備　　 考

1

褒
A 18．割御 底部は平坦である。胴部最大径を下位にも 口綾部内外面共に横ナデ，胴部

B　31．1 ち，胴部は底部から外側へ開いて立ち上が

った後　胴部　 ‘

内外面共にへラ削り後，へラナ 砂粒・長石・石英

土師器
C　　 5．3

しま，　　 最大径より器厚をやや厚くし

て内轡ぎみに立ち上がる。ロ緑都は頭部か

ヂ整形。底部は多方向からのへ 橙色
ら大きく外反して開く。 ラ削り整形がなされている。

2

褒
A 30．欄 口綾部の破片である。ロ緑部は頸部からや ロ綾部外面は梼ナデ，内面はへ 普通
B　8．1餞）や外反ぎみに立ち上がりながら開き，胴部 ラ磨き，胴部外面はへラ削り． 砂粒・長石・石英

土師器
は頚部から内轡ぎみに外側へ広がる。 内面へラナデ整形が地されてい

る。

にぷい橙色

3

袈
A 21．1㈲ ロ綾部の破片である。ロ緑鰍は頸部から短 口緑部内外面共に横ナデ，胴部 普通
B　　 4，3 く外反して開き，胴部は頚部からやや外側 内面はへラナデ整形が施されて 砂粒・長石・

土師器
へ開く。 いる。外面不明。 石英・礫

4

小型謹
A13．頭彿 ロ綾部の破片である。口綾部は頸部から短 口綾部内外面に横ナデ，胴部内 普通
B　5．珊 く外反して開く。胴部は頸部から内轡ぎみ 外面共にへラナデ整形がなされ 砂粒・長石・石英

土師器
に真下にさがる。 ている。 橙色

5

鉢
A 24．9（衛 底部は丸底で深い皿状を呈し，休部は底部 休部内外面共に横ナデ，底部は 普通
B　7．7鴎I から短くやや外反して開く。 横位の静止へラ削り整形。内面 細砂・長石・

土師器
C23．珊 はへラ磨き調整がなされている。石英・スコリア

にぷい黄橙色

普通

6

鉢
A　24，9 底部は丸底でやや深い皿状を呈し，休部は 休部内外面共に梼ナデ，底部は
B　6．欄 短く外反して開く。 横位の静止へラ削り整形。内面 細砂・長石・

土師器
C 23．1（衛 はへラ磨き調整がなされている。石英・スコリア

にぷい黄橙色
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出土遺物解説表（第ユ4図）

番号 器　　 種　 法最 行m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

7

石 製　 品

臼　　 玉

断面 形は円 形をな し，厚 さ 3 mm を測 る。原

石 は滑石 で ある。

表裏， 側面 共に よ く磨 られ てい

る。

第4号住居跡（第15図）

本跡は遺跡の北西端，CIc6・CIc7を中心に確認され，西側の一部が調査区城外へ延びてい

る。また，本跡は南東コーナー部が第5号住居跡と重複しているが，本跡の方が古い。規模は長

軸6．9m魯短軸6jmの長方形を里し9主軸方向はN－610－Wである。壁高は北西部で26cm9　南東

部で45cmを測り，垂直に立ち上がっている。床は南から北へやや傾斜しているが平坦で，硬く踏

み固められている。なお，本跡は建て替えられた住居跡で，古い住居跡が火災に遭遇七た後，約

5cmほどロームを入れて床面を踏み固めて建てている。新しい住居跡も火災にあい，床まで焼け

ている。ピットは6個検出されたが9　PU P2は直径約20cmの円形を里し，深さは80～93cmと非

常に深いピットで主柱穴と思われる。また，P4は直径60cm，深さ47cmを測り，貯蔵穴と考えられる。

覆土は上層が黒褐色，中層～下層にかけて暗褐色の色調を呈し，下層部には多量の焼土粒子が

含まれ，自然堆積の状態を示している。

遺物は，床面上から土師器の完形品がやや多く出土する。竃東側から正位の状態で壷形土器（第

16図－3），中央部やや東側から棒形土器（第16図－7・8・9・11）が正位または倒立の状態

で，西側から二囁形土器（第16図－4），南側壁下から須恵器の杯形土器（第16図－12）が半完形品

で，また覆土中から鉄製の釘（第16図－13）が出土している。

なお，竃は北西壁に付設されていたが，撹乱が激しく，袖部の痕跡を確認するにとどまる。

出土遺物解説表（第16図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　 ′　技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

恵
A 18 ．3（礫 日録 部 は 頸 部 か ら大 き く外 反 して 立 ち 上 が 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通 胴 部 外 面 の

竺E B 14 ．8楓 り な が ら 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら球 状 に 広 が 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が な さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 一 部 に 煤 付

土　 師　 器
る。 れ て い る 。 浅 黄 橙 色 着

2

婆　 ‾

土　 師　 器

A 1 5 ．2㈲ ロ 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口綾 部 は 頸 部 か らや 内 面 全 体 お よ び 口 綾 部 外 面 横 普 通

B　 4 ．5（勒 や 外 反 して 開 き， 口 唇 部 は 水 平 で あ る 。 ナ デ 整 形 。 胴 部 外 面 縦 位 の へ ラ

削 り 整 形 が 施 され て い る。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色

恵
A　 1 3 ．3 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を豊 し， 胴 部 は 内 攣 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

3
笠 B　 l l ．1 し．て 立 ち 上 が り， 頚 部 は 器 厚 が 薄 くな る 。 か ら底 部 に か け て 内 外 面 共 にへ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器 日 綾 部 は 頚 部 よ り垂 直 ぎみ に 立 ち上 が っ た

後 ， や や 外 反 し て 開 く。

ラ磨 き調 整 が な さ れ て い る 。 黒 褐 色

4

城
A　 1 2 ．0 底 部 は 中 央 部 が や や 窪 み ， 胴 部 は 器 厚 を薄 底 部 は 多 方 向 か ら の へ ラ 削 り， 良 好

B　　 7 ．6 〈 し な が ら 内 攣 して 立 ち 上 が り， 口綾 部 は そ の 他 器 全 体 は へ ラ 磨 き調 整 が 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C　　 3 ．7 頚 部 か らほ ぼ 垂 直 に 立 ち上 が る 。 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 橙 色
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第16回　第4号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第16図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

5

．嶋
A l l ．別働 ロ 綾 部 か ら 胴 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 胴 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通 器 全 体 に 煉

B　 6 ．4俄 ） 部 は 大 き く内 野 して 立 ち 上 が り， ロ 綾 部 は 外 面 は 静 止へ ラ削 り， 内 面 横 位 砂 粗 ・長 石 ・ 付 着 。

土 師 器
頸 部 か ら短 くや や 外 反 して 開 く。 の へ ラ ナ デ 整 形 が な さ れ て い る。

二 次 焼 成 を受 け て い る。

石 英 ・ス コ リア

浅 黄 色

6

小 型 鉢
A　　 7 ．4 底 部 は 平 坦 で ， 胴 部 は 底 部 か らや や 外 側 へ 手 捏 ね 土 器 。 普 通

B　　 6 ．2 広 が っ て 立 ち 上 が り． 口 緑 部 は や や 内傾 す 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師　 器
C　　 5 ．0 る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い橙 色

7

坪
A　 1 3 ．7 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 内 面 お よ び 休 部 外 面 は へ ラ磨 き 普 通 内 外 面 に 朱

B　　 5 ．0 との 境 に 稜 を 有 し． 直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 調 整 。 底 部 外 面 の 上 位 は 雑 な へ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 塗 り。

土 師 器
C　 1 3 ．1 立 ち上 が る 。 ラ 磨 き， 下 位 は 多方 向 か ら の へ

ラ 削 り 整 形 が な され て い る。

赤 色

8

1不

土 師 器

A　 1 3 ．7 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 し， 休 部 は や や 長 く 器 全 体 に へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ 普 通

B　　 5 ．6

C　 1 2 ．6

し て 外 反 ぎ み に 開 く。 て い る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英

明 赤 褐 色

9

土不
A　 1 4 ．2 底 部 は 直 径 4 ．8 C汀Iの 円 形 の 平 底 で ，休 部 は 底 口緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 休 部 良 好

8　　 5 ．4 部 か ら内 野 ぎみ に 外 側 へ 広 が りな が ら 立 ち 外 面 は へ ラ 削 り後 へ ラ磨 き。 内 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 暮
C　　 4 ．8 上 が り， ロ 緑 部 で 外 反 して 開 く。 面 は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て い

る 。 底 面 は手 持 ちへ ラ削 りで あ る。

明 赤 褐 色
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出土遺物解説表（第16図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 0

土不
A　 1 8 ．6 底 部 は 丸 底 で 深 い皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 吾β 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 6 ．9 との 境 に 稜 を 有 し， 垂 直 に 立 ち上 が る 。 口 面 は へ ラ 削 り整 形 ， 内 面 へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
C　 1 8 ．4 昏 部 は 尖 る。 デ 整 形 が な され て い る。 橙 色

1 1

土不
A 1 2 ．2（㈲ 底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を呈 し ， 休 部 と底 部 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 外 面 普 通 外 面 に 媒 付
B　　 5 ．5 と の 境 は 明 瞭 で な く， 口 緑 部 で や や 内 攣 ぎ は 多 方 向 か ら の 静 止 へ ラ 削 り， 砂 粒 ・長 石 ・石 英 着

土 師 器
み に 立 ち上 が る。 内 面 は 横 位 の へ ラ磨 き 調 整 が な

さ れ て い る 。

橙 色

1 2

ま不
A l O ．別働 底 部 は 丸 底 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 よ りゆ る 器 全 体 水 挽 き 成 形 後 ， 口 繰 部 内 普 通

B　　 4 ．5 や か な カ ー ブ を描 い て 立 ち 上 が る 。 日 録 部 外 面 共 に 回 転 へ ラ削 り整 形 が な 細 砂 ・長 石 粒 ・

須 恵 器
C l l ．0（却 は 内 偵 して 外 上 方 へ 直 線 的 に の び ， 受 部 は

外 方 へ 短 く の び ， 端 部 は や や 尖 る 。

さ れ て い る 。 石 英 粒

灰 色

1 3
釘

鉄　 製　 品
1 辺 が 4 m mの 角 柱 状 の もの で あ る 。

第5号住居跡（第18図）

本跡は遺跡の西側，Cla7・Clb8を中心に確認され，西側で第4号住居跡，東側で第8号住

居跡と重複している。新旧関係は，本住居跡の方が新しい。また，中央部のやや西側から第7号

土壌を床下から確認する。規模は長軸（6．3）m・短軸5．95mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－

350－Wである。壁高は56～58cmを測り，第4・8号住居跡から約8cmほど浅く構築され，壁面は

直線的に外側へ広がりながら立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められ，南・西・

北側には幅10cm，深さ10～13cmほどの溝が周回している。また，西壁下の溝中央部から，住居跡

の中央に向かって幅15－25cm，深さ5～10cmの溝が走っており，間仕切りにしたものとも考えら

れる。ピットは5個検出され，位置などからPlが主柱穴と考えられ，直径20cnlの円形状を呈し，

深さは47cmである。また，南側壁下中央部には半径1．5品，ベルト幅30～40cmの半円状のベルトが

作られ，内側には直径70cmの円形状の穴が掘られ，深さは73cmである。貯蔵穴として使用した穴

A－21．41Ⅵ　　　　　－A，

第17図　第5号住居跡竃実測斑

－143－

と考えられる。

覆土は全体にローム粒子・ロームブロッ

クを含み，色調は上層～下層にかけて暗褐

色を呈し，レンズ状の自然堆積である。

遺物は土師器，須恵器の破片を少量出土

する。住居跡中央のやや東側覆土中から塊

形土器（第19図一8），覆土中から鉄製の釘

（第19図一16）が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ125

cm・袖幅85cm・焚口部幅20cmを測り，袖部

はにぷい黄褐色の粘土で構築され，焚口前

部には凝灰岩を横にして潰れを防止してい
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第柑図　第5号住居跡実測図



る。焼成部は壁を且30cmの幅で76cmほど掘り込み9火床は長径33cmの不整楕閏形を豊し撃床を3～

5m掘り凹めている。遺物は焼成部から完形の棒形土器（第19図…9）が出土している。

出土遺物解説表　第摘図）

番号 器　 種 桓 墨拉m）　 器　 形　 の　 特　 徴　　 整　 形　 技　 法　 焼成機 土儀 可 備　 考

ユ土≡器芸冒；堅 要撃圭芸窯嘉害警要撃豊離警買誓薫警竿警‡莞票完ゞ薫買霊石英
し て 外 反 し て 開 く 。

2　壷　 芸12？芸（浣忠霊芸孟警票完芸芸‡冒警孟芸雷雲漂同志慧票芸芸票禁讐‡‡雷雲訂慧儲沌英
土 師 器　　　　 日録部 は頚部 か ら大 き く外反 して開 く0　 なされ てい る0　　　　　 に ぷい橙 色

3　婆　 3 ㌢冒禁書：；豊芸芸莞！雲芸芸豊雲：雷雲慧誓芸慧芸濃 悪霊：ま這孟票差這票禁警悪霊朝。石英
土 師 器　　　　 に立 ち上 が る0　　　　　　　　　 ナデ整 形が なされ てい る。　 橙 色

i

後　項 2堅≡芋蓋警革喜、蓋孟恵窯：β慈憂苦堅塁萎堅琵琶買誓票禁孟漂 蓋舶英
土師当＋ 序る。

・こ士こご覧E

5

土 師 器 i

圭 ≡器B20や3㈱脛 芸票…雲宝‡‡芸雷志こ苧孟志芸霊夢≡警買誓警禁孟芸完ゞ禁薫買慧 英

7i 壷　芸ユ親 慧豊等警警‡漂孟宗‡漂孟よ老親 慧警豊票芸忘禁‡芸濃 悪霊蘭訂
土 師 器　　　　 出 して 球 状 を な す 。　　　　　　　 い る 0 外 面 は磨 滅 が は げ し く不　 橙 色

明 で あ る 。
i

8 土：：器芸14‘雲（讐笠窯曇筆 雷鵠 豊 菅 賢 懇 緩 鮮

浅黄橙色
9土≡器；ユ；；；買髪蓋…芸蓋碧芸≡菱蓋誓蓋ぎ善意蓋萎蓋0買警軍三三窯蓋蓋窯惹憂ま竿窯蓋還舶 英

に短く立ち上がる。　　　　　　　　　　明である。ヱ0土：器等 蔓…曇誓華警：大志孟霊認慧票ii芸準 ≡菜蓋絹 舶 英i

十土器昌23‥冒堀蔓誓至芸警薫器漂；票禁鵠讐窯 義 芸警警妄絹 舶英
と思 わ れ る 。

［
ユ2 土：：器芸11°冒㌢窯芸窯票差ぎ‡豊豊票言…禁霊；至芸雷筈蓋蓋買這写真、き誓豊絹 ・長石朋
13 土：器指′1：蓋警；豊 ‡漂 志孟‡票霊芸崖警貫至芸…≡慈恵窯蔓買薫買；慧石英i

る 。

拍 小 型 婆 告 ：鵠 芸霊 雷蒜し、讐 票 禁 くしなから 手捏ね土器である0　　 悪霊働 。石卦

土 師 器　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 雲母
にぷい黄橙色
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出土遺物解説表（第19図）

番号 券　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 5

蓋 B　　 3 ．7 頂 部 は 水 平 に 開 き ， 肩 部 か ら ゆ るや か に 外 水 挽 き 成 形 後 ， 頂 部 か ら屑 部 に 普 通
C　 1 2 ．3 下 方 へ 広 が る 。 ロ 綾 部 は 垂 直 に 下 が り． 口 か け て 回 転 へ ラ 削 り 整 形 ， ロ 繰 細 砂 ・長 石 粒 ・

須 恵 器
唇 部 は 短 く広 い。 部 は 横 ナ デ 整 形 。 石 英

灰 色

1 6

釘

鉄 製 品

釘 の 先 端 部 と思 わ れ ， 先 に 伸 び る に した が

っ て 細 くな る 。
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第20図　第6号住居跡実測図
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第6号住居跡（第20図）

本跡は遺跡の南端，C2c3を中心に確認され，第7号住居跡の南2．3mに位置している。また，

本住居跡の大部分が調査区城外へ延びているため不明の点が多い。規模は，竃の付設してある位

置を中央部と考えると，一辺が4．75mの方形を呈し，主軸方向はN－10－Wである。壁高は約40

cmを測り，やや外反ぎみに立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められている。ま

た，ピットは北西部から1個確認し，直径50cmの円形を呈している。深さ60cmのもので，主柱穴

と考えられる。また，他の柱穴は本住居跡が調査区城外へ延びているため不明である。

覆土は上層が黒褐色，下層が暗褐色を呈し，下層部の覆土には焼土ブロック・炭化物を含み，

自然堆積の状態を示している。

遺物は竃周辺，とくに東側から土師器を多く出土している。竃東側から嚢形土器（第22図－1）
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A－　21．4m

が倒立した状態で，また西側壁下から球形

土器（第22図－11）が出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ120cm・

－A’　袖幅84cm・焚口部幅30cmで，袖部は黄褐色

議21図　第6号住居跡竃実測図
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第22図　第6号住居跡出土遺物実測図

の粘土で構築され，また焚口部の袖には補

強のために凝灰岩が使われている。焼成部

は壁を45cmの幅で20cmほど掘り込み，壁ぎ

わに煙道を作っている。火床は長径47cmの

長楕円形を呈している。遺物は焼成部から

婆・壷形土器（第22図一2・3・4），盤形

土器（第22区ト8）が出土している。
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出土遺物解説表（第22図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

婆
A　 14 ．0 底 部 は 平 坦 で ， 底 部 よ り器 厚 を 薄 く し なが 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ チr整 形 。

一立　　　　　　　　 ‾　 l
普 通

B　 14 ．8 ら外 側 へ や や 広 が り， 胴 部 最 大 径 に 至 る。 胴 部 外 面 は へ フ 削 り。 内 面 は へ
ラ ナ デ 整 形 ， 底 部 は 多方 向 か ら

砂 粒 ・長 石 ・

土 師　 器
C　　 5．8 さ ら に ， や や 内 側 へ 傾 き な が ら 立 ち上 が る の へ ラ削 り整 形 が 施 さ れ て い る。

0　ま た　 胴 部 外 面 が 一 部 磨 滅 して
石 英 ・雲 母

ロ 綾 部 は 頸 部 か ら短 く外 側 へ 開 く。 ・－サ　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　 ロ
い る 。

に ぷ い 黄 橙 色

2

療
A 1 4 ．1㈲

B 1 3 ．9硯）

底 部 欠 損 の 土 器 で あ る 。 胴 部 は 頸 部 か らや 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

や 外 側 へ 張 り 出 し， 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 日 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が な さ 砂 粒 ，長 石 ，石 英

土 師　 器
綾 部 は ， 頚 部 か らゆ る や か に 外 反 し な が ら

立 ち 上 が る 。

れ て い る 。 に ふ い 黄 橙 色

3

－＝量ゴー
A 1 4 ．2㈲ 口綾 部 は 頸 部 か ら 大 き く外 反 して 立 ち 上 が 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

竺E B 1 5 ．4（勒 り， 胴 部 は 頸 部 か ら大 き く張 り出 し ， 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 へ ラナ デ 細 砂 ・長 石

土　 師　 器
最 大 径 に 至 る 。 球 形 状 を呈 す 。 整 形 が な さ れ て い ．る。 外 面 は磨

滅 の た め 不 明 で あ る 。

石 英

に ぷ い 橙 色

4

準

土　 師　 器

A 1 7 ．9（衡 口 緑 部 は 頸 部 か ら短 く外 反 して 開 く。 胴 部 日録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B l O ．5㈲ は 頸 部 か ら少 々 外 下 方 へ 開 く。 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 へ ラ ナ デ

整 形 が 施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

5

窺
A 1 5 ．5㈲ 目線 部 は 頚 部 か ら 外 反 して 開 き ， 胴 部 は 頸 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B 1 4 ．2観） 部 か らや や 張 り 出 して 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 へ テ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
後 ， 内 側 へ 傾 き な が ら底 部 に 至 る。 ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 橙 色

6

甑
A 1 6 ．6㈲ 口 綾 部 は 頸 部 か らや や 外 反 して 開 く。 胴 部 目線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

ロ

土　 師　 器

B　 7 ．5擁） は 頸 部 か ら直 線 的 に 内 側 へ 傾 い て さが る 。 胴 部 外 面 は 多 方 向 か らの へ ラ削

り， 内 面 へ ラ ナ デ 整 形 が な され

て い る 。

細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 橙 色

7

甑
B　 4 ．5観） 髄 の 底 部 片 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら や や 内 内 外 面 共 に へ ラ 削 り整 形 。 普 通 外 面 に 浅 い
C　 4 ．2（傑 攣 ぎ み に 外 側 へ 広 が り な が ら 立 ち上 が る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英 「Ⅴ 」字 状 の

土　 師　 器
底 部 端 部 は 丸 味 を もつ 。 ス コ リア

に ふ い 黄 橙 色

刃 物 を とい

た と思 わ れ
る痕 跡 あ り

8

般
A 2 3 ．4（㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い皿 状 を呈 し， 休 部 は 底 部 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 内 普 通 底 部 に 「V 」

皿L B　 5 ．9㈱ との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 外 上 方 外 面 共 に 雑 な へ ラ磨 き調 整 が な 細 砂 ・長 石 ・石 英 字 状 の 刃物

土 師　 器
C 2 2 ．4㈲ へ 立 ち上 が る 。 口唇 部 は や や 尖 る 。 され て い る 。 に ぷ い 黄 橙 色 な ど を と い

た と思 わ れ

る痕 跡 有 り。

9

般
A 2 1 ．3㈲ 底 部 は 非 常 に 浅 い 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 内 普 通

皿L B　　 2 ．7 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 外 反 して 立 ち 面 は へ ラ 磨 き調 整 が な され て い 細 砂 ・長 石 ・石

英

橙 色
土　 師　 器

C 1 9 ．7㈲ 上 が る 。 る 。 外 面 は 磨 滅 が は げ し い た め

不 明 で あ る 。

10

塊
A 1 3 ．3（㈲ 胴 部 は 内 攣 ぎみ に 外 上 方 へ 立 ち 上 っ て 頸 部 口綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通 胴 部 外 面 に

B　 5 ．6鋭 ） に 至 り， 日録 部 は 頸 部 か ら 短 く外 反 して 開 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ 細 砂 ・長 石 ・石 英 へ ラニ伏工 具

土　 師　 器
く。 ラナ デ 整 形 が な さ れ て い る 。 橙 色 に よ る 細 い

3 本 の 縦 ・
横 位 の 沈 線
の 文 様 有 り。

11

士不
A 1 6 ．2㈲ 底 部 は 丸 底 で皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 短 く， 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 内 普 通

B　　 4 ．1 ほ ぼ 垂 直 に 短 く立 ち上 が る。 面 は へ ラ ナ デ 整 形 ， 外 面 は 幅 の 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C 1 5 ．7㈲ 狭 い へ ラ 削 り整 形 が な され て い

る 。

橙 色

第7号住居跡（第23図）

本跡はC2b3を中心に確認され，第10号住居跡の南3mに位置している。また，本住居跡は南

東コーナー部で第9号住居跡言ヒ東コーナー部で第2号土壌と重複しているが，本跡の方が古い。

規模は長軸4・4m。短軸4・25mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－300－Wである。壁高は南側25

cm，北側40cmで，第9号住居跡との差は10cmほどである。壁面はゆるやかに外側へ広がって立ち

上がっており，床は全体に平坦で，硬く踏み固められている。ピットは4個確認され，PトP3

は直径30～32cmを測る円形を呈し，深さは25～32cmである。また，P4は長径110cme短径80。mの
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④

A－21．4m

第23図　第7号住居跡実測図

A－21．4m

第24図　第7号住居跡竃実測図
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楕円形を呈し，深さは33cmで，貯蔵

のために使用されたピットと思われ

る。

覆土は全体にローム粒子・ローム

ブロックを含む柔らかい覆土で，色

調は全体に黒褐色を呈し，自然流入

の状態を示している。

遺物は，全体から土師器の破片を

少量出土する。南東壁下中央部から

塔形土器（第25図－5）が完形の状



態で，また，北西コーナー覆土中から滑石の石製品（第25図－8－15），鉄製の釘（第25図－16）

が出土している。

竃は北西壁中央部に付設されていたが，西側の袖のみを確認したにとどまる。焼成部は壁を140

cmの幅で35cmほど掘り込んでいる。覆土は黒褐色の色調を呈し，ローム粒子・焼土粒子・炭化物

を含んでいる。

3
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U
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n
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第25図　第7号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第25区l）

柑

i

‖

U

篭

2

∩
日
日
月
日
日
田

胤』
5

n
u
日
日
u
H
U

番号 器　　 種 法量 （cIu ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1

窺
A 13 ，0㈲ 口緑 部の破 片 であ る。 口綾部 は頸部 か ら器 ロ緑部 内外面 共に横ナ デ， 胴部 普通
B　5 ．6㈲ 厚 を薄 くし， 外反 して立 ち上 がる。 胴部 は 内部はへ ラナ デ整形が な されて 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
頚 部か ら大 き く外 下方へ 開 く。 いる。 外面は磨 滅の ため不 明。 にぷ い鐙 色

2

聾
B　　 4 ．9 底 部は丸 底状 を呈 し， 凸 凹であ る。胴 部は 胴部 外面 はへ ラ削 り， 内面全体 普 通

C　　 5 ．9 底部 か らやや 内野 ぎみに 外上方へ 立 ち上 が 指ナ デ整形 が なされて いる。 砂粒 ・長石 ・石 英

土 師 器
る。 に ぷい黄橙 色

3

高塚

土 師 器

B　　 8 ．9 脚部 は僅か な膨み を もつ柱部 か ら外反 ぎみ 外 面全体 はへ ラ磨 き調 整， 内面 普通

に大 き く開 く。 は横 ナ チ整形 がな されてい る。 砂 粒 ・長石 ・石 英

橙 色

4

坪
A 14 ．1腹） 底部 は丸底 で， やや 深い皿 状 を呈 す る。体 休部 内外面 共に横 ナチ， 底部 内 普 通

B　　 6 ．6 部 は頭部 との境 に稜 を有 し， 外 反 して立 ち 面はへ ラ磨 き調整 がな されて い 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器
C　 12 ．2 上が る。休 部は他 の坪 に比較 してやや長 い る。外 面は磨 滅の ため不 明で あ

る。

ス コ リア

橙 色
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出土遺物解説表（第25図）

番号

5

器　　 種

坪

法 皇 （c m ）

A　 1 2 ．9
B　　 4　3

線　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　 形　　 技　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

底 部 は 丸 底 で ， 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部

か ら 短 く内 傾 し て 立 ち 上 が る 。

器 全 体 が 雑 な ヘ ラ磨 き調 整 が な

さ れ て い る。 底 部 下 位 は磨 滅 の

普 通

細 砂 ・長 石 ・石 英

内 外 面 に 朱

塗 り。

土　 師　 器 C ．1 3 7
た め 不 明 で あ る。 橙 色

普 通
砂 粒 ・長 石 ・石 英

赤 褐 色6

坪

土　 師　 器

A　 l O ．9
B　　 4 ．6

C　 ll ．1

底 部 は 丸 底 で 深 い 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底

部 か ら器 厚 を 薄 く し て 立 ち 上 が る 。

内 面 全 体 お よ び 休 部 か ら 底 部 上

位 の 外 面 に か け て へ ラ磨 き調 整
底 部 下 位 は へ ラ 削 り整 形 が な さ

れ て い る 。

内 外 面 に 朱

塗 り。

7

i不

土　 師　 器

A　 14 ．0
B　 4 ．2（珂

底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 し て い た と 思 わ れ ・

休 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が る e

内 面 全 体 と休 部 外 面 は ヘ ラ磨 き

調 整 が な さ れ て い る 。 底 部 外 面

は磨 滅 の た め 不 明 で あ る。

普 通
紬 砂 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア
赤 褐 色

内 外 面 に 朱

塗 り 。

8
1

1 5

及 孔 円 板

石　 製　 品

滑 石 を原 石 に し て　 円 形 に 作 り あ げ ， い ず ． 側 面 お よ び 両 面 共 に よ く磨 ら れ

れ の 円 板 も直 径 2 m ほ どの 孔 を 2 個 有 して

い る 。 1 3 ～ 1 5 は 破 損 品 で あ る 。

て い る 。

1 6
釘

鉄　 製　 品

釘 の 曲 っ た も の で あ る 。

第8号住居跡（第27図）

本跡は遺跡の西側，Cla9・Cla。を中心に確認され，第11号住居跡の西4mに位置する。西

側で第5号住居跡と重複し，本跡の方が古い。規模は長軸7・25m・短軸7・1mの方形を呈し，主軸

方向はN－390－Wである。壁高は40～50cmで，直線的に外側へ広がって立ち上がっている0床は

全体に平坦で，硬く踏み固められ，竃側の壁下には幅10cm，深さ5～8cmの溝が掘られている。

ピットは5個確認され，Pl～P4は直径20－30cmの円形を呈し，深さは50～70cmとやや深い。ま

た，本跡が火災に遭遇していたため，Pl・P4の柱が炭化した状態で遣存し，確認したときの柱

の様子は一辺が12cmの角材と考えられたが，掘り込んで調べた結果，加工を加えない広葉樹の自

然木を使用して建てられた柱であることが判明した。また，柱穴底面は粘土と砂粒を混ぜた土を

入れて固め，柱の沈み防止を行って

1H
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いる。南壁中央部には第5号住居跡

と同様のベルト状の半円が作られ，

内部には長径110cm・短径88cmの楕円

形のピットが掘られ，深さは55cmで

ある。覆土は柔らかく，貯蔵穴として

使用したものかと思われる。なお，覆

土中から杯・塊形土器（第28図一5・

6）が完形の状態で出土している。

覆土は上層か暗褐色，下層が褐色

を呈し，上層の覆土中にはロームブ

ロック・ローム粒子を多量に含む。

また，中層から下層にかけては多量

の炭化材が含まれ，下層部は本住居
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跡が火災に遭遇したとき言肖火のために土を投げ込んだものと考えられる。なお，壁下および上

層は自然堆積の状態を示している。

遺物の出土は全体に少なく，竃東側から葉形土器（第28図－・1），P5のやや北側覆土中から，

棒形土器（第28図－7），竃西側覆土上層から滑石の石製模造品（第28図－12）が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ124cme袖幅92cmゆ焚口部幅30cmで，袖部は黄褐色の粘土で

構築されている。焼成部は壁を122cmの幅で20cmほど掘り込み，火床は長径38cmの不整楕円形を呈

している。遺物は焼成部から壷形土器（第28図－3），支脚（第28図－11）が出土している。

出土遺物解説表（第28図）

番号 器　　 種 法 呈 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

　ヽ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く・一　　　　一JL・－ 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 並 、
無

A 1 8 ．8（徹 胴 部 は 底 部 か ら 内 攣 き み に 外 上 方 へ 止 ち 上 日通

1
B 1 8 ．0夙） が り，胴 部 貴 大 径 を 上 位 に 有 す る 。口 綾 部 は 外 面 は 雑 な へ ラ磨 き ， 内 面 は 縦 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
外 反 し て 立 ち上 が る。 の へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ る。 に ぷ い褐 色

普 通
婆

B 1 5 ．7㈲ 口綾 部 を 欠 損 す る 土 器 で あ る 。 底 部 は 平 坦 底 部 は へ ラ 削 り ， 胴 部 外 面 は へ

2
C　　 8 ．5 で ， 胴 部 は 器 厚 を 同 じ く し て ， 底 部 か ら 内 ラ 削 りが 行 な わ れ て い る が 磨 滅 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
攣 ぎ み に 外 上 方 へ 立 ち上 が る 。 同 部 最 大 径 が は げ し い 。 内 面 は へ ラ ナ デ 整 橙 色

か ら や や 内 傾 し て 立 ち上 が る 。 形 が 施 さ れ て い る 。

3

普 通
ーニ土ご

A 1 5 ．0㈲ 胴 部 は 底 部 か ら大 き く外 側 へ 広 が りな が ら 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部

笠 B 1 6 ．3㈱
立 ち 上 が っ て 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ， 内 側

立　 1二コ完
外 面 は 多方 向 か らの へ ラ 削 り， 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
へ 傾 い て 頸 部 に 土 り， 球 状 を な し て い る 。

ロ綾 部 は 器 厚 を薄 く し な か ら 外 反 して 立 ち
成 立　　 ト蔽 求 ㌫・オ

内 面 は 多方 向 か らの へ ラ ナ デ 整

形 が な さ れ て い る

に ぷ い褐 色

上 が り， ロ ロ部 で 水 平 に ざ る 。 ／　 よ　　　　　　　 。

普 通
塊

A　 1 5 ．5 底 部 は 丸 底 で ， 胴 部 は 底 部 か ら連 続 的 に ゆ 口 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， そ の

4
B　　 8 ．6 るや か に 立 ち 上 が っ た 後 ， 垂 直 ぎ み に 立 ち 他 内 面 全 体 へ ラ磨 き調 整 が な さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
上 が る 。 口 緑 部 は 短 く， 頸 部 か らや や 開 き れ て い る 。 外 面 全 体 は 磨 滅 が は に ぷ い褐 色

な が ら立 ち 上 が る 。 げ しい た め 不 明 で あ る 。．

5

塊
A　 1 3 ．0 底 部 は 丸 底 で 下 位 か ら 器 厚 を 薄 く し， 大 き 休 部 は 内 外 面 共 に へ ラ 磨 き 後 ， 良 好

B　　 5 ．8 く 開 き な が ら立 ち 上 が る 。 休 部 と 底 部 との 指 ナ デ整 形 ，底 部 外 面 は 横 位 の へ 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
境 は 明 確 で は な い が ， 上 位 で 外 反 す る部 分 ラ 削 り， 内 面 は 多方 向 か ら の へ 石 英 ・ス コ リア

が 休 部 と考 え ら れ る 。 ラ ナ デ 整 形 か 施 され て い る 。 明 赤 褐 色

杯
A　 1 4 ．8 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 器 全 体 内 外 面 共 に へ ラ 磨 き 調 整 普 通

6
B　　 5 ．1 か ら や や 長 く直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 が 行 な わ れ て い る。 全 体 に 磨 滅 紳 砂 ・長 石 ・

土　 師　 器
C　 l O ．5 し て い る 。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

－ 良 好
杯

A　 1 2 ．3 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 し， 休 部 は底 部 との 内 部 全 体 へ ラ磨 き調 整 ， 体 部 外

7
B　　 5 ．2 境 に 稜 を 有 し て， 直 線 的 に 外 上 方 へ 器 厚 を 面 は 横 ナ デ ， 底 部 外 面 へ ラ 削 り 砂 粒 ・石 英 ・長 石

土　 師　 器
C　 l O ．4 減 じ な が ら 立 ち 上 が る。口 唇 部 は や や 尖 る 。 整 形 が な さ れ て い る 。 橙 色

－

杯
A 1 2 ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 下 位 よ り器 厚 を凄 く しな が ら 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 全 良 好

8
B　　 4 ．9 大 き く外 上 方 へ 開 く。 休 部 は や や 外 反 ぎ み 体 は へ ラ 削 り後 外 面 雑 な へ ラ 磨 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器
C l l ．3（複） に 立 ち 上 が る。 き ， 内 面 は へ ラ 磨 き 調 整 が 行 わ

れ て い る 。

明 赤 褐 色

A 1 2 ．3㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 皇 す る。 休 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

杯 B　　 4 ．4 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し て 内 側 へ 傾 い た 面 は 多方 向 か ら の へ ラ 削 り， 内 細 砂 ・長 石 ・

9

土 師　 器
C 1 2 ．7（復） の ち ， や や 外 反 して 開 く。 全 体 に 器 厚 は 薄 面 は へ ラ磨 き調 整 が 行 わ れ て い 石 英 ・ス コ リア

日　 褐 色い ○ る 。 拇黄

小 刑 高 杯 B　　 2　0 鼻 部 を 欠 損 す る 高 年 で あ る　 脚 部 は 受 部 か 手 捏 ね 土 器 普 通 受 部 内 面 に

10
二土間

土　 師　 器

C　　 3 ．9 又 日　　　　　　　　　　　　 岡　　　　　　　　　 0
ら 大 き く外 側 へ 開 く 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

朱 塗 り

11

支　　 脚

土　 製　 品

円 筒 状 を 呈 す る 。 指 に よ る ナ デ 整 形 が な さ れ て い

る 。

普 通
砂 粒 ・礫

橙 色

12

有 孔 円 板

（剣 形 品 ）

石 製　 品

滑 石 を 擬 石 に して 剣 形 に 作 る 。 直 径 2 m m の

孔 を 1 個 有 し て い る。

側 面 は よ く磨 ら れ て い る。

－154－
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第9号住居跡（第29回）

本跡は遺跡の南端・C2b5・C2C5を中心に確認され，第10号住居跡の南3・2mに位置している。

また・北西コーナー部は第7号住居跡と重複しているが，本跡の方が新しい。規模は，竃の有る

壁側で6・15mあるが，南西壁は本跡が調査区城外へ延びているため不明である。主軸方向はN－

420－Wである0壁高は30～47cmで，直線的に外側へ広がりながら立ち上がっている。床は全体に

平坦で・硬く踏み固められ，とくに竃前方部が硬い。また，壁下には幅10－12cm，深さ7－10cm

の小さな満が全体に周回している0ピットは3個確認され，Pl・P2は長径45cmの円形または精
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円形を豊し9深さは68～76cmである。なお9　竃東側から確認されたP3ほ長径105cm◎短径100cmの

楕円形を呈する深さ51cmのもので，貯蔵穴と思われる。

覆土は，全体に黒褐色を主体にした土が堆積し9　上層部はローム粒子などを含みラ　下層部には

ローム粒子の焼土粒子e炭化物を含んでいる。自然流入の状態である。

出土遺物は普　中央部から北西方向の床面上にかけてやや多く出土している。中央部やや西側の

床面上から棒形土器（第30図－13）9　また住居跡全体の覆土中から滑石の石製品（第30図－16～

21）が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ115cme袖幅100cme焚日部幅45cmの規模を有している。袖

部は黄褐色の粘土で築かれ9　焚口部前部には凝灰岩が横に置かれている。なお，袖前部には補強

のために凝灰岩の石を路角柱状に加工して埋めている。焼成部は30cmの幅ではcm掘　込み　ここ

に煙道を作っている。遺物は焼成部から無形土器（第30図－2の5）が横位の状態で，上層から

同じく長婆形土器（第30図…1）が出土している。

出土遺物解説表（第30図）

匝 器　　 種 法量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法　　　 焼 成 ・胎 土 ・色 調　 備　　 考

1

2

長　　 盛

土　 師　器

A　 16 ．7

B　 3 1．3

C　　 5．8

底 部 は器形 か大型 に しては／J、さ く， 平底 で
あ る。 胴部 は底部 か らやや 外側 へ開 き ぎみ
に立 ちJ二が った後， 最大径 か ら内偵 して立
ち上が る。胴 部最大径 を中位 よ り下 に もつ
目線部 は頚部 か らや や外 反 ぎみ に立 ち上 っ
た後， 口辺部 で大 き く外 反す る。

日経部 内外 面共 に横ナデ サ　胴部　 普 通

慈

土　 師　器

鳥 霊

C　　 5．9

底部 は平 坦で， 胴部 は底部 か ら内攣 ぎみに 目線部 内外面 共に横 ナデ， 胴部　 普通
語 弊 完 認 諾 警 譜 細砂 ・長石 ・ i

る。 また，胴部 下位 外面 に剥離　 石英 ・ス コ リア
が み られる。　　　　　　　　　　 にぷ い黄橙 色

外側 へ開 き ぎみ に立 ち上が り，胴 部最 大径

を中位 に もつ。 ［］緑部 は頚部 か ら外反 して

「く」字状 に立 ち上 が る。

3

4

慈
A 20．0㈲ 日綾部 の破 片で ある。 日綾部 は頸部 か ら大 目線部 内外面お よび胴部 上位 は 普 通

B　5．7槻） きく外反 して開 く。 へ ラ磨 き調 整。 内面へ ラナ デ整　 砂 粒 も長 石 ・石 英

土　 師　 器 形 が施 されてい る。　　　　　　 にぷ い黄 橙色

l

塗
A　 17．1 臼綾 部は 頸部か らゆ るやか に外反 して 開 く。 目線部 内外 面共 に横ナデ ，胴部　 普 通

B 14．9観） 胴部 は頸部 か ら直線 的にやや 外側 へ広 が り 外面 は縦位 のへ ラ削 り， 内面 は　 砂栽「∵巨石 ・

土　 師　器 な が らさが る。 縦位 のへ ラナデ整 形が施 され て 石 英 ・スコ リア

い る。　　　　　　　　　　　　　 にぷ い黄橙 色

5

婆
A　 18．3 底部 欠損 の土器 であ る。 目線 部 は頸部 か ら 目線部 内外面 共に横 ナデ， 胴部　 普通

B 15．6槻） やや 外反 ぎみに3．5cm ほ ど立 ち上 が る。胴 部 外面はへ ラ削 り， 内面はへ ラナ　 砂粒 ・長石 ・石 英

土　師　 器
は頸 部か ら中央部 にやや ふ くらみ を もって デ 整形が施 され て いる。
下が る。

6

小 型 鉢
B　5．6㈱

C　　 4 ．5

底部 は平坦 で，胴部 は底 部か ら器厚 をやや

薄 くしなが らやや 外側へ 開 いた後， 垂直 に

手捏 ね土 器　　　　　　　　　　 普 通

砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器 立 ち上 が る。 口緑部 はやや 外反 ぎみ に開 く。 にぷい橙 色

7

婆
B　5．3㈱ 底 部は平 坦 で， 胴部 は底部 か ら大 き く外側 底部 お よび胴部外 面はへ ラ削 り，普 通

C　　 7．4 へ 開 きなが ら立 ち上 が る。 内面 はへ ラナデ整 形か施 され て　 砂粒 ・長石 ・石英

土　 師　器 い る。　　　　　　　　　　　　　 橙 色

8

ま不

土　師　 器

A　 14．9 底部 は丸底 で皿状 を呈 し，休 部は底 部 との 内外面共 にへ ラ磨 き調 整が 施 さ 普通 内外面 朱塗
B　　 5．6 境に 明瞭 な稜 を有 して直線 的にやや 外側へ れ て いる。底部 外面下 位 は磨 滅　 細砂 ・長石 ・石 英　 り

C　 12．6 開 きぎみ に立 ち上 が る。 してい る。　　　　　　　　　　 明赤褐 色

9

隼
A　 13．3

B　　 4．8

底 部は 丸底 で浅 い皿状 を呈 し， 休部 は底部 底部 外面横 位のへ ラ削 り，休 部　 普 通

か ら直 線的 に内側へ 短 く開 く。 内外 面お よび， 内面は 全体 にへ　 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　器 C　 14．3 ラ磨 き調整 かな されて いる。　 にふい 黄橙 色
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出土遺物解説表（第30図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 無　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1 0

坪
A　 1 2 ．9 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 し， 休 部 は 底 部 底 部 外 面 は 多 方 向 か ら の へ ラ 削 良 好

B　　 4 ．0 との 境 に 明 瞭 な稜 を有 して 短 く内 側 へ 傾 い り， 休 部 外 面 は 横 位 の へ ラ磨 き
細 砂 ・長 石 ・石 英

灰 褐 色
土 師 器

C　 1 4 ．4 て 立 ち 上 が る。 調 整 ， 内 面 全 体 は へ ラ 磨 き調 整

が 施 さ れ て い る 。

1 1

坪

土 師 器

A 1 5．6㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る もの と思 わ 器 全 体 に へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ 良 好

B　 3 ．3（瑚 れ　 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 な 稜 を有 し て

内 側 へ 傾 き な が ら 短 く立 ち 上 が る 。

て い る 。
細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

1 2

土不

土 師 器

A　 1 5 ．0 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を呈 し， 休 部 は 器 全 体 に ヘ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ 普 通

B　　 4 ．9

C　 15 ．1

底 部 か ら短 く垂 直 に 立 ち 上 が る 。 て い る。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色

1 3

圭不 A　 1 6 ．5 休 部 と 底 部 の 境 は 明 瞭 で な い 。 底 部 は 丸 底 器 外 面 は 横 位 の へ ラ磨 き ， 内 面 碧 肇 ∴ 芸 芸 名 ア

土 師 器
B　　 5 ．1 で 皿 状 を 呈 す る。 は 放 射 状 の ヘ フ磨 き調 堕 が 砲 さ

れ て い る 。

14

土不

土 師 器

A 1 5 ．2㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 し． 休 部 は 短 く底 部 器 外 面 は 雑 な へ ラ 磨 き， 内 面 は 良 好

B 1 4 ．4㈲ か ら垂 直 ぎみ に 立 ち 上 が る 。 へ ラ磨 き調 整 が 砲 され て い る。 組 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色

1 5

土不
A　 lO ．6 や や ノ」、型 の 隼 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通
B　　 2 ．9 歌 を 里 し， 休 部 は 底 部 か ら 短 く垂 直 に 立 ち 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ 磨 き 細 砂 ・長 石

土 師 器
C　 l O ．7 上 が る。 調 整 が 砲 さ れ て い る 。 石 英 ・雲 母

に ぷ い 橙 色

1 6 双 孔 円 板 滑 石 を原 石 に し， 円 形 状 に 作 られ て い る 。 剥 離 し た 後 側 面 を よ く磨 りあ げ

1
2 0 石 製　 品

1 6 ・1 9 は 破 片 で あ る が ， そ の 他 は 元 成 晶 で

あ る 。 1 7 ・1 8 ・2 0は 2 個 の 孔 を有 す る 。

て い る 。

2 1

有 孔 円 板 滑 石 を原 石 に して 剰 形 に 作 る 。 先 端 部 を 欠 剥 離 し た 後 側 面 を 丁 寧 に 磨 りあ
（剣 形 品 ）

石 製 晶

捜 し ， 孔 を 1 個 有 す る 。 げ て い る 。

第10号住居跡（第32図）

本跡はB2i3・B2j3を中心に確認され，第7号住居跡の北3m，第12号住居跡の南5mに位

置している。規模は長軸6．4m・短軸6．35mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－24．50－Wである。

壁高は東側が50cm，西側が70cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み

A－　21．4m
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固められ，壁下には幅5－10cm，深さ5cm

の浅い溝が全体に周回している。ピットは

6個確認され，Pl～P4は直径25－30cmの

円形でやや′トさく，深さは70～92cmと深い

ピットである。Pl～P2は3．5m，P2～P3

は4mの間隔に掘られ，いずれも主柱穴と

考えられる。P5は南壁下に作られた平面形

がh」形で，高さ3cm，幅30－44C汀Iの土

手状の高まりをめぐらした施設内側に掘ら

れた小さなピットで，覆土は柔らかく，入

口的な施設に使用されたものか，あるいは

貯蔵穴として使用したものかが考えられる。

また，半円状に作られた土手状高まりは床



e－

A－21．4m

0
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面同様硬いもので，後で作ったものである。P6は竃東側から検出され，長軸75cm・短軸60cmの長

方形を呈する深さ62cmの貯蔵穴である。

覆土は上層から下層にかけて黒褐色・暗褐色の土が交互に堆積し，ローム粒子・ロームブロッ

クが多量に含まれている。レンズ状の自然堆積の状態を示している。

遺物は土師器，石製品が少量出土する。また，滑石の石製模造品（第33図－8・9・10・11・

12）および土製品の紡錘車（第33図－13）が南側覆土中から出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ105cm・袖幅93cm・焚口部幅56cmで，袖部は黄褐色の粘土で

構築され，内側はよく焼けている。また，袖前部には凝灰岩を埋めて補強している。焼成部は壁

を64cmの幅で22cm掘り込み，火床は長径42cmの楕円形を呈し，床を約8cm掘り凹めている。遺物

の出土はみられない。

8

日
H
H
日
日
日
日
H
H
U

第33図　第10号住居跡出土遺物実測図
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出土遺物解説表（第33図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

袈
A 2 0 ．q 御 口 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口綾 部 は 頸 部 か ら大 ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B l O ．6（恥 き く 外 反 し て 開 き， 胴 部 は 頸 部 か ．らや や 脹 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ ナ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色
土 師　 器

ら ませ な が ら さが る 。 デ 整 形 が 施 され て い る 。ま た ，胴

部 外 面 の 一 部 が 磨 滅 し て い る 。

2

要

土 師　 器

B l O ．3㈲ 底 部 は 中 央 部 が や や 窪 む が ， お お む ね 平 坦 器 全 体 共 にへ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 普 通 底 部 に 木 葉

C　　 4 ．・3 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か らや や 外 側 へ 開 き な

が ら立 ち 上 が る 。

れ て い る。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

明褐 色

痕 有 り

3

褒

土 師 器

B　 5 ．7㈱ 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 審 厚 を 薄 く し な が ら 底 部 は へ ラ 削 り， 胴 部 外 面 は 多 普 通

C　　 6 ．5 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 方 向 か ら のへ ラ 削 り． 内 面 は へ

ラナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。

砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

に ぷ い 赤 褐 色

4

髄
A 2 4 ．7（鞠 ロ 綾 部 の 破 片 で あ る 。 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら大 口綾 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 7 ．5（判 き く 外 反 し て 開 き． 胴 部 は 頸 部 よ り内 傾 し 外 面 は 雑 な ヘ ラ ナ デ ， 内 面 はへ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄 橙 色
土 師 器

て さ が る 。 ラナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。

5

・ 甑 A 2 1 ．7 （彿 口 緑 部 は 頸 部 外 面 に稜 を 有 し． 外 皮 し て開 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

土 師 器
B　 7 ．0 ㈱ く。 胴 部 は 頸 苦βか ら 内 傾 して さ が る 。 内 外 面 共 に 雑 なへ ラ磨 き 調 盤 が

施 さ れ て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色

6

杯 A 1 2 ．5（㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 一夫を 呈 L ， 休 部 は 底 部 底 部 外 面 は 雑 なへ ラ磨 き ， 休 部 良 好

土 師 器
B　　 3 ．6
C 1 2 ．4 ㈲

か ら垂 直 に 短 く立 ち 上 が る 。 内 外 面 及 びL底 部i内 面 は へ ラ 磨 き
調 整 が 地 さ れ て い る 。

細 砂 ・長 石 ・石 英
褐 灰 色

7

杯 A l l ．5（蘭 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 し． 体 書βは 底 普βと の 昔話全 体 へ ラ磨 き 調 整 が 施 され て 普 通 内 外 面 朱 塗

土 師　 器
B　　 4 ．1 境 に 明 瞭 な 種 を 有 し， 短 く内 偵 して 立 ち上 い る 。 細 砂 ・長 石 ・石 英 l）
C 1 3 ．2 （⑭ が る。 明 赤 褐 色

8 双 孔 円 板 滑 石 を 原 石 に し， 円 形 状 に 作 ら れ て い る。

ず

剥 離 した 後 円 形 状 に 加 工 を 加 え，

と側　 を 丁 寧 、磨 き あ げ て
1

1 2
石 製　 晶 8 ・1 0 ・1 2は フ亡成 。P で あ る 。 い　 れ の 円 板

も 2 個 の 孔 を 有 す る 。
両 面　　 川面　　　　 に

い る。

1 3
紡 錘 車

土 製　 晶

円 板 状 に 作 ら れ ． 中 央 部 に 直 径 6 m の 孔 を
有 し て い る。

ナ チ1盗形 が 施 され て い る 。

第11号住居跡（第35図）

本跡は遺跡の北西側，Blh。・Bli。を中心に確認され，第8号住居跡の東4mに位置し，東

壁の部分で，第12号住居跡と重複する。本住居跡の方が古い。規模は長軸5・4m・短軸5・35mの隅

丸方形を呈し，主軸方向はN－350一

電

A－21．4m　　　　　－A，

ヒ＝二一一里一一一二∃
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Wである。壁高は南側55cm，北側24

cmで，第12号住居跡との差は約45cm

を有する。壁面はほぼ垂直に立ち上

がっており，床は全体に平坦で，硬

く踏み固められている。また，ピッ

トは5個確認され，Pl～P4は直径

15－20cmを測る円形の細いピットで，

深さは70－80cmと深く掘られている。

また，P5は南側壁下中央部に作られ

た平面形が「／「」形の高さ5cm，幅

35～45cmの土手状の高まりをめぐら



A－21．4m
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した施設内部に掘られ，長径110cmの楕円形のものである。深さは82cmで，貯蔵穴として使用した

ピットと考えられ，P5は第5号住居跡のピットと類似し，また，土手状の高まりは床を踏み固め

た後に作られたものである。

覆土は大きく4層に区分され，上層が黒褐色　中層が黒色e黒褐色，下層が暗褐色を呈し，全

体にローム粒子を含む柔らかい覆土である。また，堆積状態はレンズ状の自然流入の状態である。

遺物は非常に少ないが，竃東側および南西コーナー部の床面上から完形に近い土器が出土して

いる。竃東側から鱗形土器（第37図－1）が横位で，小型婆（第37図－2）が倒立した状態で，

南西コーナー部からは丸底の婆形土器（第36図－1），棒形土器（第37図－5）の上に底部欠損の

壷形土器が重なって出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ73cme袖幅78cm。焚口部幅38cmで，袖部は黄褐色の粘土で

構築されている。焼成部は壁を44cmの幅で15cmほど掘り込み，さらに火床は直径20cmの円形状で，

床を3cmほど掘り凹めている。

出土遺物解説表（第36e37図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

36図
婆

A 14 ．2㈲

B　 23　2

ロ綾 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 側 へ 開 き な が

ら立 ち 上 が っ た 後 ， 口 辺 部 で 大 き く外 反 す

口綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部

お よ び 底 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ

不 良

、」＿　　　　　　　　　　　　廿
1

土 師 器

る。 底 部 は 丸 底 で ， 胴 部 は 底 部 か ら ゆ るや

か に 外 側 へ 開 き な が ら 立 ち上 が っ て 胴 部 貴
大 径 に 至 り， 楕 円 形 状 を呈 す る。

整 形 が 施 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 失

明 褐 灰 色

2

】
A　 16 ．1 ロ 綾 部 は 頸 部 か らゆ る や か に 外 反 して 立 ち ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

＝量ゴ
ヨ芝 B 13 ．5㈱ 上 が る。 胴 部 は 頸 部 か ら大 き く張 り 出 した 外 面 は へ ラ 磨 き， 内 面 は へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石

土 師 器
後 ， 真 下 に さ が る 。 デ が 施 さ れ て い る。 内 面 に 輪 積

痕 有 り。

石 英 ・礫

橙 色

3

・＝ヒr
A 19 ．3（衡 ロ 綾 部 は 頸 部 か らや や 内 側 へ 傾 い て 立 ち 上 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

ヨ互 B 15 ．7㈱ が っ た 後 ， 口 辺 部 で 外 反 して 開 く。 胴 部 は 外 面 上 位 お よ び 内 面 は へ フ ナ ア

整 形　 胴 部 外 面 中 一 下 位 に か け

砂 粒 ・長 石

土 師　 器
頸 部 か ら や や 大 き く張 り出 し球 状 を な す 。 二／0　　　　ロ

て は 多 方 向 か らの へ ラ削 り整 形

が 施 さ れ て い る。

石 英 ・礫

に ぷ い 黄 橙 色

4

士
A　 14 ．6 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら垂 直 ぎ み に 立 ち 上 が っ た 口 綾 部 内 面 横 ナ デ ， 外 面 全 体 お 普 通

ヨ互 B 12 ．7㈱ 後 ， 口 辺 部 で 外 反 して 開 く。 胴 部 は 頸 部 か よび 胴 部 内 面 は へ ラナ デ 整 形 が
細 砂 ・長 石 ・石 英

橙 色土　 師　 器
ら外 下 方 へ 開 く。 施 さ れ て い る 。

5

婆
A　 17 ．0 口 綾 部 は 頸 部 か ら 外 反 して 立 ち 上 が り， 胴 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B ll ．8㈱ 部 は 頸 部 か ら外 下 方 へ 開 く。 内 外 面 共 にへ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ ．
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色土 師 器
器 形 に 歪 み が み ら れ る 。 れ て い る。

6

一缶
A 14 ．欄 口綾 部 は 頸 部 か ら 短 く外 反 し て 開 く。 胴 部 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ，′胴 部 普 通

璽巨 B lO ．3㈱ は 頸 部 か ら 外 下 方 へ 開 き， 胴 部 最 大 径 は 中 内 外 面 共 に 横 位 の へ ラ ナ ヂ 整 形
砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色土　 師　 器
位 よ りや や 上 に 有 す る 。 が 施 され て い る 。

7

・ヨゴ
A　 14 ．0 口 綾 部 は 頸 部 か ら短 く外 反 して 立 ち 上 が る。 ロ 綾 部 内 外 両 横 ナ デ ， 胴 部 外 面 普 通

璽E B lO ．6㈱ 胴 部 は 頸 部 か ら 器 厚 を 薄 く して 外 下 方 へ 開 は 多方 向 か ら の へ ラ 削 り， 内 面
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色土　 師　 器
く。 胴 部 最 大 径 を 中 位 に に も ち ， 球 状 を な

す 。

はへ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。

8

恵
B 21 ．0㈱ 胴 部 の み の 破 片 で あ る 。 胴 部 か ら 大 き く張 外 面 は 雑 な へ ラ 磨 き ， 内 面 は へ 普 通

二弓互

土 師　 器

l）出 し た 後 ， や や 脹 らみ を 少 な く し て 外 下

方 へ さが る。

ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色

37図
甑

A　 26 ．2 口 綾 部 は 頸 部 か ら短 く外 反 し て 立 ち上 が る。 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部

ー　　ヽ

普 通

1
B　 25 ．4 胴 部 は 頸 部 よ l）直 線 的 に 内 下 方 へ さが っ た 外 面 は 多方 向 か ら の へ フ 削 り， 砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色土 師　 器
C　　 8 ．7 後 ， や や 脹 ら み を も ち な が ら さ が る。 内 面 は へ ラ磨 き 整 形 が 施 さ れ て

い る 。
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第36図　第11号住居跡出土遺物実測図（1）
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第37図　第11号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遺物解説表（第37図）

番号 券　　 種 法 皇 （cIれ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

2

小 型 褒
A　　 7 ．1 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら 器 厚 を 薄 く しな か ら 外 反 口緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　　 7 ．9 して 立 ち上 が り， 胴 部 は 頸 部 か ら外 下 方 へ 内 外 面 お よ び 底 部 は へ ラ ナ デ 整
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師 器

C　　 5 ．3 開 く。 胴 部 最 大 径 を 中 位 に 有 す る 。 底 部 は

中 央 部 が や や 窪 む が ，お お む ね 平 坦 で あ る 。

形 が 施 さ れ て い る 。

3

高　　 士不
B　 5 ．3㈲ 脚 部 の 破 片 で あ る 。 脚 部 は 器 厚 を 薄 く し な 受 部 内 面 は へ ラ ナ デ ， 脚 部 外 面 普 通

C　 7 ．親衛 が ら 外 下 方 へ 開 い た の ち ， 裾 部 で 水 平 に な は へ ラ 削 り． 内 面 は へ ラ ナ デ 整
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師 器

る 。 形 。 裾 部 は 横 ナ デ 整 形 が 施 さ れ

て い る 。

4

I不
A　 1 4 ．1 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 器 全 体 へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ れ て 普 通 内 面 中 央 部

B　　 3 ．2 部 と の 境 に 明 暗 な稜 を 有 し， 短 く垂 直 に 立 い る が 底 部 外 面 下 位 は や や 雑 な
細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色

に ヘ ラ に よ

土 師 器
C　 1 4 ．7 ち 上 が る 。 整 形 で あ る 。 る 浅 い 「米 」

の 記 号 有 り

5

1不
A　 1 4．8 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と 休 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ ． そ の 他 普 通

B　　 5．1 の 境 に稜 を 有 し， 器 厚 を や や 薄 く し て 外 反 器 全 体 へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て
細 砂 ・長 石 ・石 英

橙 色
土 師 器

C　 1 2 ．7 ぎ み に 立 ち上 が る 。 い る 。

一166一



出土遺物解設表（第37図）

番号 器　　 種 法 畳 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

6

盤

土 師　 器

A 2 3 ．3（御 底 部 は 丸 底 で 血 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と 器 全 休 に へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ れ 普 通 内 外 面 朱 塗

B　 6 ．5夙）

C 2 3 ．0（㈲

の 境 に 稜 を有 し， 垂 直 に 立 ち 上 が る 。 て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

赤 色

り

7

隼
A 1 5 ．2㈲ 底 部 は 丸 底 で や や 深 い 皿 状 を 呈 し て い た と 器 全 体 に へ ラ磨 き 調 整 が 施 さ れ 普 通 内 外 面 朱 塗

B　 4 ．6㈱ 思 わ れ ， 休 部 は 底 部 との 境 に 稜 を有 し， 短 て い る 。 砂 粒 ・長 石 リ

土 師　 器
C 14 ．7（視 く外 反 し て 立 ち 上 が る 。 石 英 ・ス コ リ ア

橙 色

内 面 は 磨 滅

し て い る

8

士不
A 13 ．1（㈲ 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 して い た と思 わ れ ， 休 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 ， 普 通

B　 4 ．4彿 休 部 は 底 部 か ら 器 厚 を 薄 く し な が ら 外 反 し 底 部 内 外 面 共 に 姓 なへ ラ磨 き調 砂 粒 ・長 石

土 師　 器
C 1 2 ．0㈲ て 立 ち 上 が る 。 磐 が 施 さ れ て い る。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

9

支　　 脚

土 製　 品

円 筒 状 を呈 す る。 側 面 は 指 に よ る ナ デ 整 形 ， 上 面

と 下 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ

て い る 。

第12号住居跡（第39図）

本跡は遺跡の北西端，B2gl・B2hlを中心に確認され，第10号住居跡の北5mに位置し，南

西部で第11号住居跡と重複している。本住居跡の方が新しい。規模は一辺が6．95mの方形で，本

遺跡の住居跡の中では大型のものである。また，主軸方向はN－90－Wである。壁高は南側60cm，

北側30C汀】で，直線的に外側へ広がりながら立ち上がっている。床は西側に一部高い部分があるが，

ほぼ全体に平坦であり，他の住居跡と比較するとやや柔らかい。また，壁下には幅10～12cm，深

さ10cmの壁溝が全体に周回する。ピットは4個確認され，いずれのピットも他の住居跡と違い，

掘り方が大きく，また，深さも1mを越えるピットである。規模は長径80～135cmの不整楕円形，

楕円形を呈し，深さは90～108cmである。

覆土は大きく4層に区分され，上層は黒褐色，中層は黒色・黒褐色，下層は暗褐色の色調を呈

第38図　第12号住居跡竃実測図
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し，全体にローム粒子・ロームブロックを

含み柔らかく，下層部がやや粘りをもつ。

遺物は，竃周辺から少量の土師器を出土す

る。Plの西側床面上から塔形土器（第40図

一7）が完形で，また，竃周辺から床面に

貼り付いた状態で長要形土器（第40図一1）

が出土している。

竃は北壁中央部に付設され，長さ90cm・

袖幅110cm・焚口部幅53cmで，袖部は粘土と

凝灰岩で作られている。焼成部は壁を105

cmの幅で15cmほど掘り込み，火床は長径55



第39図　第12号住居跡実測図
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第40回　第12号住居跡出土遺物実測図
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cmの不整楕円形を呈し，床を3cmほど掘り凹めている。また，焼成部には多量の焼土が充満して

いる。遺物は，焼成部から長要形土器（第40図－2）が半完形品で出土している。

出土遺物解説表（第40図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

長　　 要
A　 18 ．2 □綾 部 は 頸 部 か ら 外 反 し て 立 ち 上 が り， 胴 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 梼 ナ デ 整 形 。 普 通 底 部 に 木 葉

B　 2 8 ．3 部 は 頸 部 か ら内 管 ぎ み に 外 下 方 へ 開 く。 胴 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が
砂 粒 ・長 石 ・石 英

痕 有 り

土 師 器
C　　 6 ．9 部 貴 大 径 は 中 位 に 有 す る 。 底 部 は 中 央 部 が 施 さ れ て い る 。 ま た ， 胴 部 外 面

や や 窪 む が お お む ね 平 坦 で あ る 。 下 位 は 剥 離 が 激 し い 。 に ぷ い橙 色

2

長　　 婆
A　 1 4 ．8 ロ緑 部 は 頸 部 か ら 器 厚 を 薄 く し て 外 反 ぎ み 口 綾 部 内 外 面 共 に 槙 ナ デ ， 胴 部 普 通 底 部 に 煉 付

B　 2 8 ．3 に 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 中 位 に や や 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 着

土 師 暮
C　　 6 ．5 脹 ら み を も っ て さ が る。 底 部 は や や 九 味 を

もつ 。

れ て い る 。 底 部 は へ ラ 削 り。 石 英 ・礫

明 赤 褐 色

3

婆
A 22 ．°凰㈲ ロ綾 部 の 破 片 で あ る 。 日 録 部 は 頸 部 か ら 短 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 。 胴 部 普 通

B　 6 ．9㈱ く 外 反 し て 立 ち上 が る。 胴 部 は 頸 部 か ら 外 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色
．土 師 器

下 方 へ 開 く。 れ て い る 。 底 部 は へ ラ 削 り。

4

無
B 26 ．4㈲ 口縁 部 を 欠 損 す る 土 器 で あ る 。 底 部 は や や 胴 部 外 面 は へ ラ 削 り 後 ， 雑 を磨 普 通

C　 6 ．7㈲ 小 さ く平 坦 で あ り， 胴 部 は 底 部 か らや や 脹 き 。 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

橙 色
土 師 器

らみ を も っ て 外 上 方 へ 立 ち 上 が る。 胴 部 最

大 径 は 中 位 よ りや や 上 に 有 す る 。

れ て い る 。

5

喪
A 16 ．q 御 ロ綾 部 か ら 胴 部 に か け て の 破 片 で あ る 。 ロ 口 緑 部 か ら頸 部 に か け て 横 ナ デ 普 通

B　 9 ．7㈱ 緑 部 は 胴 部 か ら連 続 的 に 外 反 し て 立 ち 上 が 胴 部 外 面 は 雑 な へ ラ磨 き調 整 ，
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色
土 師　 器

l）， 胴 部 は 頸 部 か らや や 内 傾 し て さ が る 。 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て

い る 。

6

襲
B　 3 ，1㈱ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 坦 で ， 胴 部 は 胴 部 外 面 か ら 底 部 に か け て へ ラ 普 通

C　　 6 ．0 底 部 か らや や 内 題 ぎみ に 外 上 方 へ 立 ち 上 が ナ デ 整 形 が な さ れ ， 内 面 は ヘ ラ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 赤 褐 色
土 師 器

る。 ナ デ 整 形 で あ る 。 ま た ， 底 部 と

胴 部 と の 境 に指 頭 痕 あ り。

7

坪
A　 1 2 ．1 底 部 は 丸 底 で ， 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 部 器 内 外 面 共 にへ ラ磨 き 調 整 が 施 普 通 内 外 面 に 朱

B　　 5 ．1 と の 境 に 明 瞭 を稜 を 有 して 垂 直 に 立 ち 上 が さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 塗 り

土 師　 器
C　 1 2 ．7 る。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

第41図　第13号住居跡竃実測図

－170－

第13号住居跡（第42図）

本跡は遺跡の中央部の南側，B2j7を中

心に確認され，第9号住居跡の東4m，第

15号住居跡の西5mに位置している。規模

は長軸4．4m・短軸4．24mの隅丸方形を呈し，

主軸方向はN－35．50－Wである。壁高は60

～66cmで，ほぼ垂直に立ち上がっている。

床は全体に平坦で，硬く踏み固められてい

る。ピットは8個確認され，Pl～P4は直

径20cmの円形を呈し，深さは38－66cmであ

る。柱間の距離は2mで本住居跡の主柱穴

と考えられる。P5は，南東壁下中央部に27

clnの深さに掘られたピットで，P3とP4の



巨＝＿　2iM j

第42図　第13号住居跡実測図

中間に位置することなどから入口的な施設に使用されたピットと思われる。P7・P8は北東コー

ナー部の壁下に並んで円形に掘られ，深さは17－22cmと浅い。

覆土は大きく4層に区分され，上層が黒褐色，中層が黒色・黒褐色，下層は黒褐色を呈し，下

層にはロームブロック・ローム粒子・焼土粒子を含み，レンズ状の自然堆積である。

遺物は，竃周辺からやや多くの完形品を出土する。竃東側から無形土器（第43図－1・2）が

正位または倒立した状態，西側から蛮形土器（第43図－9）が横位の状態，前方部から埠形土器

（第44図－1）が正位状態で出土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ110cm・袖幅80cm・焚口部幅50cmで，袖部は黄褐色の粘土で
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構築されている。焼成部は壁を70cmの幅で45cmほど掘り込み9　火床は直径30cmの円形を豊し，床

を7cmほど掘り凹めている。遺物は使用されたままの状態で，支脚（第44図－4）の上に長整形

土器（第43図－6）が置かれ，そのわきから横位の状態で婆形土器（第43図－307）が出土し

ている。

出土遺物解説表（第43・44図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

婆
A　 1 7 ．1 歪 み の あ る婆 で あ る 。 ロ綾 部 は 頸 部 か ら ， 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

1

土　 師　 器

B　 2 5 ．1 や や 外 反 ぎ み に 立 ち 上 が った 後 ，大 き く外 反 内 外 面 共 にへ ラナ デ 整 形 が 施 さ
細 砂 ・長 石 ・石 英

C　　 5 ．7 し て 開 く　 胴 部 は 中位 に や や 脹 ら み を も ち れ て い る 。
0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　†

長 楕 円 形 を呈 す る。 底 部 は 平 坦 で あ る 。 橙 色

婆
A　 1 4 ．2 歪 み の あ る婆 で あ る 。 口綾 部 は 頸 部 か ら 太 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ラ　胴 部 良 好

2
B　 2 0 ．8 き く外 反 して 立 ち 上 が り， 胴 部 は 頸 部 か ら 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

砂 ・長 石
C　　 5 ．2 や や 大 き く外 下 方 へ 開 く　 胴 部 最 大 径 は 中 れ て い る　 ま た　 胴 部 外 面 下 位 か

土 師　 器 0
位 に 有 す る 。 底 部 は や や 丸 底 状 を呈 す る。

0　　　　　　　9
ら 底 部 に か け て 磨 滅 が は げ し い。 橙 色

3

療
A　 1 4 ．4 ロ綾 部 は 頸 部 と の 境 に稜 を有 し， 外 反 し て 日 経 部 内 外 商 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 2 1．2 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か らや や 脹 ら み を 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 。 底 部
細 砂 ・長 右 ・石 英

土　 師　 器
C　　 5 ．5 も っ て 下 が る 。 胴 部 最 大 径 を 中 位 よ りや や は 一 方 向 か ら のへ ラ削 り。

上 に 有 す る 。 橙 色

4

恵
Å　 17 ．9 日 綾 部 は 頸 部 か ら 大 き く外 反 し て 開 き な が ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

竺E B 1 9 ．6㈱ ら 立 ち 上 が り， 胴 部 は 頸 部 か ら 大 き く脹 ら 内 面 は 横 位 ， 外 面 は 縦 位 の へ ラ 砂 粒 ・長 石

土　 師　 器
み なが ら下 が る。 ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 石 英 ・礫

に ぷ い 黄 橙 色

療
A 1 8 ．6㈲ 日 綾 部 は 頸 部 か ら直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

5

土　 師　 器

B 14 ．8㈱ が り， 口 唇 部 は 垂 直 に な る 。 胴 部 は 頸 部 か 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

ら や や 脹 らみ な が ら さ が る 。 れ て い る 。
5

i

療

i 土 師 器

A 1 8 ．6㈲ 日 綾 部 は 頸 部 か ら直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

i　 －i

B 14 ．8㈱ が り， 口 唇 部 は 垂 直 に な る 。 胴 部 は 頸 部 か 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

ら や や 脹 らみ な が ら さ が る 。 れ て い る 。

6

長　　 婆
B 2 7 ．4㈱ 口 辺 部 を 欠 損 す る婆 で あ る。 ロ 綾 部 は 頸 部 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

C　　 6 ．5 か ら直 線 的 に 外 上 方 へ 開 く。 胴 部 は 頸 部 か 内 面 へ ラ ナ デ ， 外 面 は 縦 位 の へ 砂 ・長 石

土　 師　 器
ら 中 位 に 脹 ら み を も っ て さが る 。 底 部 は や ラ 削 り後 ナ デ 整 形 が 施 され て い 雲 母 ・礫

や 凸 凹 で あ るガ お お む ね 平 坦 で あ る 。 る 。 に ぷ い橙 色

7

療

土 師　 器

Å　 13 ．2 口辺 部 は 胴 部 と の 境 に稜 を有 し， や や 外 反 H 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ チト， 胴 部

ノt

普 通
［

i

i

B　 1 4 ．9

C　　 5 ．9

ぎ み に 垂 直 に 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら

や や 脹 ら み を も っ て 下 が る 。

外 面 は へ フ 削 り後 ， 雑 な へ フ磨
き，内 面 はへ、ラナ チP整 形 が 施 さ れ

て い る 。 底 部 は 多 方 向 か らの へ

l ラ削 り， ま た 内面 に 輸 機 痕 あ り0

細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色

8

＝量ぎ
笠

A 1 6 ．2㈱ ロ 綾 部 は 頸 部 か ら 器 厚 を 薄 く し な が ら 外 反 ロ綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 胴 部 普 通

B l O ．8㈱ して 立 ち上 が る。 胴 部 は 頸 部 か ら や や 脹 ら 外 面 は 雑 な へ ラ磨 き調 整 ， 内 面
砂 粒 ・長 石 ・石 英

浅 黄 橙 色
土　 師 器

み を も っ て さ が る 。 胴 部 最 大 径 を 中 位 に 有

す る。

は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 され て い る。

9

嚢
A　 1 5 ．3 ロ 綾 部 は 短 く頸 部 か ら外 反 して 開 く。 底 部 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 1 4 ．1 は や や 凸 凹 で あ るが お お む ね 平 坦 で あ る 。 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 赤 褐 色
土 師　 器

C　　 6 ．3 胴 部 は 底 部 か ら内 攣 ぎみ に 外 上 方 へ 立 ち 上

が る 。

れ て い る 。

10

隼

土 師　 器

A 15 ．9（衛 底 部 は や や 丸 底 状 を豊 し， 休 部 は ゆ る や か 器 全 体 に は へ ラ 磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．1 に 内 攣 し て 外 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 後 ， 目 線

部 で や や 内 傾 す る 。

れ て い る 。
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色

11

二咤
A 1 5 ．4（⑨ 休 部 は 底 部 との 境 に 稜 を 有 し て 垂 直 ぎ み に 体 部 内 外 面 共 に横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　　 6 ．7 立 ち上 が っ た 後 ， 口 辺 部 で や や 外 反 して 開 面 は へ ラ 削 り， 内 面 は へ ラ 磨 き
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土　 師　 器 6

C 1 5 ．5価 く。 底 部 は 丸 底 で， 器 厚 を 薄 く して 内 攣 し

な が ら 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。

調 整 が 施 さ れ て い る。

4個 杯
A　 1 3 ．7 底 部 は 丸 底 で や や 浅 い 皿 状 を呈 す 。 体 部 は 器 内 面 は へ ラ 磨 き ， 外 面 は 雑 な 普 通

B　　 4 ．1 底 部 と の 境 に 稜 を 有 し， 短 く内 傾 し て 立 ち へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石

1 土　 師　 器
C　 1 5 ．1 上 が る 。 石 英 ・ス コ リア

橙 色

2

杯
A 1 5 ．7㈲ 底 部 は 丸 底 で 非 常 に 浅 い 皿 状 を里 す 。 休 部 底 部 外 面 は へ ラ 削 り， 休 部 内 外 普 通

B　　 3 ．3 は 底 部 との 境 に 稜 を 有 し， や や 内側 へ 傾 い 面 お よ び 底 部 内 面 に は 横 位 の へ 細 砂 ・長 石

土 師　 器
C 16 ．5㈲ て 立 ち上 が る 。 ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る 。 石 英 ・礫

に ぷ い褐 色
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第43図　第13号住居跡出土遺物実測図（1）
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第44図　第13号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遺物解説表（第44図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

3

盤
A 2 6 ．4（衡 底 部 は 丸 底 で 非 常 に 浅 い 皿 状 を呈 して い た 休 部 内 外 面 共 に 構 ナ デ ，底 部 内 普 通

B　 3 ．5㈲ と 思 わ れ る。 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 瞭 を稜 外 面 共 に へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ れ
細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 橙 色
土 師　 器

C 2 4 ．4（彿 を 有 し， 短 く直 線 的 に 外 側 へ 開 い て 立 ち 上

が る 。

て い る 。

4

支　　 脚

土 製　 晶

長 方 六 角 柱 に 作 られ て い た と 思 わ れ る 支 脚

で あ る。

へ ラ 削 り整 形 が 地 さ れ て い る 。 普 通

砂 粒 ・長 石

石 英 ・礫

黒 褐 色

第14号住居跡（第46図）

本跡は遺跡の中央部，B2b4・B2b5を中心に確認され，第16号住居跡の南西1．5m，第10号住

居跡の北東2．5mに位置している。規模は長軸4．45m・短軸4．25mの隅丸方形を呈し，主軸方向は

N－290－Wである。壁高は50～52cmで，直線的にやや広がりながら立ち上がっている。床は全体

に平坦で，硬く踏み固められている。ピットは5個確認され，長径35～40cmの楕円形を呈し，深

A－21．4m　　　　－A’

第45図　第14号住居跡竃実測図

一174一

さは52～71cmである。柱間の距離は東西1．65

m・南北1．75mである。

覆土は大きく4層に区分され，上層は黒

色，中層は黒褐色，下層は暗褐色の色調で，

ローム粒子などを含み柔らかい。レンズ状

の自然堆積の状態を示す。

遺物は，東側壁下から土師器の破片を少

量出土したのみである。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ110

cln・袖幅63cm・焚口部幅33cmで，袖部は黄

灰色の粘土で構築されている。焼成部から

横位の状態で嚢形土器（第47図－1）が半



A－21．4m

21掃

第構図　第14号住居跡実測図

完形品で出土する。なお，本竃は他の住居跡の竃と異なり，焼成部は住居跡の内側へ大きく入っ

て作られていた。

出土遺物解説表（第47図）

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

頭
A 1 5 ．7㈲ ロ綾 部 は 頸 部 か ら 器 厚 を や や 薄 く し， 外 反 □ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 28 ．3 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か らや や 脹 ら み を も 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石

土 師 器
C 9 ．1（鞠 っ て 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 胴 部 最 大 径 は 中位

よ りや や 下 に 有 す る 。

れ て い る 。 石 英 ・礫

に ぷ い 黄 橙 色

2

要
A 2 0 ．0㈲ ロ綾 部 は 頸 部 との 境 に 稜 を 有 し， ゆ る や か 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 9 ．0㈲ に 外 反 し て 立 ち上 が っ た 後 ， 口 辺 部 で 大 き 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色
土 師 器

く開 く。 胴 部 は 頸 部 か らや や 直 線 的 に 内 下

方 へ さ が る 。

れ て い る 。
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第47図　第14号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第47区l）

～
、
′
一
一
．
．

1　　　　10cH l

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

3

杯
A14．q鞠 口綾部の破片である。底部は丸底で皿状を休部内外面および底部内面はへ 普通

B　3．5㈱ 呈し．休部は底部との境に明瞭な稜を有しラ磨き，外面は雑なへラ磨き調
砂粒・長石・石英

灰褐色
土師器

C　15．6 器厚を薄くして短く内傾して立ち上がる。 盤が施されている。

4

坪

土師　器

A15．q御底部と休部の区別は明瞭でなく，底部は丸器内外面共にへラ磨き調整が施普通

B　3．7㈱ 底で皿状を呈し，ロ綾部で器厚を薄くして

垂直ぎみに立ち上がる。

されている。
砂粒・長石・石英

橙色

5

支　　 脚

土製品

円筒状に作られた支脚である。 器全体には指ナデ整形が施され

ている。

第15号住居跡（第48図）

本跡は遺跡の中央部南端のC2i8・C2i9を中心に確認され，第13号住居跡の東4．5m，第17号

住居跡の南4mに位置している。また，本住居跡は北側の一部を確認したのみで，約60％以上は

南側調査区城外へ延びているため，不明の点が多い。規模は5．9×0mの方形を呈していたと思わ

れ，主軸方向はN－38．50－Wである。壁高は西側が64cm，東側が55cmで，直線的にやや広がりな

がら立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められている。また，ビットは3個確認

され，Pl・P2は直径55cmの楕円形の平面形を呈し，深さは68cmほどで，柱間は3．1mである。P3

は竃東側から確認され，長径65cm・短径50cmの楕円形を呈し，深さは39cmとやや深いが，物を貯

えたピットと考えられる。また，覆土中から無形土器（第48図一6）が出土している。

覆土は大きく4層に区分され，上層が黒褐色，中～下層にかけて黒色・黒褐色の色調で，ロー

ー176－



第48回　第15号住居跡実測図

Å－　21．4m

第49回　第15号住居跡竃実測図
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巨＝　　2iM　　」

ム粒子・ロームブロックを多量に含み，柔

らかい。レンズ状の自然堆積の状態を示し

ている。

遺物はP3の上部および東側から，多量の

土師器が完形および破損した状態で出土し

ている。P3の北側から杯形土器（第51図－

8・12・13・15）・塊形土器（第51図－14）

が重なった状態で，P3の東側から脚部の欠

損した高年形土器（第51図－3）の下に重

ねられた状態で杯形土器（第51図－5）が，

また，潰れた状態の長無形土器（第50図－



のが　東壁下から倒立した状態で鱗形土器　第別図…幻が出土している。

竃は北西壁中央部に付設され　長さ粥Cme袖幅且摘cm啓焚描部幅舶cmで　袖部は黄灰色の粘土で

構築されている。焼成部は壁を100cmの幅で20cm掘l）込み，火床は直径35cmの円形を呈し，床を2

～3cmほど掘り凹めている。また　焼成部から婆形土器　第舗図－1魯5）が正位の状態で9　ま

た支脚の代用のために凝灰岩を四角柱に加工して埋めている。

出土遺物解説表（第50e51図）

番号 器　　 種 法 違 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

50図
長　　 婆

A　 13 ．9 U 緑 部 は 頚 部 か らや や 外 反 ぎみ に 立 ち 上 が 目線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

1
B　 27 ．7 っ て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら 大 き く張 り出 し 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 推 な へ ラ磨 砂 粒 ・長 石

土 師　 器
C　　 6 ．5 中 位 で 最 大 に 脹 ら む 。 底 部 は 小 さ く平 坦 で き調 乳　 内 面 は へ ラナ ヂ 整 形 が 石 英 e 礫 i

あ る 。 施 さ れ て い る。 橙 色 夏li

2

長　　 無
A　 15 ．8 器・全 体 薄 く作 らオし， 歪 み を もつ 寮 で あ る 。 目線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 胴 部 普 通 E

B　 29 ．3 目 線 部 は 頸 部 か ら大 き く 外 反 し て 立 ち 上 が 外 面 は へ フ 削 り後 ， 上 位 へ フ ナ
砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄 橙 色

リ　 胴 部 は 頸 部 か ら ゆ るや か に 脹 らみ な か テの整 形 ′　内 面 全 体 に は へ ラ ナ チか

土 師　 器
C　　 5 ．4 9　　　　　日　　　　　　　ロ

ら 中 位 放 火 後 に 薫 る 。 長 橋 円 形 状 を里 す る。
0

蟹 形 が 施 さ れ て い る 。 底 部 は 一

底 部 は 平 坦 で あ る。 方 向 の へ、ラ 削 り。

3

婆
A 17 ．5㈲ 器 全 体 薄 く作 られ ， 日 録 部 は 頸 部 か ら 連 続 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ， 胴 部 普 通

B 18 ．7㈱ 的 に 立 ち 上 が っ た後 ， 大 き く外 反 して 開 く。 内 面 は 横 位 の へ ラ ナ デ ， 外 面 は
砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師　 器
胴 部 は 頚 部 よ りや や 脹 らみ を も ち な か ら 胴 縦 位 の へ ラ ナ ヂ 整 形 が 施 さ れ て

部 貴 大 径 に 至 る 。 い る 。 に ぷ い 橙 色

4

婆
Å 28 ．8㈲ 日 録 部 は 頸 部 か ら連 続 的 に 外 反 し て 立 ち 上 日 録 部 内 外 面 共 に横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 16 ．5㈱ が る。 胴 部 は 頸 部 よ り僅 か に 脹 ら み を もっ 内 外 面 真 にへ ラナ デ 整 形 が 施 さ 細 砂 ・長 石

土　 師　 器
て さが る 。 れ て い る。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

5

療
A　 20 ．2 日 録 部 は 頚 部 か らゆ る や か に 外 反 して 立 ち 目 線 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 19 ．4 上 が る 。 胴 部 は 底 部 か らゆ る や か に 外 上 方 外 面 縦 位 の へ ラ削 り， 内 面 へ ラ
細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い橙 色
土 師 器

C　　 6 ．5 へ 立 ち上 っ た 後 ， 貴 大 径 部 か らや や 内 攣 し

て 頸 部 に 至 る 。 底 部 は 平 坦 で あ る 。

ナ デ 整 形 が 施 され て い る。

6

婆
A　 19 ．6 歪 み を もつ 婆 で あ る。 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 日 録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 13 ．9 は 底 部 か らや や 内 攣 ぎ み に 外 上 方 へ 立 ち 上 外 面 縦 位 の へ ラ削 り、， 内面 へ ラ 砂 粒 ・長 石

土 師　 器
C　　 6 ．4 か っ た 後 ， や や 内 傾 し て 頸 部 に 至 る 。 目 線

部 は 頸 部 か らや や 外 反 して 開 く。

ナ デ 整 形 が 施 され て い る。 石 英 ・礫

黒 褐 色

51図
婆

土 師　 器

！

B 13 ㈱ 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は底 部 か らや や 内 攣 ぎ 胴 部 内 外 面 共 に へ ラ ナ ヂ 整 形 が 普 通

1
C　　 5 ．3 み に 大 き く外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 施 され て い る 。

砂 粒 ・長 石 ・石 英

に ぷ い褐 色

2

飯
A　 24 ．8 目線 部 は 頸 部 か ら大 き く外 反 して 開 き， 口 日 経 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B　 23 ．5 唇 部 は 水 平 に な る 。 胴 部 は 底 部 か ら や や 内 内 面 は へ ラナ デ 複 雑 な へ ラ磨 き 砂 粒 ・長 石

土 師 器
C　　 9 ．5 攣 ぎ み に 中 位 ま で 立 ち上 が っ た 後 撃　直 線 的 調 整 ， 外 面 は へ ラ削 り整 形 が 施 石 英 ・ス コ リア

に や や 外 側 へ 広 が り なが ら頸 部 に 至 る 。 さ れ て い る。 に ぷ い橙 色

3

高　　 棒
A 17 ．4㈲ 受 部 は や や 深 い 皿 状 を 呈 し， 脚 部 は 受 部 か 受 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り後 ，

横 ’位 の 雑 な へ ラ磨 き　 内 面 は 横’
普 通

B　 12 ．4 らや や 開 き ぎみ に 4 cm ほ ど き が っ た 後 ， 器 サ
位 の へ ラ 磨 き調 整 。 脚 苦β外 面 は 細 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 黄橙 色
土 師　 器

C 12 ．8欄 厚 を 薄 く しな が ら 大 き く開 く 。 轟錠位 の へ ラ 磨 き ， 内 面 は へ ラ 削
り 整 形 。 裾 書β内 外 面 共 に 横 ナ テP
整 形 が 施 さ れ て い る。

4

高　　 杯

土 師　 器

A　 19 ．5 高 年 の 受 部 で あ る 。 受 部 は 深 い 皿 状 を 呈 し 受 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り， 内 普 通

B　 6 ．9 ㈱ 口辺 部 で や や 外 反 して 開 く。 面 か ら 日 経 部 外 面 に か け て へ ラ

磨 き 調 整 が 施 さ れ て い る 。

細 砂

灰 褐 色 （外 ）

黒 色 （内 ）

5

6

杯
A　 14 ．5 底 部 は 丸 底 で 立 ち上 が る に し た が っ て 器 厚 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 5 ．5 を薄 く し， 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は 底 部 と の れ て い る 。

底 部 外 面 は 雑 なへ ラ磨 き， そ の

紬 砂 ・長 石

土 師　 器
C　 16 ．5

A　 14 ．3

境 に 明 瞭 な稜 を有 し， 直 線 的 に 内 偵 し て 立

ち 上 が る。

石 英 ・雲 母

に ぷ い 褐 色

捧
底 部 は 丸 底 で や や 浅 い 皿 状 を里 す 。 休 部 は 普 通

B　　 4 ．6 底 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を 有 し， 短 く 直 線 的 他 全 体 は へ ラ磨 き 調 整 が施 さ れ
紳 砂 ・長 石 ・石 英

に ぷ い 褐 色
土 師　 器

C　 16 ．3 に 内 傾 して 立 ち上 が る 。 て い る 。
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第50図　第15号住居跡出土遺物実測図（1）
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出土遺物解説表（第51図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

7

ま不
A　 13 ．0 底 部 は 丸 底 で 立 ち 上 が る に し た が っ て 器 厚 底 部 外 面 は雑 な へ ラ 磨 き ， そ の 普 通

B　　 4 ．5 を 薄 く し ， 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 との 他 全 体 へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 5 ．2 境 に 明 瞭 を 稜 を 有 し， 直 線 的 に 短 く内 傾 し

て 立 ち上 が る。

い る。 に ぷ い 褐 色

8

隼
A　 1 3 ．3 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を呈 す る。 休 部 は 底 部 と 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ ヂ 整 形 。 底 普 通

B　　 5 ．0 の 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， や や 内 傾 して 短 く 部 内 面 は 横 位 の へ ラ磨 き， 外 面 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 4 ．7 立 ち上 が る 。 は 多 方 向 か らの へ ラ磨 き 調 整 が

施 され て い る 。

に ぷ い橙 色

9

杯
A 1 5 ．7（衡 底 部 は丸 底 で 外 上 方 へ 立 ち 上 が る に し た が 底 部 外 面 はへ ラ削 り後 ， 雑 なへ 普 通

B　　 4 ．8 っ て 器 厚 を薄 く し， 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は ラ 磨 き 調 整 。 休 部 内 外 面 お よ び 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 2 ．3 底 部 と の 境 に 稜 を有 し， 直 線 的 に 内 傾 して 底 部 内 面 に はへ ラ磨 き調 整 が 施 に ぷ い 黄 橙 色

短 く立 ち上 が る 。 さ れ て い る。

1 0

杯
A 13 ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 外 上 方 へ 立 ち上 が る に し た が 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ 良 好 底 部 に へ ラ

B　　 4 ．4 っ て 器 厚 を 薄 く し ， 皿 状 を呈 す る 。 休 部 は ラ磨 き， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英 に よ る 浅 い

土　 師 器
C　 1 6 ．1 底 部 との 境 に 明 瞭 を 稜 を 有 し， 直 線 的 に 内 内 面 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ ‘灰 褐 色 「×」 記 号

傾 し て 立 ち上 が る。 て い る 。 有 り。

1 1

士不
A 1 4 ．4（衡 底 由 は 丸 底 で 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 なへ 普 通
B　 3 ．9㈱ の 境 に 稜 を有 し， や や 内 傾 して 立 ち上 が る 。 ラ磨 き ， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 1 5‾．7㈲ 内 面 に は へ ラ 磨 き 調 整 が 施 され

て い る 。

に ぷ い 黄 橙 色

杯
A 1 7 ．2（彿 や や 大 型 の 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 非 常 に 底 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ 良 好

1 2 B　 4 ．3㈱ 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 部 と の 境 に 明 ラ磨 き， 休 部 内 外 面 お よ び 底 部 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 19 ．4㈲ 瞭 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 内 傾 して 立 ち 上 が

る 。

内 面 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ

て い る。

灰 褐 色

1 3

隼
A 1 3 ．6㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を呈 す る 。体 部 は 底 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 底 部 外 普 通

B　 4 ．6㈱ 部 との 境 に 明 瞭 な 稜 を 有 し， 中 ほ ど で 脹 ら 面 は 雑 なへ ラ 磨 き ， 内 面 に はへ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C 1 5 ．2㈲ み を も ち ， 内傾 して 立 ち 上 が る 。 テ磨 き 調 整 が 施 さ れ て い る 。 に ぷ い 黄 褐 色

1 4

塊
A　 1 5 ．2 底 部 は や や 丸 底 状 を里 し， 休 部 は 底 部 か ら 底 部 か ら休 部 外 面 は 多方 向 か ら 不 良

B　　 7 ．0 連 線 的 に 内 攣 し て 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 口 の へ ラ 削 り 。 口 綾 部 外 面 か ら 内 砂 粒 ・長 石 ・

▼一　qkl一
土　 師 器

C　　 6 ．0 綾 部 は 短 く休 部 か ら内 傾 し て 立 ち上 が る 。 面 に か け て へ ラ 磨 き 調 整 が 施 さ

れ て い る 。

石 央 ・礫
に ぷ い 黄 橙 色 （珊
黒 色 （内 ）

1 5

士不
A　 1 6 ．2 底 部 は 丸 底 で 皿 状 を 里 し ， 上 方 に 行 くに し 器 全 体 に は へ ラ磨 き調 整 が 施 さ 普 通

B　　 4 ．5 た が っ て 器 厚 を厚 くす る 。 休 部 は 短 く垂 直 れ て い る 。 細砂 ・．長 石 ・石 英

土　 師　 器
C　 16 ．3 に 立 ち上 が る 。 褐 灰 色

ま不
A　 1 4 ．8 歪 みを もつ 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 休 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 底 普 通

1 6
B　　 4 ．2 状 を 呈 し， 休 部 は 垂 直 に 立 ち 上 が っ た 後 ， 部 外 面 は へ ラ 削 り後 ， 雑 な へ ラ 砂 粒 ・長 石 ・石 英 －

土　 師 器
C　 1 4 ．7 口辺 部 でや や 短 く外 反 す る 。 磨 き調 整 が な さ れ ， 内 面 は へ ラ

磨 きが 施 され て い る 。

に ぷ い 黄 橙 色

第16号住居跡（第52図）

本跡は遺跡の中央乳　B2f5を中心に確認され，第14号住居跡の北東1．5m，第18号住居跡の西

1mに位置している。なお，本住居跡は北側で第19号住居跡と重複し，本跡の方が新しい。規模

は3・8×（4・0）mの隅丸方形を呈し，主軸方向はN－280－Wである。壁高は約50cmで第19号住居

跡よりも5cmほど本跡の方が浅く，壁面はほぼ垂直に立ち上がっている。床はやや起伏がみられ

るが，おおむね平坦で，硬く踏み固められている。ピットは6個確認され，Pl～P4が主柱穴と

考えられたが，他の住居跡のように方形に掘られていない点などから主柱穴とは考えられない。

竃西側から検出されたP6は長径60cme短径45cmの楕円形を呈し，深さ34cmで位置的に貯蔵穴では

ないかと思われる。また，南壁下中央部には，第10号住居跡に類似した，直径125cmの「（」形の高
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第52図　第16・19号住居跡実測図
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第53回　第16号住居跡竃実測図

さ13cm，幅30～50cmの土手状高まりが作ら

れ，内部には浅い小ピットが掘られている。

覆土は北からの自然堆積の状態を示し，

上層が黒色，中一下層にかけて黒褐色の色

調で，全体にローム粒子を含み，下層部に

は炭化材が含まれている。

遺物は，竃周辺と南側から，土師器が少

量出土する。半円状に作られたベルト状高

まりの外側床面上から正位の状態で棒形土

器（第54図一8・10）が，竃東側から葉形

土器の破片が床面に貼り付いて出土してい

る。

竃は北西壁中央からやや西側に付設され，長さは80cm・袖幅82cm・焚口部幅32cmで，袖部は黄

灰色の粘土で構築されている。火床は長径28cmの楕円形を呈し，床を3cmほど掘り凹めている。

遺物は焼成部から横位の状態で無形土器（第54図－1）が出土している。

出土遺物解説表（第54図）

番号 器　　 種 法 量 （c m ） 痴　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

聾
A 14 ．6㈲ 口綾 部 は 頸 部 か ら 大 き く外 反 し て 立 ち上 が 口 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

8 2 6 ．8㈱ る。 胴 部 は 底 部 か ら直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち
立　　　　　　 ′又　1　　　　　　 Ⅰ′

外 面 は へ ラ削 り， 内 面 は 横 位 の 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
C　 7 ．0（衡 上 カ っ て 胴 部 最 大 任 に 至 っ た 後 ， 内 側 へ 傾

い て 頸 部 に 至 る。 胴 部 最 大 径 は 中位 に 有 す
る。

梼 ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 石 英 ・ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

2

A 1 4 ．4 （衡 口 綾 部 の 破 片 で あ る 。 口 綾 部 は 頸 部 か ら 直 口 綾 部 外 面 は へ ラ 削 り， 内 面 丁 普 通

璽E B l O ，4 ㈱ 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か 寧 な へ ラ ナ デ 整 形 。 胴 部 外 面 は 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
ら脹 ら み を も っ て さ が る 。 へ フ 削 り後 ， 丁 寧 な へ フナ 丁 ，

内 面 全 体 は へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

れ て い る 。

明 赤 褐 色

3

A 1 8 ．8㈲ ロ 綾 部 の 破 片 で あ る。 口綾 部 は 頸 部 か ら ゆ 器 全 体 は ヘ ラ ナ デ 整 形 が 施 され 普 通

ヨE B　 9 ．3㈱ るや か に 外 反 し て 立 ち 上 が っ た 後 ， 大 き く て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら大 き く脹 ら

み を も っ て 開 き な が ら さ が る 。

橙 色

4

B　 5 ．2㈲ 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 をや や 器 内 外 面 共 に へ ラナ デ 整 形 が 施 普 通

互E

土　 師 器

C　　 7 ．4 薄 く しな が ら 大 き く外 上 方 ↑ 立 ち上 が る 。 さ れ て い る 。 砂 粒 ・長 石 ・

石 英 ・ス コ リア

堰 色

5

B 1 3 ．6㈲ 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら 大 き く 胴 部 内 面 は へ ラ ナ デ 整 形 ， 外 面 普 通

宝E

土　 師 器

C　　 7 ．0 開 き な が ら立 ち 上 が っ て 胴 部 最 大 径 に 至 る 。 は 磨 滅 の た め 不 明 で あ る 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

赤 橙 色

6

B l O ，0㈲ 底 部 の 破 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で ， 胴 部 は 器 外 面磨 滅 の た め 不 明 ， 内 面 剥 普 通

望 C　　 9 ．7 底 部 か らや や 内 轡 傾 向 を も っ て 大 き く外 側 雛 が は げ し い 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
へ 開 き な が ら立 ち 上 が る 。 に ぷ い 橙 色

7

A　 1 4 ．0 高 さ に 対 して ， 横 幅 の 広 い壷 で あ る 。 ロ 緑 器 外 面 全 体 は へ ラ 削 り後 ， 横 位 普 通 外 面 に 煤 付

着五g B　 1 3 ．5 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち 上 が る 。 のへ ラナ デ 整 形 。 内 面 は へ ラ ナ 砂 粒 ・長 石 ・

土　 師 器
C　 l O ．4 底 部 は 大 き い 平 底 で あ り， 胴 部 は 底 部 か わ

や や 内 轡 ぎみに 外 上 方 へ 立 ち 上 が っ た 後 ，内
野 す る 。 胴 部 最 大 径 は 中 位 よ り下 に 有 す る 。

デ 整 形 が 施 され て い る 。 石 英 ・ス コ リア

橙 色
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出土遣物解説表（第54図）

番号 器　　 種 法 量 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

8

士不
A　 1 3 ．6 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る。 休 部 は 底 休 部 外 面 は 横 ナ デ ， 底 部 外 面 は 良 好

B　　 5 ．6 部 と の 境 に 稜 を有 し， は じめ 僅 か こ外 反 し 多 方 向 か らの 丁 寧 な へ ラ削 年整 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　 1 2 ．2 て 立 ち 上 が っ た後 ， 中位 か ら や や 大 き く立 形 ， 内 面 は 全 体 に 横 位 ・放 射 状 橙 色 ㈱

ち 上 が る。 口 辺部 は や や 内 傾 す る 。 の ヘ ラ磨 き 調 整 が 施 さ れ て い る。 明 赤 褐 色 ㈹

隼
A 1 5 ．0 ㈲ 底 部 は 丸 底 で浅 い 皿 状 を里 し， 器 厚 を厚 く 休 部 外 面 は横 ナ デ ， 底 部 外 面 は 良 好 外 面 に 煤 付

9 B　 4 ．8㈱

′

しな が ら 立 ち上 が る 。 休 部 は 底 部 との 境 に 多 方 向 か ら の へ ラ 削 り整 形 ， 内 細 砂 ・長 石 ・石 英 着

土　 師 器 C 1 3 ．2㈲ 明 瞭 な 稜 を 有 し， 外 反 し て 立 ち上 が る。

！

面 全 体 へ ラ磨 き調 整 が 施 さ れ て

い る 。 二 次 焼 成 を受 け て い る。

橙 色

10

士不
A　 1 2 ．4 や や 歪 み を 有 す る 杯 で あ る 。 底 部 は 丸 底 で 器 内 外 面 共 に へ ラ磨 き調 整 が 行 普 通 多 少 磨 滅 し
B　　 4 ．2 浅 い 皿 状 を 里 し， 休 部 は 底 部 との 境 に 明 瞭 わ れ て い る が ， 底 部 外 面 は や や 細 砂 ・長 石 ・石 英 て い る が ，

土　 師 器
C　 l l ．8 な 稜 を 有 し， 直 線 的 に 外 上 方 へ 立 ち上 が る 。 雑 で あ る 。 橙 色 内 外 面 に朱

塗 りが 認 め

ら れ る 。

11

隼
A　 14 ．2 底 部 は 丸 底 でや や 浅 い 皿 状 を呈 す る。 休 部 器 内 外 面 共 に へ ラ磨 き調 整 が 施 良 好 底 部 外 面 に
B　　 4 ．1 は 底 部 と の 境 に 稜 を有 し， 短 く内 攣 ぎ み に さ れ て い る 。 二 次 焼 成 を 受 け て 細 砂 ・長 石 ・石 英 煤 付 着

土　 師 器
C　 1 4 ．2 立 ち 上 が る 。 い る。 橙 色

12

杯
A 13 ．8㈲ 底 部 は 丸 底 で 浅 い 皿 状 を 呈 す る 。 休 部 は 底 休 部 外 面 は 横 ナ デ r 底 部 外 面 は 良 好 内 外 面 に 煤
B　　 5 ．4 部 と の 境 に 明 瞭 な稜 を有 し， や や 外 反 し て へ ラ 削 り整 形 ， 内 面 全 体 に は へ 細 砂 ・長 石 ・ 付 着

土　 師 器
C　 l l ．0 長 く立 ち 上 が る 。 ラ磨 き調 整 が 施 され て い る 。 二

次 焼 成 を受 け て い る 。

石 英 ・ス コ リア

橙 色

13 長　 頸 壷
B （13） 1 3 ・1 4 は 同 一 個 体 の 長 頸 壷 と思 わ れ る 。 13 1 3の 日 録 部 内 外 面 お よ び 頸 部 内 良 好

2 ．4㈱ は ロ 綾 部 か ら頸 部 に か け て の 破 片 。 14 は 胴 面 は 横 ナ デ 整 形 ， 頸 部 外 面 は 柄
華こ　　　　　　　　　　　　　 こ立　　　 ユー

細 砂 ・長 石 粒 ・

14 須　 恵 器
B （14） 部 の 破 片 で ， 数 は 不 明 で あ る が 孔 を 有 し て 描 波 状 文 。 14 の 胴 部 上 位 に 柄 に

よ る 刺 突 文 が 連 続 的 に 描 か れ て
石 英 粒

4 ．8㈱ い る 。 い る 。 灰 色

i15！
支　　脚

土　製品

i

！

円筒状に作られている。

i

へラ削り整形が施されているつ
li
普通
砂粒・長石・
完芸’礫 ！ i

第17号住居跡（第55図）

本跡は遺跡の中丸　B2g8を中心に確認され9第15号住居跡の北4m，第18号住居跡の南東4

mに位置している。また，本住居跡は東側で第20号住居跡と重複し，本跡の方が古く，主軸方向

はN－700－Eである。壁高は他の住居跡と比較して浅く，20～25cmで第20号住居よりも10cmほど

浅く構築されている。壁面は垂直に立ち上がっており，床は平坦で硬く踏み固められている。ピッ

トは5個検出され，Pl～P4は直径25～30cmの楕円形を里し，Pl。P3は非常に深く，深さは88～

94cmである。また，竃南側から確認されたP5は，直径80cmの円形を呈し，深さは47cmで，貯蔵穴

に使用されたピットと思われる。

覆土は上層が暗褐色，中層が褐色下層が黒褐色の色調を里し，上層～中層にはローム粒子e

ロームブロックを含み，下層には焼土粒子などが少量含まれ，全体に柔らかく，自然堆積の状態

を示している。

遺物は土師器。須恵器を少量出土する。とくに竃南側の貯蔵穴と壁との臥床面上から横位の

状態で提撤（第57図－8），中央部やや北東床面上から土師器の埠形土器（第57図－5）が出土し

ている。
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A－　21．4m

邑雷

第鯛図　第17号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第57図）

竃は西壁中央部に付設され，第6号土

壌と重複している。竃の長さは10独酌袖

幅91cmの焚口部幅25cmで9　袖部は黄灰色

の粘土で構築され，焚日部前部には凝灰

岩が置かれている。焼成部は壁を67cmの

幅で10cmほど掘り込み9　火床は円形状を

里し，床を深く掘り込んでいる。竃の位

置は他の遺構と比べ異方向に付設され，

また須恵器の提瓶などが出土している点

などを考慮すると，本住居跡は異質のも

のである。

番号 器　　 種 法 量（cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成 ・胎土 ・色調 備　　 考

1

婆
A 16 ．0（視 口綾 部の破 片 であ る。 口緑 部は頸 部か らゆ 口綾部 内外面 共に横 ナデ 整形。 普通
B　9 ．4（喝 るや かに外 反 して立 ち上が った後 ，大 き く 胴 部 内外面共 にへ ラナデ 整形。 砂粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
開 く。胴部 は頸部 か ら小 さ く張 り出 しな が

らさが る。
橙 色

2

恵
B 22 ．6（均 壷 形土 器の 胴部 片であ る。胴 部は底 部か ら 胴部 内 外面共 にへ ラナヂ整 形が 普 通

ちぎ や や大 き く外側へ 開 きぎみに立 ち上 って胴 施 され てい る。 紳 砂 ・長 石・石英・

土　 師 器
部 貴大径 に至 っ た後，大 き く内 攣 して立 ち

上 が る。
ス コ リア

にぷい橙 色

3

甑
A 18 ．5（㈲ 口綾部 は頸部 か ら短 く，や や外 反 して立ち 口綾部 内 外面共 に横ナ デ整形 。 普通
B 18 ．3（瑚 上 が る。胴 部 は頸部 か らや や張 り出 した後， 胴部 外面 は縦位 のへ ラ削 り， 内 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器
C　9 ．8個 ゆ るやか に内傾 す る。 面へ ラナヂ 整形が施 され て いる。橙色

4

小 形 壷
A 13 ．3爛 底部 は丸底 状 を呈 し， 胴部 は底部 か ら連 続 目線部 内外 面共に横 ナデ， 胴部 普通
B　　 9 ．0 的 に外側へ 開 いた後， 内攣 ぎみに 大 きく立 内外面 共にへ ラナデ 整形 であ る 細砂 ・長石 ・石 英

土　師 器
ち上 がって 頸部 に至 る。 日録部 は 頸部か ら が，外 面はやや 雑 なへ ラナ ヂ整 浅黄橙 色
外反 して立 ち上が る。 形 であ る。

5

隼
A　 13 ．3 底部 は丸底 で浅 い皿状 を呈す る。休 部は底 休部 内外 面お よび内 面全銀へ ラ 普 通
B　　 4 ．0 部 との境 に明 瞭 な稜 を有 し， 直線的 にやや 磨 き調整， 底部 外面 は多方 向か 細 砂 ・長石 ・石 英・

土　 師 器 C　 13 ．5 開 いて 立 ち上 が る。 らのへ ラ削 り整 形が施 され てい

る。

ス コリア ・礫

橙 色

6

ま不
A　 13 ．5 底 部は 丸底 で皿状 を呈 し， 休部 は底部 との 休部 内外面 お よび内面全体 はへ 良 好
B　　 4 ．7 境 に稜 を有 し， やや 外反 して立 ち上が る。 ラ磨 き調整 。底部 外面 はへ ラ削 細砂 ・長石 ・石英

土　 師 器 C　 13 ．1 り後， 雑 なへ ラ磨 き調整 が施 さ

れて いる。

橙色

7
杯

A　 14 ．3 底部 は丸底 で浅 い皿状 を呈 す る。 休部 は底 体 部内 外面 および 内面全体へ ラ 普通 内面 にへ ラ
B　　 4．2 部 との境 に稜 を有 し， 直線 的に大 きく問 い 磨 き調 整。底部 外面 は磨滅 がは 砂粒 ・長石 ・石 英 状 工具 に よ

土　師 器 C　 ll．8 て立 ち上が る。 げ しく不 明。 橙 色 る浅 い「×」

記号有 り。

8

提　　 瓶

須 恵 器

A　　 8 ．6 口綾部 は短 く外反 し，端 部 に段 をなす。体 粘 土紐作 りで，休 部 内面に前 ・ 良 好
B　 25 ．9 部 前面 は丸 く脹 らみ を持 つ。休 部背 面の脹 背 面の接合 痕 を残 す。 日録部 内

．－や．．．．．‾
細砂 ・長石 粒 ・長

石

灰色

らみは 少な い。両肩 に釣 状のつ り手 を持つ

が 1 コは欠損 。

外面 は横ナ ァ調 整。つ り手は ナ
デ調 整。休 部背 面は カキ 目調整 。
前面 は軽 い回転へ ラ削 り調整。
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第18号住居跡（第58図）

本跡は遺跡の中央部，B2e6・B2e7を中心に確認され，第16号住居跡の東0．5mに位置し，第

19号住居跡と西側で，第21号住居跡と東側で重複している。本住居跡との新旧関係については，

第19号住居跡より新しく，第21号住居跡より古い。規模は長軸4．2m・短軸（4．0）mの隅丸方形

を呈していたと思われ，主軸方向はN－36．50－Wである。壁高は25～30cmで，壁面はゆるやかに

一188－



A－21．4m

第58図　第18・21号住居跡実測図
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外側へ広がりながら立ち上がっている。床は平坦で，硬く踏み固められ，とくに竃前方部が硬い。

ピットは2個確認され，Plは長径68cm・短径46cmの楕円形を呈し，深さは78cmで，貯蔵穴と考え

られる。P2は不明のピットである。

覆土は大きく3層に区分され，上層は黒褐色，中層は黒色，下層は黒褐色の色調を呈し，上層

にはローム粒子が多量，下層にはローム粒子・炭化材が含まれている。レンズ状の自然堆積であ

り，本住居跡は火災に遭遇したものと思われる。

A－21．4m　　　　　　－A，

第59図　第18号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第60図）

遺物は非常に少なく，竃周辺から数個の

土器が一括して出土している。竃西側床面

上から小型無形土器（第60図－1），東側か

ら童形土器（第60図－3・4），南東部から

鱗形土器（第60図－6）が潰れた状態で出

土している。

竃は北西壁中央部に付設され，長さ70cm・

袖幅90cIn・焚口部幅40cmで，袖部は黄灰色

の粘土で構築され，焼成部内部には多量の

焼土ブロックが堆積している。焼成部は壁

を109cmの幅で約5cmほど掘り込む。また，

火床は床を4cm掘り凹めて作っている。

番号 器　　 種 法 皇 （cm ） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

1

小 型 婆
A　　 8 ，8 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か らや や 外 ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

B　 lO ．4 側 へ 開 き な が ら立 ち 上 が っ て 胴 部 最 大 径 に 胴 部 外 面 は 縦 位 の へ ラ 削 り． 内 細 砂

土 師 器
C　　 4 ．8 至 っ た 後 ， 内 傾 し て 立 ち 上 が る 。 口綾 部 は

頸 部 か ら短 く外 反 して 開 く。

面 は ナ デ 整 形 が 施 され て い る 。 に ぷ い 橙 色

2

褒
A 14 ．5（衡 ロ緑 部 の 破 片 で あ る 。 口 緑 部 は 頸 部 か ら短 ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 が 普 通

B　 5 ．8（勒 く外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら や や 張 り 施 さ れ て い る 。 細 砂 ・長 石 ・

石 英 ・雲 母 ・

土 師 器
出 し て さが る 。 ス コ リア

に ぷ い 黄 橙 色

3

A　 19 ．8 底 部 は 平 底 で あ る 。 胴 部 は 底 部 か ら器 厚 を 口 緑 部 内 外 面 共 に横 ナ デ 。．胴 部 普 通

：弓夏 B　 15 ．8 薄 く し な が ら内 管 して 大 き く開 き な が ら 立 内 外 面 お よ び 底 部 へ ラ ナ デ 整 形 砂 粒 ・瑳 石 り石英

土　 師 器
C　　 7 ．6 ち 上 が る 。 胴 部 最 大 径 を 中 位 よ り上 に 有 す

る 。 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら大 き く外 反 して 開 く。

が 施 さ れ て い る。 明 赤 褐 色 （珊

暗 赤 灰 色 （内）

4

A　 13 ．5 底 部 は 平 底 で あ る。 胴 部 は 底 部 か ら大 き く ロ 綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ 整 形 。 普 通

重臣
B　 17 ．3 内 増 し て 立 ち 上 が り， 中 位 で 長 大 に 脹 らむ 。 胴 部 外 面 お よ び 底 部 は へ ラ 削 り 砂 粒 ・長 石 ・

土 師 器
C　 7 ．7 （御 口 緑 部 は 頸 部 か ら器 厚 を薄 く し な が ら 外 反 整 形 ， 内 面 へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 石 英 ・ス コ リア

して 立 ち 上 が る 。 れ て い る 。 明 赤 褐 色

5

甑
A 23 ．2 （御 ロ 綾 部 は 頸 部 か ら外 反 し て 立 ち上 が る。 胴 口綾 部 外 面 は横 ナ デ 整 形 ， 内 面 普 通

B 15 ．7 ㈲ 部 は 頸 部 か ら 中 位 に や や 脹 ら み を も っ て 内 横 ナ デ 整 形 後 ， へ ラ 磨 き 調 整 。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
傾 す る 。 胴 部 外 面 は へ ラ削 り， 内 面 へ ラ

ナ デ 整 形 が 鳩 さ れ て い る。

に ぷ い 黄 橙 色

6

甑
A　 18 ．3 ロ 緑 部 は 頸 部 か らや や 外 反 して 立 ち 上 が る 。 ロ緑 部 外 面 は 横 ナ デ 整 形 。 胴 部 普 通

B　 15 ．9 胴 部 は 頸 部 か ら 中 位 に や や 脹 らみ を も っ て 外 面 は へ ラ 削 り謹 ， 雑 な へ ラ ナ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 5 ．6 内傾 す る 。 デ 整 形 ， 内 面 全 体 は へ ラナ デ 整

形 が 施 さ れ て い る 。

に ぷ い橙 色
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第60図　第18号住居跡出土遺物実測図

出土遺物解説表（第60図）

2

〃
ハ
〓
∪

＼＼』＿♂

番号 器　　 種 法量（cm） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

7

甑

土 師 器

B　4．8㈲ 甑の底部片である。底部から直線的に外側 胴部外面はへラ削り，内面はへ 普通
C　　 8 ．0 へ開 きながら立ち上がる。 ラ削 り後，上位へラナデ整形が

施されている。 砂粒・長石 ・石英

灰黄褐色

第19号住居跡（第52図）

本跡は遺跡の中央やや北側，B2e5・B2f5を中心に確認され，第14号住居跡の北東2mに位

置し，南側で第16号住居跡，東側で第18号住居跡と重複している。新旧関係は第16号住居跡より

は古く・第18号住居跡より新しい。規模は長軸5・75m・短軸4・8mの長方形を呈し，主軸方向はN－

280－Wである0壁高は45cmほどで，垂直に立ち上がっている。床は平坦で中央部付近は硬く踏み

固められているが，壁近くはやや柔らかい0ピットは確認することはできなかった。
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覆土は第16号住居跡によって切られているが9　残された土層から9　上層は黒色予　下層は黒褐色

の色調で，北からの自然流入の状態を示している。

遺物は非常に少なく，北壁下および住居跡の西側から少量の遺物を出土したのみである。

竃は北西壁中央部に付設された形跡はあるが，明確に確認することはできなかった。

出土遺物解説表（第61図）

密 器　 種 法量（cm）i　 器　 形　 の　 特　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼成・胎土・色調 備　　 考

恵 A15．8爛日録部は胴部から器厚を厚くし，外反しな目線部外面はへラ削り，胴部は普通 i

i

笈E

l

B 13 ．2湖

磨 3燭

が ら 立 ち 上 が る 。 胴 部 は 頸 部 か ら 大 き く張 へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ れ て い る。 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土　 師　 器

＝圭ご

り 出 し て さ が る 。 ＝縁 部 内 面 は 不 明 。 に ぷ い橙 色

壷 彬 土 器 の 口 綾 部 片 と思 わ れ る。 頚 部 か ら 目 線 部 内 外 面 へ ラ磨 き調 整 が 施 良 好

2 巨

i 土 師 器

B　 3 ．6（勒 大 き く外 反 し て 聞 く 。 さ れ て い る。 細 砂 ・長 石 ・石 英

橙 色

ーごと宕
B　 4 ．5（現 壷 形 土 器 の 底 部 片 で あ る 。 底 部 は 平 底 で ，

］
外 面 は磨 滅 の た め 不 明 。 内 面 へ 普 通

貿E

3

土　 師　 器

C　　 8 。3 胴 部 は 底 部 か らや や 内 攣 し て 大 き く外 側 へ

開 い て 立 ち 上 が る 。

ラ ナ ヂ 整 形 が 施 され て い る 。 砂 粒 ・長 右 ・石 英 ・

ス コ リア

に ぷ い橙 色

第61回　第19号住居跡出土遺物実測図

第20号住居跡（第62図）

本跡は遺跡の中央部，B2f8・B2f9を中心に確認され，第21号住居跡の南1．2mに位置し，南

西部で，第17号住居跡と重複している。本住居跡の方が新しい。規模は長軸6．25m e短軸乱05m

の隅丸方形を呈し9主軸方向はN－340－Wである。壁高は約40cmで，壁面は直線的にやや外側へ

広がりながら立ち上がっている。床は全体に平坦で，硬く踏み固められ，壁下には幅7－10cm，

深さ4－6cmの浅い溝が周回する。ピットは6個確認され，Pl～P4は長径30～40cmの円形また

は楕円形で，深さは87－106cmと非常に深く掘られ，本住居跡の主柱穴と思われる。また，P5は東

側から確認され，長径80cm・短径65cmの楕円形を呈し，深さは33cmで，貯蔵穴に使用されたもの

と思われる。P6は南側壁下中央部に作られた　h」形の高さ5cm，幅20～35cmの土手状の高まり

をめぐらした施設の内側に掘られ，平面形は直径40cmの不整円形を呈し，深さは21cmである。入

日的施設に利用されたピットと考えられる。

－192－



≒￥三三三三≡三二二三三三二ご

第62回　第20号住居跡実測図
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覆土は全体にローム粒子・ロームブロック・焼土粒子を含み，色調は上層から下層にかけて黒

褐色を呈し，全体に柔らかい覆土で，自然堆積の状態を示している。

遺物は，ほぼ全体から土師器片少量が出土している。南側覆土中から塔形土器（第65図－1・

4），竃前部から潰れた状態で嚢形土器（第64図－2），中央西側から童形土器（第64図－5）・

P4の西側から鉄製の釘（第65図一12）が出土している。また，Plの西側床面上から大きな炭化

材が出土し，本跡構築の際に使用された柱ではないかと思われる。覆土中には多量の焼土が混入

している点などを考えると，本跡は火災に遭遇したものと思われる。

Å－　21．4m

ヒ二二一二㌢「＝∃

竃は北西壁中央部に付設され，長さ85cm・

袖幅100cm・焚口部幅40cmで，袖部は黄灰色

の粘土で構築され，前部には凝灰岩を直方

体に加工して埋めている。また，焼成部は

壁を125cmの幅で15clnほど掘り込み，火床は

長径45cmの不整楕円形を呈し，床を2cmほ

ど掘り凹めている。焼成部には袖部前部に

＿A，埋められていた凝灰岩と同じものが，円筒

第63図　第20号住居跡竃実測図

出土遺物解説表（第64・65図）

状に加工されて支脚として使用されていた。

遺物は焼成部から無形土器（第64図－4）

のロ綾部が出土している。

番号

6咽

器　　 種 法 皇 （cm ） 話　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 焼 成 ・胎 土 ・色 調 備　　 考

竺E
A　 18 ．7 歪 み の あ る童 形 土 器 で あ る 。 ロ 緑 部 は 頸 部

か ら大 き く外 反 し て 立 ち上 が っ た 後 ， 水 平

ロ緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部

内 外 面 丑 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ

普 通

砂 粒 ・長 石 ・

1

土　 師 器

B　 28 ．9

C　 7 ．2（御

に 開 く。 底 部 は 中央 部 が 凹 み ， 桐 鰍 は 底 部

か ら 直 線 的 に 外 上 方 へ 開 い て 胴 部 最 大 径 に
至 っ た 後 ， 直 線 的 に 内 傾 して 立 ち 上 が る。

れ て い る 。 底 部 へ ラナ デ 。 石 英 ・礫

橙 色

2

蛮
A　 18 ．3 ロ細 部 は 頸 部 か らや や 外 反 し た 後 ， 口 辺 部 日録 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B 2 9 ．9㈲ で 大 き く 外 反 し て 開 く。 胴 部 は 頸 部 か ら 内 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 放 き 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
督 ぎ み に 張 り出 し て 胴 部 最 大 径 に 至 っ た 後 ，

内 傾 して さ が る 。

れ て い る 。 内 面 に 絵 横 痕 有 り。 に ぷ い堤 色

3

褒
A 2 1 ．5㈲ ロ綾 部 か ら 胴 執 こか け て の 破 片 で あ る 。 ロ 口緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

B lO ．1㈲ 緑 部 は 頸 部 か ら 内 管 ぎみ に 立 ち 上 っ た 後 ， 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 砲 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
大 き く外 反 して 開 く。 胴 部 は 頸 部 か らや や

内 伸 して さ が る 。

れ て い る 。 浅 黄 橙 色

4

要
A　 12 ．4 口綾 部 は 頸 部 か ら 僅 か に 外 反 して 短 く立 ち 口綾 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ． 胴 部 普 通

B　 8 ．3㈲ 上 が る。 胴 部 は 頸 部 か ら 直 線 的 に 外 下 方 へ 内 外 面 共 に へ ラ ナ デ 整 形 が 施 さ 砂 粒 ・長 石 ・石 英

土 師 器
開 く。 れ て い る 。 橙 色

5

A　 14 ．2 底 部 は 平 底 で ， 胴 鰍 は 底 部 か ら器 厚 を薄 く ロ 緑 部 内 外 面 共 に 横 ナ デ ， 胴 部 普 通

宣E
B　 14 ．5 し な が ら 内 野 ぎ み に 開 き な が ら立 ち 上 が り，

立　　 奴 一　　　　　　　　 径 を 中 位 に 有

外 面 雑 な へ ラ磨 き調 整 ， 内 面 へ 細 砂 ・長 石 ・石 英

土　 師 器
C　　 5．8 胴 部 最 大 住 に 至 る 。 胴 部 最 大 径　 、 －

し　 球 状 を なす　 ロ 綾 部 は 貌 部 か ら 大 き く

ラ ナ デ 整 形 。 底 部 は へ ラ削 りで に ぷ い 橙 色

外 反 し て 開 く。 あ る 。
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第64図　第20号住居跡出土遺物実測図（1）
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第65図　第20号住居跡出土遺物実測図（2）

出土遺物解説表（第64・65図）

≡歩5∈＝ 二二

目
＝
日
航
遡

番号 器　　 種 法量 （cln） 器　　 形　　 の　　 特　　 徴 整　　 形　　 技　　 法 娩 成 ・胎 土 ・色調 備　　 考

6

B lO ．6珊 ロ緑 部 を欠損す る壷 形土 器で あ る。 底部 は 外 面は磨滅 の ため不 明。内面 は 普 通

ち互 C　　 6 ．6 丸底 状 を呈 し，胴 部は底 部か ら連続 的に立 へ ラナデ 整形が施 され てい る。 砂 粒 ・長石 ・石 英

土 師 器
ち上 が り， 球状 をなす。 橙 色

7

褒
A 13 ．叫彿 口緑 部が ほかの蜜 形土器 と異 な る土 器で あ 普 通

B　7 ．瑚 る。 ロ緑部 は頸部 か ら内傾 した後， 口辺都 砂 粒 ・長石 ・石英

土 師 器
で 外反 して立 ち上 が る。 胴部 は頸部 か ら真

下 に下が る。

灰 褐色

8

褒　 ′

土 師 器

B　6 ．欄 底部 の破 片であ る。底部 は平底 で，胴 部 は 底部 へ ラ削 り，胴 部 内外面共 に 普 通

C　　 6 ．5 内轡 ぎみ に外上方 へ立 ち上が る。 へ ラナデ整 形が施 され てい る。 砂粒 ・長石 ・石英

橙 色

9

褒

土 師 器

8　7 ．4（珂 底部 の破 片であ る。底部 は平底 で，胴 部 は 底部 まへ ラ削 り， 胴部 内外面 は 普 通

C　5 ．4（彿 底部 か ら直線的に 外上方へ 立 ち上が る。 へ ラナデ整 形 であ るが， 胴部 外

面下 位にへ ラ削 り整形 が認め ら

れ る。

砂 粒 ・長石 ・石英

灰褐 色

10

甑
A 26 ．頸⑪ ロ緑部 は頸 部か ら大 き く外反 して立 ち上が 口綾部 内外面 共に横ナデ整 形。胴 普 通

B　 2 1 ．0 る。胴 部 は頸部か ら直線 的に 中位 よ り下 ま 部 外面 はへ フ削 り， 円由はへ フ

ナデ整 形が施 され てい るが　 内

砂粒 ・長石 ・石 英・

土 師 器
C　　 8 ．0 で 内偵 した後，大 き く内偵 して さが る． 面 下位 にはへ ラ削 り整形が一 部

認 め られてい る。

ス コリア

にぷい橙 色

11

飯

土 師 器

B 13 油㈲ 甑 形 土器 の胴部片 であ る。胴部 は直線 的 に 胴部 外面 はヘ ラ削 り整 形後，へ 普 通

外上 方へ立 ち上が る。 ラナ デ整形， 内 面はへ ラナデ 整

形が 施 され て いる。

砂粒 ・長石 ・石英・

ス コリア

に ぷい橙 色

65回
坪

A　 12 ．9 底部 ま丸底 でやや深 い皿状 を呈 す る。 休部 休部 外面は横 ナ デ．底部 外面 は 普 通

1
B　　 5 ．7 は底部 との 境に明瞭 な稜 を有 し， 垂直 に立 へ ラ削 り整 形， 内面全体 にはへ 砂粒 ・長石 ・石英

土 師 器
C　 12 ．6 ち上 がる。 ラ磨 き調整 が施 されて いる。 に ぷい黄橙 色（珊

黒 色（瑚
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